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    　埼玉県は東京の植民地であり、よくて衛星都市くらいだろうという世間からの風評に対して、我われ々われ埼玉県民は何一つとして反証など持ち合わせていないわけだが、決して思うところが何もないというわけではない。埼玉県民とて、人の子である。幼き頃ころは、東京に代わり全国に覇はを唱えるのは我らが埼玉なり！　などと青雲の志こころざしを抱いだいていたに相違ないのだ。しかし、そんな夢物語をいつまでも追いかけ続けていられるほど社会は甘くはなく、東京との彼ひ我がの戦力差はあまりにも圧倒的であった。少し目め端はしが利く子供ならば五歳くらいの段階から、どうしてテレビドラマにはあんなに背の高い建物がたくさん出てくるのに、うちの近所には平屋しかないのだろうという疑念が頭をよぎり始める。そう。世界の中心は、決して埼玉ではないのだ。それより鈍い子たちとて、毎朝毎朝埼玉住まいのサラリーマンたちが東武東上線ないし西武池袋線にぎゅうぎゅう詰めにされて東京へと出勤してゆく姿を目まの当たりにしているうちに、埼玉には経済的自主独立性などまるでなく、搾さく取しゆの構造は既すでに完成されているのだという現実を嫌いやでも覚さとらざるを得まい。埼玉で自給自足できるものなど、ホウレン草と鶏にわとりの卵くらいなものなのである。


    　しかし埼玉県民は、東京に魂まで売り渡したわけではない。我々は東京の暴威に対して、常に非暴力・不服従の精神で立ち向かっている。決して清流荒川の川べりに小便を垂れて「や～い、下流の東京都民ざまを見ろ～」などと、品性が損なわれるようなバイオテロ行為に身をやつしたりはしないのだ。我々には物質的に失うものなど何もない。しかし唯一、気け高だかき精神性だけは保たれねばならぬ。二番で結構、損して得取れの精神である。そこに行くと、憐あわれなのは神奈川県と千葉県だ。彼らは埼玉と同じく、東京に隣接するという悲劇の星の下もと誕生した県なのだが、なまじ力があるばかりに無条件降伏は世論が許してくれないのか、巨大な東京の幻影と日々戦うことを余儀なくされている。西の雄ゆう神奈川県は、横浜ランドマークタワーが東京タワーとほぼ同等の高さであるという稚ち拙せつなアルゴリズムのもと、身の程知らずにも東京さまに対抗していたのだが、近年東京スカイツリーが完成して力の差を見せつけられる格好となってしまい、今やすっかり意気消沈してしまった様さまは、傍はたから見ていて滑こつ稽けいを通り越して気の毒ですらあった。一方東の雄千葉県は、某ネズミ型テーマパークが自県に存在しているというただ一点にかけて東京に対する自己の優位性を主張しているものの、その肝心のテーマパークの冠文字に堂々と「東京」を僭せん称しようしている辺りは、さすがに平安京全盛期に「新しん皇のう」を自称して朝廷に喧けん嘩かを吹っ掛けた平たいらの将まさ門かど公を産んだ土地柄なだけはある。千葉県民は東京という巨大な幻影と戦ううちにとうとう精神に変調をきたし、自分たちこそが東京だと思い込むようになってしまったのではないのか？　そんな心配がふと頭を掠かすめるほど、それは堂に入った僭称ぶりであった。「我々は東京と戦っているのではない。我々こそが東京なのだ」。千葉県民はそう思い込むことにより、日々精神の平へい衡こうを保っているのかもしれない。


    　埼玉県は、神奈川県や千葉県が歩んだような道を歩まなかった。というより、歩めなかったのだ。埼玉県には全国に誇れるような建物やテーマパークの類たぐいなど何一つとしてなく、ただ空と山が広がっているばかりである。海がないという一点において、茨城県からも軽んじられる始末。おまけに県の顔であり頭領であるはずの県庁所在地が「さいたま」なのだから、もはや語るに落ちる。この「さいたま」市も誕生当初は、浦うら和わ・大おお宮みや・与よ野のの三大都市が合併し、末は最強政令指定都市かと県民の期待を一身に受けていたらしいのだが、いざ蓋ふたを開けてみれば「舐なめてる都市名ランキング」で二位の「南アルプス」市を大きく引き離して盤ばん石じやくの長期政権を築いているという残念ぶり。「さいたま」という市名に対して肯定的な意見を持つ埼玉県民は少なくとも俺の周りには誰だれ一人としておらず、埼玉県民の埼玉県民による埼玉県民のための市議会において何な故ぜにこうも民意を逆さか撫なでするような不可解な決定が為なされたのやら、神奈川県か千葉県あたりの間者でも紛れ込んでいたのではないかと、あらぬ疑惑まで持ち上がる有様である。


    　埼玉県は全体的になんかそんな感じの、残念な県である。


    　しかし今から語られるのは、そんな埼玉県の一隅にある、千せん谷たにという市を舞台とした物語である。東京や横浜、千葉のようなメトロポリスは今後一切登場しない。もしも皆さんが都会の人いきれに疲れているようならば、心ゆくまで都落ち気分を味わわれるのも宜よろしかろう。


    　それでは、物語を始めると致しますか。
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    　まことに情けない限りな話だとは思うのだが、どうやら立たち花ばな家の神社は倒産しかけているらしい。


    　これまで安あん穏のんとした人生を過ごしてきたこの俺──立花孝こう介すけが、その青天の霹へき靂れきたる事実を眼前に突きつけられたのは、つい昨日のことである。


    　ことの発端は昨日朝のホームルーム、俺の通う私立宮みや辻つじ高校二年二組クラス担任、吉よし田だ先生という中年小太り眼鏡めがねのおじさんから手渡された、進路調査票という名の一枚のプリントからもたらされた。


    　その日は七月三日、期末試験一週間前の金曜日。今年は空から梅つ雨ゆだったということもあってか、夏真っ盛りを前にして、既すでに俺たちの住む千せん谷たに市宮辻町はとんでもないほどの暑さに見舞われていた。宮辻町は四方を山に囲まれた千谷盆地内部の平野部分に位置しているのだが、千谷盆地の気候は、山を挟んだ南の湾岸都市におけるヒートアイランド現象によって蓄積された熱波が海風の余勢を駆って怒ど濤とうの勢いで攻め込んでくるのを、フェーン現象により凝縮された山肌の熱気流が真っ向正面からがっぷりよつに迎え撃ち、バッキバキに火花を散らし合った結果として、うだるように暑いのだ。


    　おかげでまだ七月の上旬だというのに、入道雲は稜りよう線せんの向こう側から「ヘイ、ボーイ！」とばかりに元気に身を乗り出し、鉄道の柵さく沿いに野生する朝顔たちは透き通った薄紫色の花弁を満天下に見せつけるようにして千ち々ぢに咲き乱れ、セミの野郎どもはもっとゆっくりと地中に逗とう留りゆうしていればよいものを命知らずにも地上に飛び出してきて腹の底から魂のビブラートを奏かなで合う始末である。


    　こうして日増しに暑くなってゆく気候の中、その日も太陽光線は朝っぱらからフルスロットルで宮辻高校築二〇周年鉄筋コンクリート校舎へと降り注ぎ、その暑さたるやもはや暴力的と表現しても過言ではないくらいだった。


    　節電のためクーラーを満足に使うことすら能あたわず、当然の帰結として俺たちのいる教室内は健康ランドのサウナばりに蒸し暑くなり、クラスメートたちは皆てんでに団扇うちわや扇子せんすや下敷きでバタバタと自分の体を打ち扇あおぎ、口を開けば暑い暑いの一点張りだった。


    　そんな暑さの中、少しでも涼を取り入れようという涙ぐましい努力のもと、ここ一週間というもの教室の窓という窓、扉という扉は常に全開状態になっており、近隣のクラスの話し声はお互い丸聞こえ。文部科学省が提唱する風通しの良い教育現場はここに図はからずも実現され、おかげで様々な不毛の混乱が巻き起こった。


    　例えば三日前の四限時のことである。俺は暑さと空腹に朦もう朧ろうとしながらも、自分のクラスで真ま面じ目めに数学の授業を受けていたはずが、突如として頭の中に「仁にん和な寺じにある法師、ｉｓ　ａ　ｍｅｍｂｅｒ　ｏｆ　ｏｕｒ　ｈｉｇｈ　ｓｃｈｏｏｌ」という胡う乱ろんな構文が浮かび上がってきて、暑さでついに頭がおかしくなってしまったのだろうかと不安になりノートから顔を上げてよくよく周りの状況を確認してみたところ、どうやら左右両隣の教室で行われていた古文と英語の授業がうちのクラスまで漏もれ聞こえてきていて、それらが俺の深層心理の中で謎なぞのハイブリッド現象を起こしていたのだった。カオス。俺は腹立ちまぎれに思わず我われを忘れ、放物線ｙ＝[image: ][image: ]４ｘ＋２の接線ℓ１とℓ２を、グランドクロスばりにノートの下端までぶち抜いた。


    　それもこれもみな、日本の夏が暑すぎるのが悪いのである。俺たちはフェーン現象を親の仇かたきのように憎み、モンスーン型気候のじめじめに心の底から辟へき易えきとしていた。


    　しかし、そんな仮にも子どもの権利条約を批ひ准じゆんしているはずの法治国家にあるまじき劣悪な学習環境の中にも、一筋の光明は覗のぞいていた。


    　それは、夏休みという至高の楽園の存在である。


    　暑さが増していくということは、それすなわち夏休みが近づいてきているということでもある。我らがアヴァロンでありエルフヘルムである夏休みの到来を心に期することにより、浮き世は灼しやく熱ねつ地獄かと見まごうばかりの苦境を俺たちはただひたすらに耐え忍び、そしてついに時節は七月三日にまで至ったのである。


    　七月三日──。


    　ここまで来ると、あれほど水平線の遠く彼方かなたに霞かすんで見えた夏休みも、ようやくもう少しで手が届きそうだという実感が湧わいてくるのだが、同時に新たな問題も発生する。


    　それは、夏休みに入る前に期末試験と一戦交えなければならないということである。


    　敵ははるか強大である。日ひ頃ごろは文武両道を謳うたっている学校側も、期末試験一週間前には何を日ひ和よったか全部活動の停止を生徒たちに命じ、情報の漏ろうえいを防ぐためか職員室への出入りには厳重な規制が敷かれる。その様子はさながら戒厳令下の戦場のようであり、俺たちはこれから到来するであろう戦火の大きさに否いや応おうなく武者ぶるいした。


    　なんせ期末試験では、中間試験で激しく干かん戈かを交えた記憶も久しい国語・数学・英語に社会・理科の選択科目の五英傑に加え、音楽・美術・保健体育までもが援軍として馳はせ参じ、彼奴きやつらがこの一学期間に溜ため込んだ情報量たるや膨大なものがあるのだが、俺たちはこれらすべての情報を事実上向こう一週間のみで消化しなければならないのだ。そのため期末試験の話題になると、宮みや辻つじ高校の生徒たちは皆一様に顔色を失い、「もう駄目なようか？」「もう駄目なようだ……」などと、まるで末期の蛙かえると山さん椒しよう魚うおよろしく情けない嘆息を交わし合うのが常という有様だった。


    　そんな修しゆ羅ら場ばをくぐりたくなければもっと普段からコツコツと勉強しておけよと先生方はおっしゃるのだが、そのような思慮分別が齢よわい一六、七にして既すでに備わっているのならば、誰だれも人生苦労はするまい。俺たち高校生は往々にして刹せつ那な享楽主義に身を任せてハイスクールライフを送っているのであり、学生の本分は勉強などという大義名分に甘んずるような軟弱な輩やからなど我わが校には一人としていないということを今ここに断言してもいいくらいである。水は低きに流れ、人は易やすきに流れるのが世の中の摂理なのだ。


    　しかし、こうして普段はしょぼくれたロバのような面相で頭を垂れて学校の授業をやり過ごす俺たちも、夏休みという特上のご褒ほう美びを鼻先にぶら下げられれば、ポテンシャルを全開にして悍かん馬ばのごとく千里を奔はしるのである。谷深ければ山高し、抑圧なくして解放のカタルシスはあり得ねえ、そんな心持ちであった。


    　というわけで七月三日期末試験一週間前、二年二組朝のホームルームの風景は、クラスメートたちが各自担任の吉よし田だ先生の話を適当に聞き流しつつ、過去の愚かな自分に呪じゆ詛その言葉を吐きながら、鉛筆の握り方を思い出してみたり、授業のノートを見返してみたりと慣れない作業に勤いそしんでいたのだが、そんなデスマーチの間かん隙げきを縫ぬってもたらされた進路調査票なる一枚の紙切れがよもや地獄からの刺客であったとは、一体誰だれが想像しえただろうか。いや、誰も想像しえまい。


    　進路調査票はホームルームの頭に、吉田先生から教室最前列の生徒たちに手渡され、バケツリレーの要領で次々と後ろの席の生徒たちにも廻まわされていった。当然そのプリントは、教室最後尾真ん中の席に布陣する俺の手にも渡った。


    　周りのクラスメートたちは進路調査票なるものと生まれて初めて対面し、己おのが将来に一いち抹まつの不安でも感じたのやら、「うわ～、将来の進路か～。なんか、不っ安～～」という感じに浮足立っていたのだが、そんな彼らの挙動を尻しり目めに、俺の姿勢は泰たい然ぜん自じ若じやくたること山のごとしであり、心には一片の乱れすら生じず、さながら明めい鏡きよう止し水すいの心境であった。


    　なぜかって？


    　なぜならば、何を隠そう俺の実家は白はく狼ろう神社という名の神社であり、俺の親父おやじはその神社の神主であり、したがって当然俺の将来の進路は実家の神職を継ぐという流れになるであろうこと請け合いだったからである。


    　おいおい、こちとら期末試験の準備で忙しいんだぜ？　あんまり手間かけさせんなよ吉田ちゃん──。


    　そのときの俺の所見はせいぜいそんなところであり、俺は廻って来た進路調査票を即座に机の片隅へと追いやって、期末試験の準備を再開したのだった。


    



    　さて、その日の放課後。


    　剣道部員である俺はいつもの放課後ならば「メェエエエエ～～～～ン!!」「ッドォ～～～～ゥッッッ!!」などと殺さつ伐ばつとした奇声を張り上げながら打ち込み稽げい古こに精を出しているところなのだが、残念なことに試験一週間前のため部活動は休止中となっていた。そこで俺は授業終了後、剣道の防具と竹刀しないの入ったズダ袋とスクールバッグを肩から引っさげ、さっさと炎天下の家路を辿たどった。


    　白狼神社は学校からだいたい徒歩で一〇分ほど離れた、閑静な住宅街の外れに位置している。宮みや辻つじ町の端っこ、山肌に沿うように築造された神社の周りは鎮守の森に囲まれ、俺たち家族の住居は社務所に隣接している。埼玉の奥地──秩ちち父ぶから三みつ峰みねにかけては昔からオオカミ信仰が盛んで、白はく狼ろう神社もその流れを汲くむ神社である。


    　森に囲まれているおかげか、白狼神社境けい内だいは町内の他ほかの場所に比べて涼しい。


    　学校から神社の前まで汗まみれになりながらようやく辿たどり着いた俺は、「やれやれ、やっとこの暑さともお別れか」などと一息つきつつ鳥居をくぐろうとしたのだが、そのときふと鳥居横の駐車場から俺の親父おやじが出てくる姿が目に留まった。


    　うちの親父は図体がでかい、顔もでかい、態度もでかいという、日本人の謙譲の美徳をどこぞに置き忘れてきたかのようなおっさんなのだが、野郎はどこぞで地鎮祭でもしてきた帰りなのか、烏え帽ぼ子しに白の狩かり衣ぎぬ姿で、襟えり元もとを手の平でバタバタと打ち扇あおいでいた。やれやれ、ちっとばかし暑いくれーで情けねぇこった。神主の正装をしているときくらい、シャキンと背を伸ばさんかい！


    　俺はそんなことを考えつつも、一応こいつも人の親だし、進路のことくらいは報告してやるかという衷ちゆう心しんから、


    「おう、親父ぃ！」


    　と、野郎に声をかけた。


    「あぁん？」


    　振り向く親父。


    　俺はスクールバッグの中身をごそごそとまさぐり、進路調査票を取り出した。


    「これ、学校の進路調査票なんだけどよー。適当に神社継ぐとか書いときゃいいよな？」


    　まぁ改めて尋たずねるまでもなく、それでＯＫなのだろうということは分かりきっているのだがな。しかしそんな些さ末まつな事柄にも報告・連絡・相談を欠かさない、それがこの俺の人間性よ！


    「おめぇ、それはいいけどよ」


    　そんな俺の言に対し、親父はボリボリと頭を掻かきながら答えた。


    「うちの神社は今、倒産しかけてんぞ？」


    　空気が、固まった。


    



    　かくして俺の健すこやかなる日常生活は、突如として足元から音を立てて崩れ去っていったのである。


    



    　　　　　２


    



    　七月四日、土曜日、朝。


    　炎天下の太陽光線を真っ向から頭に浴び、今日も俺は学校への道を辿る。周りには、ダルそうに歩く生徒たちの群れ。


    　宮みや辻つじ高校は中堅私立高校の分際で未いまだに週休二日制が導入されておらず、土曜日も午前授業があるのだ。俺は昨日の親父おやじのカミングアウトにより抉えぐられた心の傷がまだ癒いえていなかったので「学校行きたくねぇよ～」と半べそをかいたのだが、お袋に「馬ば鹿かなこと言わないの」と一いつ蹴しゆうされ、仕方なく肩を落として登校していた。


    　太陽は今日も今日とて飽きもせずにギラギラの殺人光線を千せん谷たに市の地表へと送り込み続けていた。アスファルトの地面が太陽光を照り返し、そこら中からゆらゆらと陽かげ炎ろうが立ち昇る。しかし心頭滅却すれば火もまた涼しという成句があるが、心頭滅却しきったこの俺のご傷心をもってしても一向に辺りが涼しくなる気配は見えず、踏んだり蹴けったりとはまさにこのことであろう。


    　黙々と、学校への道のりを辿たどる。


    　信号が赤になったので、俺は交差点で立ち止まった。


    　胸元に少しでも風を送り込もうと、制服の襟えりを開いて片手で扇あおぐ。


    「今日も暑いね～」


    　俺の隣を歩いていたショートカットの女子も交差点で立ち止まり、シャツと首の間をバタバタと扇ぎながら話しかけてきた。


    「な～。この暑さはないよな～」


    　応こたえる俺。


    　横にいるこの女は、隣の家に住む腐れ縁の幼おさな馴な染じみだったらよかったのだが、残念ながら俺の一歳下の妹である。なんの酔狂か、妹は陸上部のユニフォームであるハーフパンツにＴシャツ姿で登校している。本人曰いわく、夏は少しでも通気性と吸水性が高い服を着たいので、制服なんて暑くてやってられないよ、という了見らしい。校則よりも自己の欲求を重視するあたり、本能に忠実な奴やつである。


    　そんな格好から推察される通り妹は陸上部に所属しており、いまどきの女子高生にしては珍しいくらい、肌が阿あ呆ほのように日焼けしている。妹は昔からアウトドア派というか、よく外で遊ぶ奴で、毎年夏になると肌が真っ黒に日焼けしてしまう。身長は生まれてからこの方だいたい俺より頭一つ分ほど小さく、幼年時代は二人して境けい内だいの周りの森でキャッキャキャッキャと遊びまわったりもしていたものだが、そんな記憶が走馬灯のようによみがえってくるということは、もしかしたら俺の命の炎は暑さのあまり今まさに燃え尽きかけているのかしら。


    　そんな危き惧ぐを心に浮かべている間に、信号が青になったので再び俺たちは歩きだす。


    「どったの、お兄ちゃん。なんか元気ないけど」


    　隣で歩いている妹が、心配そうに声をかけてきた。


    　しかし幼いたい気けな妹に対して、「実家の身しん代だいが傾きかけているらしくて、心が痛いんだ……」と正直な事情を話すことは、とてもではないが心優しい俺には出来ず、


    「いや、そろそろ俺も将来のことを真ま面じ目めに考えなきゃな～、と思ってな」


    　などと答えて、適当にお茶を濁す。


    「あ～。将来～」


    　俺の深刻そうな表情に釣られたのか、珍しく妹も何やら真面目そうな顔をして考え込んだ。


    「確かに、将来のことを真面目に考えると、気が滅入るよね。大学受験で失敗したらどうしよう。灰色の浪人生活。○ゼミで擦すり減っていく精神。やがて日本史で共感出来る人物が、由ゆ比い正しよう雪せつだけになったりするんだろうね」


    「そこまでネガティブなことは考えてねーよ！」


    　なかなか想像力がたくましい奴やつである。その調子で我わが家の財政状態に対しても、想像力をたくましくしてくれ。その修練はやがて、お前が将来我が家の惨状を知ったときに受ける精神的ダメージを少しでも緩和してくれることだろうよ。


    「でも、お兄ちゃんは基本うちの家業を継げばいいだけでしょう？　そんなに悩むことなんてないんじゃない？」


    　首を傾かしげる妹。心持ち、顔を背そむける俺。


    「ま～、そうなんだけどさ～」


    「じゃ、どうしてそんな、まるでこの世の終わりみたいな暗い顔をしているの？」


    　妹の追撃。

  


  [image: ]


  
    　こ、この小娘が……こちらの気も知らずに、デリケートな部分を根掘り葉掘り尋たずねてきやがって……こいつには、プライバシーの概念とかねーのかよ！　段々、腹が立ってきた。なぜに同じ屋根の下に暮らしているというのに、俺だけがこんな塗と炭たんの苦しみを味わにゃあならんのだ。健すこやかなるときも病めるときも共に人生という名の十字架を背負い合う、それが家族ってもんじゃねーのかよ！


    　かような思考回路を辿たどり無事自己正当化を果たした俺は、我わが家の惨状を垂れ込んでやるべく、妹の方へと向き直った。


    「妹よ、聞いて驚くな。実はな……」


    　ごくりと唾つばを飲み込み、たっぷりと間を置く。


    「……どうやらうちの神社って、倒産しかけてるらしいぞ」


    「そうだけど？」


    　妹は、事も無げに答えた。


    「え？」「はい？」


    　登校中の学生たちが行き交う歩道の端、俺と妹はそれぞれ首を捻ひねり合って、しばしの間お互いの顔を覗のぞき込んだ。


    　このような沈黙の時間を、フランスでは天使が通ると表現するらしいのだが、天使もこんなクソ暑い土地まで出張ってきてご苦労なこったな。千せん谷たには今世界で一番暑い場所だからな、俺の主観の中では。俺は心中でどこぞの出張天使君の労をねぎらい、なんとか心の平静を取り戻した。


    「お前……うちの神社が倒産しかけてるって、もしかして知ってたの？」


    「うん」


    　気を取り直して尋ねる俺に、妹は頷うなずき返す。


    「え、まじで？　いつから知ってた？」


    「う～ん。いつからって言われても曖あい昧まいだけど……」


    　妹は考え込む。


    「だいたい、物心ついたときくらいからかなあ？」


    　なんと。この聡明なお嬢さんは、物心ついたときには既すでに我が家の惨状を把握していたと申しますか。人間が物心つくのって、何歳くらいだ？　だいたい三歳くらいか？　我が家の財政状態に対する俺の現状認識能力は、三歳児にも劣るというのか……。


    「だから、部活もあんまりお金がかからない陸上部に入ったわけだし」


    　本当はテニス部に入りたかったんだけどね、などと妹は殊勝な言葉を継ぐ。なんとまあ、いまどき珍しくよく出来たお子さんですね。どこぞのドラ息子むすことはえらい違いですよ。誰だれがドラ息子だよこのヤロー！


    　心中で葛かつ藤とうにもだえる俺の顔を、妹は心配そうに見上げた。


    「お兄ちゃん、もしかしてうちが貧乏だってこと、今まで気が付いてなかったの？」


    「…………」


    　沈黙が答えだ、妹よ。


    　あ～、ほらほら、と妹は思い出したように呟つぶやく。


    「お兄ちゃん、最近柄がらにもなく、休日に日払いのバイトを入れたりしてるじゃない？　あれは、うちの家計に対する危機感からじゃないの？」


    「いや、俺がバイトしてるのは、原チャリが欲しいからだけど」


    「え、原チャリ買うの？」


    　原チャリというワードを聞いた途端、なんのスイッチが入ったのやら妹は瞳ひとみをキラキラと輝かせた。


    「なになに、どこの買うの？　ホンダ？　カワサキ？　免許取ったら、にけつで岬みさきに連れていってくれたりするの？」


    「急にテンションを上げるな、暑っ苦しい。原付免許じゃ二人乗りは出来ねぇし、そもそも埼玉に岬はねぇ」


    「そっか～、無理なのか～」


    　妹は、少し残念そうだった。


    　にしても。


    「なあ、妹。お前なんでうちの神社が倒産しかけてるって知ってたんだ？　やっぱり、親父おやじから聞いたのか？」


    　まぁこの仮説が当たっているとしたら、俺の親父は当時三歳児だった妹に容赦なく弱肉強食・自由競争・自己責任からなる資本主義社会の理ことわりを叩たたき込む鬼畜生ということになってしまうのだが、この際親父の体面なぞどうでもよかろうなのだ。


    「いや、お父さんから直接聞いたとかじゃなくてね……」


    　妹はなんと説明したものやら、といった様子で考え込んだ。


    「そういうのって……だいたい肌で感じて分からない？」


    「肌でねえ……」


    　俺の肌は、そんなに敏感じゃないからなあ。モッチモチではあるけどね。でも妹の肌だって「ＵＶカット？　おととい来やがれ！」の様相を呈しているし、そこまで敏感肌にも見えないのだが。


    　いまいちピンと来ていない俺の様子を見やり、妹は呆あきれたように説明を続ける。


    「たとえば、細かいことだけど……うちの玄関の扉って、建てつけが悪いでしょう？　でも、いつまでもそのままで放置されてるじゃない？　お金が余ってたら、すぐに修理するなりなんなりすると思うんだよね」


    「扉の建てつけが悪いのなら、ブチ破ればいいじゃない」


    「そんなのは一いつ向こう一いつ揆きの門徒の発想だよ！」


    　おっと、そいつはいただけませんな。うちはあくまで神社であって、お寺ではないからな。俺は一見ルーズに見えて、そこら辺の分別はきっちりと弁わきまえているタイプ。


    　はぁ、と妹は溜ため息いきを一つついた。


    「なんというか──お兄ちゃんは発想がポジティブすぎるんだね。だから、うちが貧乏だということにも気が付かないんだよ。お兄ちゃんはたとえ将来ホームレスになったとしても、俺はアウトドア派だ！　とか虚勢を張って生きていそうだよ」


    「いや、さすがにそこまで鉄てつ面めん皮ぴでも破は天てん荒こうでもないぞ、俺は……」


    　しかし、どうも未いまだにうちが貧乏であるという実感が湧わかない俺は首を捻ひねる。


    「なんか神社って、地元の名家みたいなポジションじゃね？　貧乏とは一線を画しているようなイメージがあるんだが」


    「そうだね──」


    　妹は頷うなずく。


    「確かに神社というのは、清貧という大義名分のもとに貧乏暮らしを隠いん匿とくするのにはうってつけの場所かもしれないね」


    　嫌いやなことを言うなあ。


    　俺は若干げんなりとしつつも、妹の言葉に反論を試みる。


    「うちって、そんなに言うほど貧乏か？　貧乏ってもっとこう、命の危険を感じるくらいのレベルの奴やつじゃね？　高架下に暮らしていて、ドブをすすって生き延びました、みたいな」


    「まあ、そーゆーのが貧乏の極致だとは思うけど」


    　妹は答える。


    「それに比べたら、私たちの家はまだ余裕があるかもしれないけれど──でも貧乏って、お金がないから自分がしたいことが出来なかったり、選択肢が狭せばめられたりするということでしょ？　たとえばお兄ちゃんが今欲しがっている原チャリだって、もっと裕福な家だったら免許代も原チャリ代も親が出してくれるわけでしょう？　そのお金を自みずからの手で稼がなければならないということ自体が、私たちの家が貧乏だということの証左だよ。お兄ちゃんは自分でも気づかないうちに、貧乏暇なし状態に陥っているんだよ？　お兄ちゃんは原チャリの対価を稼ぐために、青春という黄金時代をみすみすドブに捨てているんだよ？　これは、莫大な機会損失だよ」


    　なんてこったい。


    　俺は原チャリ購入のために自らの意志でバイト労働に勤いそしんでいたはずが、よもや機械仕掛けの神デウス・エクス・マキナの手の平の上で踊らされていただけだったとはな。


    「なんでもっと早く教えてくれんかったんだ！　何が原チャリだよ！　ピエロじゃねーか！」


    　絶望して叫ぶ俺の肩を、妹はまあまあ落ち着いてと叩たたく。


    「お兄ちゃん、急にそんな怒んないの。二速発進はエンジンに負荷がかかって、体に悪いんだよ？」


    「すまん、一回原チャリの話からは離れようか」


    　え～、と妹は未練たらたらの様子だったが、今の俺はもはや原チャリなんぞにかまけているような精神状態ではなかったのだ。


    「あ～あ、もうお天てん道と様に顔向けできね～よ～。俺は今まで中流家庭の上くらいの気概で生きてきたんだ。この世の終わりだよ。これから先の人生、どんな面つらして生きていけばいいんだよ」


    「どんな面も何も、今まで通り生きていけばいいよ」


    　そんなもん大した問題ではない、とでも言わんばかりに無造作に妹は肩を竦すくめる。


    「うちは貧乏だって公言して回ったところで、心が荒すさむばかりだよ。あまり気にせずに、堂々と生きていけばいいんじゃないの？　ボロはまとえど心は錦というでしょう？」


    「なるほどな。確かにお前はそんなボロ着てても、元気そうだもんな」


    「これはボロじゃないよ！　陸上部の魂のユニフォームだよ！」


    　大変に怒られた。


    　妹は自分が所属している陸上部に対して非常に誇りを持っているらしく、妹の部活動に励む姿を見かけた俺が「高校生にもなって駆けっこ遊びかよ。人生楽しそうだな」などとストレートな気持ちを表白すると、もれなくブチ切れられるのである。妹曰いわく「この気持ちはプライドでもなければ、ブランドでもない。あたかもアイデンティティーのごとくだよ」とのことであり、まったく意味は分からないが躍動感だけはあるコメントを残している辺りは、さすがに陸上部といったところだろうか。それにしても、一いち分ぶの隙すきもない論理思考を是ぜとするこの俺と、勢いだけの言動で世の中を渡っているような妹のＤＮＡ構造が部分的にも一致しているとは、にわかには信じられん。まこと生命の摩ま訶か不思議よ。


    　コホン、と気を取り直すように、妹は咳せき払ばらいを一つ。


    「まあ、自分が貧乏なのを自覚できなかったということは、それだけお兄ちゃんが現状で満ち足りていたということだよ。それは、決して悪いことではないと思うよ？」


    「そうなのか？」


    「そうだよ」


    　妹は頷うなずく。


    「私が自分の家を貧乏だと思うのは、服とか靴とかＣＤとか、自分の欲しい物があっても買えないからだよ。それに比べて──お兄ちゃんは、野山に棒きれが一本あれば、それでいいんだもんね」


    「そこまで安くはねーよ！」


    　剣道部舐なめとんのか、こいつは。俺にだって、他ほかにも欲しい物くらいあらぁ！　原チャリとかな。


    　しかし俺の剣幕を、妹は暑っ苦しそうに片手を振っていなしながら「安くないよ。至高の男だよ」と言葉を継ぐ。


    「木刀一本で世にはばかるなんて、なんか格好いいじゃん。昔のお侍さむらいさんみたいだよ」


    　お～、なんか知らんが、珍しく妹から手放しで褒ほめられた。自然と顔も綻ほころぶっすね！


    「だけど、原チャリへの物欲に負けて、今のお兄ちゃんはバイトなんかしちゃってるからなあ……資本主義の軍門に降くだってしまった時点で、もはや至高の男ではなくなってしまったかな」


    　はい、即落とされました～。完かん璧ぺきな前振りからの卓ちや袱ぶ台だい返し。高い高～いからの、垂直落下式ブレーンバスターですよ～。


    　ああ、もう何もかもが下らん……。


    



    　　　　　３


    



    　土曜日のため、学校の授業は午前中で終わった。


    　俺がうちの神社の境けい内だいで不思議な女と出会ったのは、その日の放課後のことである。


    　白はく狼ろう神社の境内は、鎮守の森に囲まれている。


    　神社の鳥居をくぐった先には五〇段ほどの石段があり、本殿や社務所のある広場に出るためには、その石段を昇らなければならない。左右を大きなスギの木こ立だちに挟まれた石段を昇っていると、頭上からはひっきりなしにセミたちの声が響く。時折り風が通ると、サワサワと葉と葉がこすれ合う潮しお騒さいのような音が耳に涼しい。スギの梢こずえに遮さえぎられて陽ひの光は霞かすみ、石段にゆらゆらと斑まだらな影模様をつくっている。


    　さて放課後、俺が学校帰りに神社の石段を昇り、その中腹まで来たときであろうか。手ちよう水ず舎やでさらさらと水が流れる音に混じり、箒ほうきの先端が断続的に参道の石畳をこする、サッ……サッ……という音が聞こえてきた。親父おやじかお袋あたりが、境内の掃除でもしているのだろうか。神妙な心がけよのう。感心、感心。


    　そんなことを考えつつ、やがて石段を昇りきり、視界が開けたその先。


    　清閑な境内、燈とう籠ろうに囲まれた参道の正中で、一人の女が箒で地面を掃いていた。


    　しかし、その女の風ふう体ていが見るからに奇妙であった。


    　女は白の小こ袖そでに紅あかい長なが袴ばかまを着ており、まぁそこまではよい。街中では周りから浮く格好かもしれないが、こと神社という場所においてはその装しよう束ぞくはおそらくフォーマルかつグローバルスタンダードなものであり、俺がとやかく文句をつける筋合いのことではない。


    　問題は、女の首から上の部分にあった。


    　その女は輝くような白はく銀ぎん色の長髪をなびかせており、おまけに顔には不思議なお面を着けていたのだ。


    　そのお面はどうやら、何かの獣けものをあしらったものなのだろうか。頬ほおまで裂けた口からは、鋭い犬歯のようなものが覗のぞいている。先端が丸っこい鼻は前方へと突き出しており、頭の先からはひょっこりと二本の耳が立っていた。


    　狼おおかみの、面──


    　参道を社務所の方へと向かって歩いてくる俺に気がついたのか、女は箒ほうきを繰っていた手をふと止め、顔を上げた。


    　白はく銀ぎん色の髪の毛が腰のあたりでなびき、服の袖そでや喉のど元もとからチラチラと覗く肌は、これまた抜けるように白い。身長は、だいたい俺の妹と同じくらいだろうか。女がこちらを見上げると、自然に目と目が合う。


    　狼の面の奥で、爛らん々らんと女の目が光った気がした。夜空に瞬またたく碧あおい星のような、妖あやしい輝きである。


    「あ、ども。こんにちは……」


    　俺は女に軽く会え釈しやくをし、社務所の裏側へ回ろうとする。不審者にはあんまり関かかわっちゃいけませんって、小学校のときの先生が言ってた。長いものには都合のよいときだけ巻かれるというのが、この俺のスタンス。


    　ところが。


    「待てぃ。そこの道行く少年」


    　こともあろうに、狼の面の女はそんな偉そうな物言いで俺に声をかけてきた。いやいや、少年て。お面のせいで判然とはしないものの、多分お前は俺より年下だろ、全体的な背格好から察するに。


    「なんだ？　女よ」


    　応じる声も、思わず尖とがる。お面を着けた相手と初対面をした経験がある人ならば分かってくれると思うのだが、こういう手合いは氏素性、感情、意図すべてが読めず、なんだか怖いのだ。


    「神社の息子むすこ、立たち花ばな孝こう介すけよ」


    　そんな俺の戸と惑まどいをとんと意に介することもなく、女は滔とう々とうと言葉を続ける。


    　立花孝介とは、言わずもがな俺の名前である。おいおいハニー、僕は君のことを知らないけれど、君は僕のことを知っているのかい？　まったく困った子猫ちゃんだ、などと能天気なことを考えられるほど俺の脳味み噌そは腐りきってはおらず、見知らぬ相手が自分の名前を知っているという事実に少し身が竦すくむ。個人情報保護法とは、こういう不ふ逞ていの輩やからをしょっ引くために制定された法律ではないのか？　お巡りさん、こいつですよ！


    「なんで俺の名前を知っている？　そして、ここでお前は何をしているんだ？」


    　詰問する俺。


    「ここで何をしているって……見て分からんのか？　掃除だよ、掃除」


    　鷹おう揚ように答える女。


    「それくらい分かるわ、阿あ呆ほか！　俺が訊きいているのはそういう意味ではなく、なぜお前はそんな面めん妖ようなお面と服を着込み、うちの神社の境けい内だいを勝手に掃除し、あまつさえ俺の名前まで知っているのかということだ！」


    「うむ、そうだな。きちんと説明をすると、少し長くなるのだが」


    　俺の剣幕にも女は一向に自みずからのペースを崩さず、ゆったりとした口調で答える。


    「一言で説明するのなら、それは私がこの神社の神さまだからだよ」


    　はいはい、神さまときましたか。暑さで頭がショートしとんのか、この女は。まあ俺の理性も暑さのあまり半ば職務を放ほう擲てきしかけているし、気持ちは分からんでもないがな。


    「あ～、分かった分かった。神さまごっこな？　人様に迷惑をかけない程度に、続きは一人でやりな。だがその箒ほうきだけは、きちんと元の場所に返しておけよ。箒だってタダじゃねーんだからな」


    　女の妄言に対して俺は大人の度量を示しつつも、「中流家庭の上」気取りだった今までならば思いも寄らなかったであろうさもしい注意をする。そんな俺の言葉を受け、女はう～むと一ひと唸うなりした。


    「その様子ではどうやら、私がこの神社の神であるということを信じてくれてはいないようだな」


    「あたりめーだ。そんなに神さまがホイホイと人前に姿を現してくれるのなら、世の中もっと上う手まく回っとるわい」
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    　もし神がいるのなら、あのときあいつは死なずにすんだんだ！　というような重い過去こそ背負ってはいないものの、さりとて神の存在を前向きに肯定するような事件も、俺の今までの人生の中では特に起きてはいないわけで。そもそもの話、もし神さまがいるのなら、うちの神社が潰つぶれかけたりはしないだろうよ。ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ☆


    　畜生がぁああああああ～～～～～！！！！！


    　内心忸じく怩じたる思いに駆られ、すっかりやさぐれ気分になってしまった俺の様子を見つめ、女は軽く肩を竦すくめる。


    「やれやれ。言葉で信じてくれないならば、キミの身に直接教えてやるしかないようだな。キミに私が神であるということを信じてもらえないことには、話が進まないからな」


    　そう言うと、女は胸の前に手を掲げて何やら印いんのようなものを結び、口の中でムニャムニャと呪じゆ文もんのようなものを唱え始めた。まったく、何やってんだか。俺が笑っているうちに止やめとけよ？


    　こんな奴やつにいつまでも付き合っていても埒らちが明かんと思った俺は、そのまま踵きびすを返して女に背を向けようとした。


    　いや、背を向けようとしたのだが──


    　全身が、硬直したように動かないことに気がついた。


    　なっ……と俺は状況を把握しようとして視線を動かそうとしたのだが、目玉が動かない。顔も動かない。手も動かない。声すら出せない。普段思い通りに動く体がまったく動かないという状態は、まるで全身を生き埋めにされているような奇妙な圧迫感を伴った。ヒュー、ヒューと、口の奥でかろうじて息を吸う。一呼吸、一呼吸すらも遠い。冷や汗が頬ほおを伝う。ロウ人形のように直立不動状態になった俺をよそに、セミの鳴き声と女が唱える奇妙な呪文のような声だけが静かな境けい内だいに響いた。


    　やがて、女が呪文を唱える声が止まる。


    　同時に体の自由が戻ったため、俺は「ぷはぁっ」と大きく息を吐き出し、思わずその場に膝ひざをついた。


    　その対とい面めんで、女も「うぐっ……」と声をもらし、地面に跪ひざまずく。


    　…………。


    　いや、なんでお前まで。


    　反射的にそう突っ込みそうになったのだが、よくよく観察してみると、女はゼーゼーと苦しそうに肩で息をしている。俺は思わず、


    「大丈夫か？」


    　と声をかけた。まったく、これではどちらが被害者なのか分かったものではない。加害者には、もっと加害者然としていてほしいものである。おかげでこのやりどころのない怒りは、一体どこにぶつければいいものやら。


    「だ、大丈夫だ」


    　やがて呼吸を整えた神（自称）は、その場でよろよろと頼りない千鳥足を刻みながらもなんとか立ち上がり、俺の呼びかけに応こたえる。


    「ただ、存外に疲れるんだよ。この金縛りの術は」


    　なるほど、どうやら今こいつが俺にしかけてきた金縛りの術とやらは、相手の体の自由を奪う代わりに、自分の体力をいちじるしく消耗するらしい。もしこの解釈が正しいのならば、いっそ清すが々すがしいくらいになんの生産性もない術である。付き合わされる方の身にもなれよ。


    「だが、これで私が神であるということが、キミにもよく分かっただろう？」


    「まあ少なくとも、お前が何やら妖あやしげな術を使えるということは分かったが……」


    　今まで味わったことのないような不思議体験に戸と惑まどいつつも、俺はしぶしぶ認める。そんな俺の反応を見て、女はふむふむと得意げに胸を張った。


    「見たか！　これぞ、我わが神しん威い！」


    　女は、心持ち調子ぶっこいていた。しかし認めがたい事実ではあるが、どうやらこいつが妙な神じん通つう力りきのようなものを持っているということは確からしい。まあ、それは分かった。俺は現実主義者である。どんなに受け入れがたいことでも、いざ実際に起きた事柄ならば、受け入れがたきも受け入れよう。


    　しかし、そこで問題となってくるのは、こいつが神にしろ妖あやかしにしろ、そんな感じの不思議存在であったとして、一体ここに何をしに来たのかということである。


    「で？　その神さまが、うちの神社になんの用で来たんだよ」


    　気を取り直して、俺は尋たずねてみる。


    「いや、なんの用で来たも何も……そもそも、ここは私の神社だからね？　キミたちに間借りさせてあげているけどさ。そこのところは履き違えるでない」


    　あ～、そう言えばこの女、始めに「私はこの神社の神だよ」みたいなことを言っていた気がするな。そのときは所しよ詮せん小娘の戯ざれ言ごとよと思って、完全に聞き流していたけどな。


    　む？　だが、待てよ？


    　こいつは、自分が白はく狼ろう神社の神だと言っている。神社の神さまというのは、いわば神社の最高経営責任者のようなものであろう。そして今現在、この白狼神社は倒産しかかっている。以上のことから、三段論法により導き出される結論は一つ。白狼神社が倒産しかかっているのは、この女の責任である。


    「おいおい、お前がこの神社の神だというなら、こんなところで遊んでねーで、経営の方をもっとしっかりしてくれよ。知ってるか？　うちの神社って今、倒産しかけてるんだぜ？」


    　昨日親父おやじから聞かされたばかりの話を、俺はさも積年の課題であるかのように知ったかぶって愚ぐ痴ちった。「社長の話が聞きたいんすけど～！」と、株主総会で社長を突き上げる大株主にでもなったかのような気分である。


    　そんな俺の苦情に対して、女は「はぁ……」と小さな溜ため息いきを一つこぼした。


    「問題はそこだよ。どうやらキミも知っているらしいが、実は今この神社の経営は傾きかけている」


    　なんだ。俺から突き上げを食らうまでもなく、この自称神さまにも、うちの神社の経営状態がやばいという自覚はあったのか。結局蚊か帳やの外は俺ばかりじゃねーか。


    「神社というのは、人々が集まり住む地域の心の拠より所だ。その神社の経営が傾きかけているようでは、民たみ草くさに示しがつかん」


    　落胆する俺を尻しり目めに、女は両腕を組み、深刻そうな様子で話を続けた。


    「そりゃあ神社は、基本俗世間的な売り込みをかけたりはしないよ？　キミたちは祭さい祀しや掃除など、いわゆる普通の神職の仕事はきちんとこなしてくれているし、そこはいいよ。グッジョブだよ。しかし神社が倒産しかけているとなると、話は別だよ。倒産する前に、もっと色々と出来ること、為なすべきことはあるだろうよ。時代の流れだから仕方ないよね……的な感じで、現状に甘んじとる場合か！　本来ならば地域の人心を導くべき領りよう袖しゆうにあるまじきその怠たい惰だ、恥ずべきだとは思わんのか！」


    　女の声は次第に熱を帯び、最後には両手両腕を振るっての大演説であった。お面で表情こそ見えぬものの、気持ちのこもった叱しつ咤た激励に、俺は素直に感心した。出会ったばかりだが、この女のエキセントリックな風ふう体ていや言動のため、俺のこいつに対する好感度メーターは下の方に振りきれていたのだが、実はこの女、なかなかに正せい鵠こくを射たことも言えるではないか。やれば出来る子だったんだな。


    「というわけだから、本来ならば神はみだりに人前で正体を明かしてはならないところを、今回は特例として私自みずからこうして姿を現し、神社の経営立て直し、及び後進の育成に着手することにした。これからは私がビシビシと後進の神官たちの指導に当たるからな！　覚悟しろよ！」


    　女は、高らかにそう宣言した。実に心強い言葉である。神社の経営立て直し、及び後進の育成──その言葉には、ビジョンがあった。神社の経営を立て直してくれるというのなら、こちとら願ったり叶かなったりである。そして後進の育成に当たるということは、現神主である親父おやじが、この女に先ほどのような妖あやしげな術を駆使されながら、ビシビシとしごかれるという流れであろう。


    　フッ……因果応報とはまさにこのことか。親父よ、神社が潰つぶれかかっているというのに今までなんの対策も講じてこなかった、己おのが怠慢を悔いるがよい！


    「そこで孝こう介すけ、キミには今日から私の下もとで神官見習いとして働いてもらう。ついでに、キミの心身を鍛えなおしてくれよう。存分に気を張るように」


    「ちょっと待てや！」


    　いやいやいや、話が違うじゃないっすか旦那セニヨール。弾劾されるべきは親父であって、俺ではないだろう？　ｎｏｔ俺、ｂｕｔ親父おやじ。引き金を引くべき相手を、間違えるんじゃあない。


    「おいおい、なんでそこで俺が槍やり玉だまに挙げられにゃあならんのだ。この場合、心身を鍛えなおすべきなのは現神主である親父だろうが！」


    　俺は身を乗り出して反論しようとしたのだが、女は「いや、キミでいいんだ」と言いつつ、手にしていた箒ほうきを俺の鼻先へと突きつけて、こちらの動きを制する。箒をそんな風に人様に向けちゃいけません！　と説教の一つでもかましてやりたかったが、うっかり口を開くと箒の穂先を口内に突っ込まれそうで怖かったので止やめておいた。


    「なぜなら、うちの神社が目指すべきは、若年層の顧客の拡大だからだ。孝こう介すけよ、一口に神社の経営と言うが、では実際に神社の収入には、どのようなものがある？」


    　女はそう問いかけつつ箒を手元へと引き戻したので、俺は安心して口を開く。


    「ふ～む、そうだなぁ。賽さい銭せんにおみくじ、絵馬の売り上げ、お祓はらい、地鎮祭、お宮参りに結婚式……そんなところか？」


    　俺の返答に満足したのか、女は深く頷うなずく。


    「うむ、大方そんなところだろう。だが賽銭やおみくじ、絵馬の売り上げは、心ばかりのものだな。収入の大黒柱となるのはやはり、お祓いや祭りや儀式への謝礼だろう」


    「まあ、そうかもしれんな」


    「さて……では、そういう依頼を実際に神社にしてくるのは、一体どういう人たちだ？」


    　女の問いかけに、俺は腕を組んで考え込む。


    「そうだな──だいたい、二〇代三〇代の働き盛り遊び盛りの人が多いんじゃないか？　結婚したり、新しい家買ったり、子供が生まれたりで」


    「その通りだ！」


    　女は我わが意を得たりとばかりに、深く首しゆ肯こうした。


    「つまるところ我われらが神社の存亡は、いかに若者たちの心をつかめるかにかかっている。若者の神社離れが叫ばれる昨今、このまま彼らの心が神社から離れていってしまえば、白はく狼ろう神社の収入は先細りする一方だろう。しかしキミと同年代くらいの子たちのハートを今のうちからがっちりとつかんでおけば、やがて彼らが二〇代三〇代になった暁あかつきには、人生の処ところ々どころのイベントで神社に金を貢みついでくれるという算段よ」


    　俗物根性丸出しじゃないっすか。しかしこの話を聞いて、なぜ親父ではなく俺に白羽の矢を立てたのかは分かった気がする。要するに白狼神社は今、新しい若い顧客層の拡大を目指しており、そのためには親父より若い俺の力が必要というわけなのだろう。


    「話は分かった」


    「うむ。それでは、私の下もとについてくれるな？　来たれ、未来を担になう若わこ人うどよ！」


    「いや、ごめん。それは無理」


    　俺の反応を予想だにしていなかったのか、大演説をぶった後に両手を広げて決めポーズを取っていた女は、そのままの体勢で「へ？」と固まった。


    「え？　無理って……なんで？　阿あ呆ほなのかな？」


    「阿呆じゃねーよ！　俺はちゃんと学校に通って、きちんとした就職をするんだ。進んで泥舟に乗るような浅はかな真ま似ねはしねーんだよ」


    　昨日親父おやじの話を聞いた後、俺は俺なりに将来の身の振り方を考えたのだ。その結果、そこそこの大学を出て適当な地方公務員になることが、コスパ・リターン面において最強であるという結論に暫ざん定てい的てきに達した。俺は目覚めたのだ。


    「この神社、今潰つぶれかけてんだよな？　こちとら人生かかってんのに、そんな不安定な職場にわざわざ就職できるか！　一度職歴に傷が付いたら再就職だって楽じゃねえし、お盆や正月にも休ませてもらえん。こんないつ倒産するか分からんような、ブラックな職場でやってられるか！　俺は自分の部屋に帰るぞ！」


    　そう言い残し、今度こそこの場から立ち去ろうとする俺を、女は「ちょ、待てよ！」と慌てて呼び止めた。


    「キミ……それはちと薄情というものではないのか？　キミは今まで雨の日も風の日も雪の日も、この神社で過ごしてきたんだろう？　そんな心の故郷がなくなってしまったら、寂しいとは思わんのか？　寂しいだろう？　寂しくて然しかるべきだ。寂しいに相違ない。だから、私の下もとに来い」


    「え～、嫌いやだよ」


    「嫌だよ～、じゃないわ！　阿呆か！」


    　女はとうとう地団太を踏んで怒りだした。


    「キミなぁ……神直じき々じきに人間がこんな誘いを受けるなど、めったにないことなんだぞ？　これは、大変に名誉あることなんだぞ？　というか、ここまで頼んで断られたら、私の神としての沽こ券けんにかかわるわ！　キミがこの誘いに乗るまで、私はこの場から一歩たりとも動かんからな！」


    「勝手にしてくれ」


    　俺はそう言い捨てて、女に背を向ける。


    　いや、背を向けようとしたのだが──


    　またしても、体がピクリとも動かなくなった。


    「なっ……てめえ、またか！」


    　俺の怒号を、女はムニャムニャと口の中で呪じゆ文もんを呟つぶやきながらフンと鼻で笑った。


    「首から上だけは、動けるようにしておいてやる、ムニャムニャ……私の提案に対して承諾の意志があるなら、首を縦に振れ、ムニャムニャ……もっともキミには、私の提案を受け入れる以外に活路はないがな……ムニャムニャ……ハァ、ハァ……」


    「てめーの方こそ、息上がってんじゃねーか！　だいたい俺は何時間拘こう束そくされようとも、決して暴力になぞ屈さんぞ！　俺は安易に暴力で問題を解決しようとするような輩やからは大嫌いなんだ！　全員ブッ殺してやりてえよ！」


    「阿あ呆ほか、なんじゃその流れるような朝ちよう令れい暮ぼ改かいは！　ゼー、ゼー……その調子で前言をくつがえせ！　すぐ楽になれるぞ！　ムニャ、ムニャ……」


    　俺と女は、そのままの体勢でぐぬぬ……と睨にらみ合った。


    　静かな境けい内だい、日本の原風景。しかしその水面下では、俺と狼おおかみの面の女との激しい攻防が繰り広げられていた。ここまで来たら、もはや意地と意地のぶつかり合いである。相手が神だろうと妖あやかしだろうと関係ねえ。ノーリスペクト、ノーマーシーじゃい！　日本男児の胆力を舐なめてんじゃねえぞ！


    　俺は弁べん慶けいの立ち往生のごとくその場に仁王立ちを決め込み、女はお面で表情こそ窺うかがえぬもののかなり体力を消耗しているらしく、次第に目に見えて呼吸は荒くなっていった。


    　やがて。


    「うぐっ……」


    　女は煮え切らない断末魔の声を上げ、その場に膝ひざから崩れ落ちた。同時に、俺の体の自由も戻る。


    　きゅう、と尺しやく取とり虫むしのような体勢で地面にのびる女。


    「…………」


    　俺は黙って女を見下ろす。意地の張り合いには勝利したものの、とてもではないが「エイドリア～～～～～ン！」とコーナーポスト最上段から喜びを爆発させるような心境ではなかった。この世にここまで高揚感のない勝利があるだろうか。


    　というか、地面にのびているこの女は、一体どうすればいいのだろうか……。


    



    　　　　　４


    



    　結局善良な一市民たる俺はその場に女を捨ておくにしのびず、石段を昇って帰って来た妹に手伝ってもらい、奴やつを家まで運ぶことにした。


    　妹は女の両りよう脇わきに腕を差し込み、俺は女の両足を抱かかえたのだが、脱力した人間（自称は神だが）の体というのは案外に重く、まるで米俵を運んでいるような気分だった。不審な格好をしてのびている女を運びながら、妹は「どうしたの？　この人」と不思議そうに首を傾かしげたのだが、「妖よう術じゆつ使いを気合いで成せい敗ばいしてやった」と正直に事情を説明したところで到底信じてもらえるとは思えず、俺は「立ちくらみでもしたんじゃないか？　最近暑いからな。お前も屋外で活動するときは気をつけろよ」などと好青年を演じることでごまかした。


    　そのまま俺と妹は女を縁側まで運び、仰あお向むけにして寝かせた。額ひたいの汗をぬぐいながら靴を脱いで板の間を踏みしめると、足の裏がひんやりと冷たい。軒先に吊つるされた透明な水玉模様の風鈴が、リィンと高い音で鳴った。


    　うちの家の縁側は、障子を挟んで一〇畳ほどの広さの和室につながっている。俺は縁側から、和室の中へと入った。この和室は普段応接間として使われており、生活感があまり感じられない仄ほの暗ぐらい空間である。部屋の中央に座卓、片隅に扇風機が置いてある他ほかは、調度品といえば床の間に飾ってある水墨画に、渋い色合いをした重厚感のある壺つぼくらいしかない。


    　俺は押入れの中から座ざ布ぶ団とんを引きずり出し、縁側で横になっている女の頭の下に敷いてやった。


    　妹は妹でスクールバッグの中からスポーツタオルを取り出して、女の腹の部分にタオルケット代わりに載せてやる。そして「お母さ～ん」と声をかけながら襖ふすまを開け放ち、家の奥へと入っていった。和室は廊下を隔へだててリビングへとつながっている。リビングの奥の台所ではお袋が昼の準備をしていたのだろうか、麺めんつゆの芳こうばしい香りがこちらまで漂ってくる。


    「あらあら、どうしたの？」


    　帰宅した俺と妹、そして縁側で横になっているお面の女の方を振り返り、お袋は調理の手を一時止め、おっとりとした声を上げる。お袋は下へ手たしたら俺たちの姉でも通るくらいの童顔なのだが、今その丸い瞳ひとみは大きく見開かれ、おちょぼ口はあんぐりと開かれていた。小柄な体が、不安そうにゆらゆらと揺れる。


    「暑さで倒れちゃったんだって！」


    　妹が、明めい瞭りようかつ簡潔に状況を説明。


    「それは大変ね」


    　お袋はそう言うと冷蔵庫から冷えピタを取り出し、「これをおでこに貼はってあげなさい」と妹に手渡した。そして俺には、「扇風機を回してあげた方がいいわよ」と声をかけ、再びバタバタと流し場へ戻っていった。突如として現れた不審者と不穏な状況にも、この的確な超反応である。見たか、このメキシカンボクサーばりの懐ふところの深さ。これが無償の愛アガペーだ。


    　俺はお袋の指示に従い、扇風機のプラグを部屋の隅のコンセントに差し込み、本体を縁側で横になっている女の隣に据すえた。あまり強風を当ててもかえって体に悪かろうと思い、風量は弱、ついでに首振りモードをオンにして女の周りを風が周回するように設定し、快適な空間をコーディネート。


    　その間に妹は、女の額ひたいに冷えピタを貼り付けるべく、狼おおかみの面を引っぺがした。


    　お面の下からは奇き天て烈れつな言動に見合ったさぞかし愉快千万なツラが出てくるのだろうと俺は思っていたのだが、予想に反して女は端整な顔立ちをしていた。


    　全体的にこぢんまりとした顔つき、切れ長の目、すっと伸びた鼻び梁りよう、薄い唇くちびる。


    　しかし何よりも印象的だったのは、その顔の白さだった。


    　頬ほおが白い。額も白い。前髪も、まつ毛も、眉まゆ毛げすらも白い。その顔にはおおよそ人間の顔にあるべき影というものがまったくなく、その肌は人肌というよりもまるで柔らかな初雪のように見える。


    　俺と妹は思わず顔を見合わせて固まった。言葉も出ない。しかしいつまでも女の顔を眺めていても仕方がないと思ったのか、妹は女の前髪をかき上げて、額ひたいに冷えピタを貼はり付けた。扇風機の風を受けて女の前髪がゆらゆらと波打ち、鮮やかな白はく銀ぎん色の綾あやを織りなす。


    　これで、俺たちに出来るだいたいの処置は終わっただろう。あとは女の回復待ちである。俺と妹は自分の靴くつを表玄関へと運んだ後、台所へと入った。


    　台所ではお袋がそうめんをゆで始めており、濛もう々もうとした蒸気が立ち上っていた。手を洗い終わったら、そうめんがゆで上がるまで特にやることもない。俺と妹は、家族四人がけダイニングテーブルのそれぞれの椅い子すに腰かける。俺は椅子の上に折りたたんであった朝刊を広げ、第××期竜りゆう王おう戦の棋き譜ふを読み直す作業に入った。朝は時間がないので新聞に一通り目を通すのが精いっぱいで、棋き士したちの一打一打に込められたドラマや深謀遠慮に思いを馳はせる余裕などなかったのだ。


    「先手八段、４六角」


    「お兄ちゃん、戦争で核を打ったらお終しまいだよ」


    「その核じゃねーよ」


    　そんな益やく体たいもないことをほざきつつ、妹はテレビのリモコンに手を伸ばし、電源を入れた。アナウンサーが淡々とニュース原稿を読み上げる声がリビングに響く。


    　午前までの段階で、既すでに気温は三〇度オーバー。真夏日です。午後に入り、気温はさらに上昇するでしょう。熱中症には、くれぐれもご注意を。こまめな水分補給を心がけ、汗をかいたらすぐに塩分を取りましょう。そんなお定まりの文もん言ごんが続く。俺はこの調子で日経平均株価も爆上がりしてくれればいいのにと思ったが、本日の東京株式市場の情報が出る前に妹はニュースに飽きたのかチャンネルを替えてしまった。


    　茶の間にはしばしの間、ミシュラン一つ星シェフが紹介する暑い夏に食べたい食欲モリモリ増進レシピの映像が流れる。


    　お袋がそうめんをゆでながら、「このメニュー、いいわねえ」などとチラチラとテレビの方を盗み見ている。そうめんのゆで時間は長すぎても短すぎてもいかず、当意即妙のさじ加減が必要とされるはずなのだが、そんな心ここにあらずの状態で大丈夫か、お袋。


    　そんな俺の危き惧ぐをよそにお袋はそうめんをゆで終わり、ざるで水を切って皿に盛った。そして冷蔵庫の製氷皿から氷を取り出してそうめんの上にまぶし、麺めんつゆの入ったガラス容器をテーブルの上に出してお昼の食卓の完成である。


    　俺たち三人は「いただきます」の号令のもと手を合わせ、夏の風物詩そうめんをチュルチュルとすすった。平和なお昼の一幕だった。日本の企業戦士たちはこういう風景を守りたくて日夜戦っているのかもしれないな。何か重大なことを忘れているような気がしたが、特に思い出したくもなかったので、俺はそうめんに添えられたミョウガを口いっぱいに頬ほお張ばった。


    　食後。


    　俺は麺めんつゆの容器を水ですすいでからシンクに放ほうり込み、洗面所に移動して歯を磨いていたのだが、水道水のあまりのぬるさにビビり、もはやこれ水じゃなくて白さ湯ゆじゃねーかと怒り心頭に発しつつも、リビングに戻って口直しに麦茶で一服していたところ、台所で皿洗いをしていた妹が「あの人、起きたみたいだよ～」と縁側の方を見て余計なことを口走ったせいで、思い出したくもなかった現実を思い出してしまった。


    　妹の視線を追って縁側の方を見てみると、なるほど確かに女が身を起こして縁側に腰かけている。背中でさらさらと流れる白はく銀ぎん色の髪の毛が、庭の風景に映はえた。俺たちが昼飯を食っていたどさくさに紛れて女はどうやら狼おおかみの面を着けなおしたらしく、頭の上からはぴょこんと二本の狼の耳が立っているように見える。座ざ布ぶ団とんとお腹なかにかけられていたスポーツタオルは、傍そばに置かれているようだった。


    　面倒くさいことこの上なかったが、思い出してしまったものは仕方ない。


    　俺は食器棚から新たにコップを取り出して氷と麦茶を注ぎ込み、女のところへ持っていってやった。暑い夏の日に飲む麦茶ほど美う味まいものはない。気つけ代わりくらいにはなるだろう。


    「ほれ、命の麦茶だぞ。飲んでよみがえれ」


    　俺が縁側に腰かけつつ麦茶を差し出すと、女は「うむ。ご苦労」などと相も変わらず偉そうな態度で返事をしながら両手でコップを受け取った。そして狼の面を横にずらし、中身をごくごくと喉のどを鳴らして飲み干す。あれだけの醜しゆう態たいを晒さらしたのだから、この女の権勢もさぞかし地に落ちていることだろうと俺は高を括くくっていたのだが、どうやらその鼻っ柱は一向にへし折れていないようだった。精神的なタフネスだけは大したものである。


    「大丈夫ですか～？」


    　妹も皿を洗い終わったのか、団扇うちわでバタバタと首元を扇あおぎながら、台所から縁側へのこのこと出てくる。


    「うむ、大事ないぞ。神社の娘、立たち花ばな絵え馬まよ」


    　女は後ろを振り返り、妹に返事した。立花絵馬というのは、妹の名である。なかなか風ふ情ぜいがある名だとは思うのだが、こと神社という場所においては、願い事を書く方の絵馬と紛らわしいことこの上ないので、俺はもっぱらこいつのことは〝妹〟と呼んでいる。


    「そうですか。よかった～」


    　妹はほっと息をつき、それから不思議そうに首を傾かしげた。


    「でも、何で私の名前を知っているんですか？　以前、どこかでお会いしたりしてますか？」


    「私がキミの名前を知っているのは、この神社の神だからだよ」


    　扇風機の傍そばにあぐらをかきながら尋たずねた妹に対して、女はそんな返事をした。


    　あ～あ、言っちゃったよ、この女。これで妹のこの女に対する評価は、お面に変な服を着込んだお茶目さんから、神を僭せん称しようする不届き者へとランクダウンしたことだろう。さぞや白眼視を受けることだろうな。


    　ところが。


    「あ～、だから私の名前も知ってるんだ～」


    「うむ。そうだよ」


    　なんということか。驚いたことに、こいつらの会話はとんとん拍子に進んでしまった。おいおい、俺たちはこのくだりに何分費やしたと思ってるんだ。妹よ、他人の言うことをそんなにホイホイと真に受けてどうする。そんなことでこの生き馬の目を抜く現代社会を渡っていけるのか？　俺はお前をそんな風に育てた覚えはないぞ。千せん谷たに防犯協会の人たちが時々町内を巡回しながら配っているポケットティッシュの裏側にも、満面の笑えみを浮かべるピーポ君の隣に「安易に人を信じてはいけません。なぜなら、人は醜みにくい生き物なのですから……」的な箴しん言げんが書かれているだろうが。


    「ヘイヘイ、ストップストップ！」


    　俺は日活の監督ばりにアクションの停止を命じ、妹の肩をこちらに引き寄せて耳打ちした。


    「おい、妹。こんな女の言うことを、そんなに素直に鵜う呑のみするんじゃない。こんなんが神さまなわけね─だろうが」


    「いや、こんなんて……失礼だよ、お兄ちゃん。むしろこの人、ものすごく神さまっぽいと思うんだけど」


    「え～？　どこが～？」


    　割りとマジで疑問だった。俺は今血を分けたはずの実の妹との間に著いちじるしい価値観の断絶を感じている。


    「肌がとても綺き麗れいだし、体形もすらりとしてるし、格好もそれっぽいし、それに何より……」


    　俺たちのひそひそ話をさして気に留める様子もなく、コップに残った氷をカラカラとさせながら庭先に広がるスギの木こ立だちを眺める女の横顔を見やり、妹は言葉を継ぐ。


    「あの銀色の髪の毛は、ちょっと人間とは思えない感じだし」


    　まあ、確かにあの白はく銀ぎん色の髪の毛は人間離れしているとは思うが……それだけで女の話を鵜う呑のみにするのは、ちと早計に過ぎんかね？


    「いや、あの髪の毛は単に染めてるだけかもしれんだろ。あのナリで実はパンクバンドのボーカルを務めているのかもしれんぞ」


    「え～？」


    　俺の反論に、妹は小さく首を傾かしげた。


    「でもあれが染めたものだったら、もっと色にムラが出ると思うんだよね。あんなに髪が長いんだしさ」


    　なるほど、髪の色か。女は注目するところが違うな。もっとも俺の場合は、女のお面のインパクトが強すぎて、他ほかの部分にまであまり気が回らなかったというのもあるが。


    「話は終わったか？」


    　チラチラと白はく銀ぎん色の髪の毛に目を向けながら密談する俺と妹にいい加減痺しびれを切らしたのか、女が声をかけてきた。


    「終わってねーよ。まだ審議中だ。そこで大人しく氷でも舐なめながら、あと三〇分くらい待ってなさい」


    「やれやれ。頭が柔らかい妹と違って、兄の方は物分かりが悪いな。きっと、なぞなぞとか苦手なタイプだろう」


    「やかましいわ！　俺の反応の方が普通なんだよ。お前と妹の話がスムーズに進みすぎている方がおかしいんだ！」


    「心が淀よどんでいると、会話も淀む。ただそれだけのことだよ」


    　女はいかにもおみくじあたりに書かれていそうな文もん言ごんをもっともらしくのたまい、俺の血圧値をさらに上昇させた。おうおう、随分と煽あおってくれるじゃない……。


    「まあまあ、落ち着いて」


    　そんな眉み間けんに青筋を立ててメンチを切る俺と女の間に、妹が勇敢なレフリーばりに割り込んでブレイクをかけた。


    「え～と……貴方あなたのことは神さまって呼べばいいのかな？　名前はないんですか？」


    「名ならあるぞ」


    　妹の問いかけに、女は答える。


    「私の名は、〝千せん谷たにの雪せつ花か狼ろう〟という。漢字で書くと、雪に花に狼おおかみだ。まぁ気軽に、略して雪花とでも呼べ」


    　女の返答に、俺は思わず吹き出した。


    「プッ。お前そんな風流な名前、完全に名前負けしてんじゃねーの？」


    「……孝こう介すけ、キミはおおよそ恐れというものを知らんのか」


    　雪花は呆あきれたように呟つぶやく。


    「もし私が禍まが神かみだったら、その不用意な発言が引き金となって、今いま頃ごろキミの頭上には雷が落ちているところだよ？　あとには消し炭しか残らんぞ」


    　おお、それは恐ろしい……。


    　雷を落とせるかどうかは知らんが、少なくともこいつは怪しげな術を使うことは出来るわけだからな。うかつな言動はしない方がよさそうだった。


    「それで、その雪花さんは、ここへ何をしに来たんですか？」


    　しかと口を噤つぐんだ俺に替わり、妹が尋たずねる。


    　妹の質問を受け、雪花は先ほど神社の参道にて俺にした説明を、妹に対しても繰り返した。暇を持て余した俺は扇風機の首の動きに合わせて上半身をスウェーさせることにより無ぶ聊りようを慰め、全然風が来ないと妹に怒られた。


    　約一分後。


    「ちょうどよかったじゃない、お兄ちゃん」


    　説明を聞き終えた妹は、俺の方へと顔を向ける。


    「今朝、自分の進路に対してうじうじと悩んでたでしょう？　渡りに船だよ」


    　お前、うじうじて……妹の心ない罵ば倒とうに不意打ちされ、さしものタフガイでならした俺のアイアンハートも少しばかり傷ついた。


    「全然渡りに船じゃねーよ。俺は将来公務員になって、書類にハンコを押したり、耳の上に挟んだ鉛筆の先を舐なめたりしながら終生を過ごす予定なんだ」


    「いや、そんなん初めて聞いたけど……」


    　それはそうだろう。だって、そう決めたのは昨日の今日だから。


    「とにかく、そんな暇ひまそうな仕事は、バイタリティーだけは無駄にあり余っているお兄ちゃんには不向きだよ。適材適所、資源は有効活用しないとね」


    　おいおい、男一匹が終生その身を捧げようとした仕事を、言うに事欠いて暇そう呼ばわりとはあんまりってもんじゃないのかい？　俺は不満もあらわに大おお仰ぎように肩を竦すくめて見せたのだが、その渾こん身しんのジェスチャーを妹は普通に無視し、雪せつ花かの方へと向き直った。


    「それで、雪花さん。神社の経営を立て直すといっても、具体的にはどんなことをするんですか？」


    「うむ、よい質問だ。キミが相手だと、どこぞの頑固兄貴と違って円滑に話が進むな」


    　さり気なく俺をディスりながらも、雪花は服の袂たもとから何やら文庫本ほどの大きさの物体を取り出した。


    「あ～、絵馬だ～」


    　妹が嬉うれしそうな声を上げる。妹の言葉通り、雪花が服の袂から取り出して縁側の上に置いたのは、一枚の絵馬だった。


    「おいおい、絵馬が絵馬の話すんじゃねーよ」


    　そんな嬉しそうな様子の妹とは裏腹に、俺は顔をしかめる。


    「お前が絵馬の話をすると、俺の脳はもれなくゲシュタルト崩壊を起こすんだよ」


    「……いや、もしその話が本当なら、キミの脳味み噌そは脆ぜい弱じやくすぎるだろう」


    　俺の発言に対して雪花は呆あきれたような突っ込みを入れつつも、次々と袂から絵馬を取り出し、一つ一つをカルタのように縁側に並べていった。


    「色々なのがあるんだね～」


    　妹が感心したように呟つぶやく。確かに順繰りに改めて絵馬を眺めていくと、色々な種類のものがあるようだった。


    　新年に今年の抱負を書いたらしきもの。


    『飛躍の年になりますように』


    『今年も良いご縁を』


    『迎春　去年出来なかったことを頑張るぞ～！』


    　シンプルに願いを書き綴つづったらしきもの。


    『商売繁はん盛じよう、家内安全』


    『大好きな○○くんと、結ばれることが出来ますように☆』


    『卒業できますように。あとついでに、世界が平和でありますように』


    　なんかよく分からんもの。


    『天　衣　無む　縫ほう』


    『とにかく大きなことがしたいぜよ』


    『眼鏡めがねと猫に幸あれ』


    「最近だとイラストを添えてくれる人も多くて、見目も楽しいね」


    　そう言いながら雪せつ花かが取り出した絵馬には『今年も彼女ともども息災でいられますように』という文字の隣に、ラブ○ラスのヒロインの絵が描かれていた。うむ、どうやらこの彼女というのは形けい而じ上じようの存在らしい。次元を超えた愛だな。日本の未来は大丈夫か。


    　しかし、こうして絵馬をずらりと並べてみるとなかなか壮観ではある。願いの方向性こそそれぞれバラバラなものの、雪花が並べていく絵馬にはひたすら前向きな言葉が綴られており、ポジティブなエネルギーが満ち溢あふれているような気がする。


    「どうだ？」


    　数々の絵馬に見入る俺と妹の様子を眺め、雪花は満足そうに両腕を組んだ。


    「こうして改めて願い事を目まの当たりにしてみると──なんだか、叶かなえてあげたくなるものだろう？」


    「まあ、確かにな」


    　俺は頷うなずく。否定は出来なかった。神頼みといってしまうと他の力を頼みにしているようだが、この絵馬に願いを書き込んだ人たちは、少なくとも自力で前を向いているように思える。


    「さて、我われらが神社に寄せられている願いは、この絵馬たちに書かれている通りだが、私たちの仕事はこの願いを叶えること、あるいは願いを叶える手助けをすることだ」


    　雪花は縁側に並べた絵馬を見み据すえながら、話を続けた。


    「しかしすべての願いを叶えようにも、今私の神じん通つう力りきはいちじるしく減退している。天界に座います八や百お万よろずの神々はそれぞれの神格に応じて様々な神通力を持っているが、人間の世界でその力を発揮するためには人々の信仰心という媒介が必要不可欠なのだ。まぁ、創造神クラスの神格の持ち主なら、話は別だがな。しかし地域の神社に祀まつられているような氏うじ子こ神くらいの神格の神ならば、信仰心が弱まれば神通力も弱まり、神通力が弱まれば願いが叶えられなくなり、願いが叶えられなくなれば信仰心が弱まる、ということになる。白はく狼ろう神社は今まさに、こうした負のスパイラルにどっぷりとはまっている」


    　なるほど、神さまの世界はそういう仕組みで回っているのか。あっちはあっちで格差社会みたいだな。かたや混こん沌とんの中から母なる大地を生み出すような神さまがいる一方で、こなた人間一人を金縛るだけで青息吐息の神さまがいる始末ですよ。スケールが違いすぎるだろ。月とスッポンか。


    「つまりは、ここに書かれている願い事を一つずつ叶かなえていけば信仰心が上がっていって、雪せつ花かさんの力も上がっていくわけですね」


    　妹はキラキラと瞳ひとみを輝かせて雪花のことを見つめている。どうやら、こいつは雪花の提案に対してすごく乗り気のようだった。も～、子供は真新しいことにすぐ食いつく～。


    「うむ。さしあたっては今の私の力の範はん疇ちゆうでも叶えることが出来、なおかつ白はく狼ろう神社の名声が上がりやすそうな願いから解決してゆこうと思うが──」


    　雪花は言葉を区切り、チロリとお面越しに俺の顔を窺うかがった。


    「孝こう介すけ、キミも手伝ってくれるか？」


    「そうだな──」


    　俺は庭先から外の風景を眺めながら、しばし思いに耽ふけった。


    　廂ひさしの向こう側では、スギの木こ立だちが陽ひの光に燦さん然ぜんと照らされている。ミーンミンミンミーンというセミたちの鳴き声がひっきりなしに響き、どこまでも続く青空にはぽつりぽつりと細長い雲がたなびいていた。


    　いつものありふれた風景──といってしまえば、それまでなのだが。


    　神社が倒産しかけているというのは、そんな当たり前の風景が脅おびやかされるということなのかもしれなかった。


    　正直な話。


    　俺は神社の境けい内だいで雪花に妖あやしげな術をかけられたときよりも、自分の家の神社が倒産しかけているということを親父おやじから聞かされたときの方が、ショックは大きかったのだ。


    　当たり前の風景。


    　ありふれた日常。


    　──それらが突然崩れさってしまうということが、俺は怖かったのかもしれない。


    　だが、雪花は白狼神社を立て直すと宣言した。


    　こいつとは、先程出会ったばかりである。顔には妖しげなお面を被り、奇妙な風体をしている。白狼神社の神を名乗り、おかしな術を使う。


    　それでも。


    「分かったよ」


    　と、俺は雪花の提案に頷うなずいた。


    「俺に出来ることなら、手伝おうじゃねーか」


    「ふむ──」


    　そんな俺の返答を聞き。


    　雪せつ花かは心持ち、満足そうな声こわ音ねで頷うなずいたのだった。


    



    　　　　　５


    



    　俺と妹は今、ホームセンターまで買い物に来ている。


    　どういうわけでそのような事態に至ったのか、一応その経緯を説明する必要があろう。


    　場面は一時、雪花と縁側で絵馬の吟ぎん味みをしていたときまで遡さかのぼる。


    



    「さて、孝こう介すけよ」


    　なおも服の袂たもとから絵馬を一枚一枚取り出しては縁側に並べながら、雪花は俺に話を振った。


    「今白はく狼ろう神社に寄せられている願いはこれだけあるわけだが、この中からまずはどの願いを叶かなえるのか、キミに決めさせてやろう。自分で決めたことならば、キミの気持ちも乗りやすいだろう」


    　雪花の言葉を受け、俺はふ～むと腕を組んで考え込んだ。そんな重大なこと、ぺーぺーの俺が決めちゃっていいんすか？　神と人との間をつなぐ神官としての責務を感じ、俺は早くもプレッシャーに押しつぶされそうになった。そんな俺の様子を見かねたのか、雪花は、


    「そんなに難しく考えんでもいい」


    　と、言葉を継いだ。


    「どちらにせよ叶えられる願いならば、順繰りにすべて叶えていく予定だ。ただの順番の問題だよ。新装開店のテープカットみたいな気軽な気持ちで選べ」


    　じゃ、なんでもいっか！　心の重石おもしがとれた俺は、改めて縁側に並べられた絵馬たちに視線を這はわせた。そして、ある一枚の絵馬に目を留めたのである。


    　その絵馬にはどこの子供が書いたのやら、ミミズがのたうちまわるような筆跡で次のような文が綴つづられていた。


    『なつがあついので　なんとかしてください』


    　名文といえよう。その一文は千せん谷たに市民一同の総意をこれ以上ないくらい明めい瞭りよう簡潔に代弁しており、俺の心を見事に射抜いた。


    「大将、これいきましょうぜ！」


    　居酒屋でホッケを頼む仕事帰りのサラリーマンのようなテンションで、俺はその絵馬を手に取った。


    「ほほう。それを選んだか」


    　雪花は感心したように頷く。


    「普通の神官ならば第一手にはもっと無難な願いを選ぶものだが、初しよっ端ぱなから天候に挑むとは、なかなか気概に満ち溢あふれているな。頼もしいぞ」


    「さすがお兄ちゃんだね～。定石とか定番とか、一切無視だね」


    　雪せつ花かと妹の反応も上々であった。フッ、どうやら快調な滑り出しのようじゃねーか。俺の神官としての器量が、早くも頭角を現し始めてしまったようだな。


    「しかし天候を操るとなると、さすがに私の一存だけでは決めかねる」


    　雪花は呟つぶやく。


    「那な由ゆ他た山に登り、神格の高い神々にその旨むねを上奏せねばなるまいよ。まあ明日は日曜日だし、ちょうどよかったな。時間はある」


    　那由他山とは、四方を山に囲まれた千せん谷たに市の中でも一ひと際きわ目立って大きい霊峰である。その悠然とした立ち姿は見る者に自然と感銘を与え、居住まいを正させるような威厳に満ち溢あふれている。俺は那由他山に登ったことはないので直接は知らないが、その頂上からは千谷市の風景を一望することが出来るらしく、なるほど天に近く地を望むその頂いただきは神様に願いを捧げるには格好のロケーションのように思われた。


    「そうか。じゃあ、いっちょ頑張ってきてくれよ！」


    「何を他ひ人と事ごとのように言っている。キミも一緒に来るんだよ」


    　雪花のその発言を聞いたときの俺はおそらく、人類史上空前に鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔をしていたことだろう。


    「え……？　俺が一緒に行ったところで、なんの役にも立たないぞ？　罰ゲームか？」


    「罰ゲームではないわ、失敬な！　たとえ出来ることが何もなくとも、常に神に帯同するのが神官の仕事だろうが。その場では何も出来なかったとしても、後々神の活躍を民衆に知らしめる語り部べにもなれるしな。願いを叶かなえるのが神の仕事ならば、〝神さまが願いを叶えてくださったぞー！〟と喧けん伝でんしてまわるのはキミたち神官の仕事だから」


    「そんな仕事だったのか、神官って……」


    　まぁ、言われてみれば確かにそんな一面もあるのかも知らんが。神官がどういう仕事かを一言で説明するのなら、神と人とをつなぐ仕事ということになるだろうしな。しかしそうなると、声だけはでかい俺は案外神官の適性があるのだろうか。神職の人ってなんとなくもの静かな人が多いイメージだったのだが、実はうちの親父おやじのようなうるさいタイプはイレギュラーではなく王道なのかもしれない。


    　しかし、那由他山か──と、俺は縁側から千谷の空を見上げた。


    　標高二〇〇〇メートル、最寄りの駅から麓ふもとまで徒歩二時間。従来の俺ならば、その頂に挑むなど想像だにしなかったことだ。


    　だが、そんな非日常的な提案に乗る時点で──


    　やはり俺は、神社を立て直そうという雪花の心意気に、少しずつ当てられ始めているのかもしれなかった。


    「しかし、何の準備もなしに那由他山に登るのは、生身の人間であるキミにはちと厳しかろう」


    　そんな風に空を見上げながらたそがれる俺を見やり、雪せつ花かは服の袂たもとから一万円札を一枚取り出した。


    「これで必要なものを買いに行くがよい」


    　僥ぎよう倖こう──。


    　笑いあり、涙あり、甲か斐い性しようなしの高校生活を送ってきた俺の前に、にわかに降って湧わいた恵みである。その一万円札の色いろ艶つやたるやダイヤモンドの輝きに勝るとも劣らず、こんな大金をマジシャンがシルクハットの中から鳩はとを取り出すかのような気安さでポンと差し出す雪花さんのきっぷのよさに、俺はあわや足元に跪ひざまずいて一生の忠誠を誓いそうになる程度には感極まったのだが、雪花がその後に添えた「釣りは返せよ」の一言で一気に興が醒さめた。


    　しかし、何はともあれ一万円よ。登山に必要な装備を買うには、十分すぎる金額だろう。俺はありがたく一万円札を自分の財さい布ふに詰め込む。


    「よし、それじゃあ、とりあえずなんでも揃そろうホームセンターまで行ってみるか」


    　俺は縁側から表玄関にまわるべく立ち上がる。続いて雪花も、


    「うむ、私もつき添おう」


    　と応こたえながら、狼おおかみの面を顔に装着したまま立ち上がろうとしたので、俺は「ちょっと待てや！」とその奇行を咎とがめざるをえなかった。


    「おかしいだろ、お前。そんな変な格好で、買い物に行くつもりか？」


    「何もおかしいことはない。行くぞ」


    　会話が噛かみ合わないこと壊れかけのファスナーのごとしだよ。その一点の曇りもない根拠なき自信は、一体どこから湧いて出てくるのか。ご町内を歩き回るのにも、一応最低限のドレスコードってものはあるんだぞ。こんな不審人物と連れだって公道を歩いた日には、ご近所様から向こう七五日間は後ろ指をさされ続け、白はく狼ろう神社の威信も地に落ちるわ。


    　雪花の蛮行を止めるべく、俺は以上のような人の世の理ことわりというものを滔とう々とうと説いて聞かせた。ちなみに俺と雪花がそのようなやり取りを交わしている間、妹はコロコロと笑い転げるばかりでなんの役にも立たなかった。こいつはアレか、箸はしが転げても笑うお年とし頃ごろという奴やつか。まったくこれだから女子供はいざというときに頼りにならねーよ。どうやら立たち花ばな家の最後の良心はこの俺に託されたようだな。


    「そんなことを言われてもなぁ……」


    　こうして俺の忠言を一応最後まで聞き終えたものの、雪花は困ったように小首を傾かしげた。


    「私は神だからね？　みだりに人前に姿を現してはならぬという決まりなのだが」


    　どうやら雪花がお面を着けているのは伊だ達てやファッションではなく、それなりに確固たる信念があってのことらしい。しかしお面に小こ袖そでに長なが袴ばかまという、万引きＧメンに入り口で羽は交がい締めにされるレベルの不審者丸出しスタイルでホームセンターに赴おもむくのはさすがに無む体たいが過ぎるだろうという判断から、結局雪せつ花かは家でお留守番をする運びと相あい成なった。


    「しかしキミを一人で買い物に行かせるのは、狂犬を野に解き放つようで、なんだか不安だなぁ」


    　さり気なくとんでもない暴言を吐きつつも、雪花は妹の方へと視線を向ける。


    「絵え馬ま。すまないが、私の代わりに孝こう介すけに付いていってやってくれないか？」


    「はい。いいですよ～」


    　どうやら雪花は俺にお目付け役を付けることに決めたらしく、妹はその役目を快こころよく引き受けた。いやいや、どれだけ信用ねーんだ俺は。初めてのおつかいじゃねえんだぞ。俺は「それくらいのこと、一人で出来らぁ！」と憤激した。預かった一万円を証券口座に入金して限界までハイレバレッジをかけ全額を小豆あずき相場にぶっ込んで一〇〇倍にして返してやるよとか、考えこそするが実行には移さねーよ。舐なめんな。


    　妹は「ちょっと待っててね」と言い残し、何か準備でもあるのやら二階の自分の部屋へと上がっていった。しかしあいにくと俺は、待てと言われて大人しく待っているほどお人好しじゃあないんでね。


    「じゃあ行ってくるぜ！　お前はここで大人しく留守番してろよ！」


    「いや、絵馬を待てと……おーい！　妹の言うことはきちんと聞くんだぞ！」


    　雪花に惜別の言葉を告げ、俺は表玄関へとまわり、サンダルを足につっかけて外へと飛び出した。外へ出てみると相変わらず陽ひの光が強く、歩いているだけで息が苦しい。俺はヴァンパイアじゃねえのに露出している肌という肌が紫外線に焼かれ、全身から体力が削り取られていった。一メートル先が蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがんで見える。この気候がデフォルトって、どう考えてもおかしいだろ。埼玉の太陽はもう少し、地上で生きる人間たちのことを慮おもんぱかってくれてもいいんじゃないっすかね？


    「も～、ちょっと待っててって言ったでしょ～！」


    　梢こずえの間から覗のぞく太陽にぶつくさ文句を言いながら石段を降りていると、やがて後ろから妹が追いついてきた。一いつ旦たん自室に戻ったというのに相変わらず陸上部のユニフォーム姿のままで、その手には埼玉県内のハイキングマップらしきものを握りしめている。


    「おう、どうした？　お前、ハイキングにでも行くのか？　このクソ暑いのに、元気なことよのう」


    「これは私じゃなくて、お兄ちゃん用のやつだよ。那な由ゆ他た山のマップがないと、どんな準備をすればいいか分からないでしょう？」


    　なるほど、言われてみれば確かにそうである。何を買うかはホームセンターへの道中チャリンコこぎこぎ考える予定だったが、那由他山への道のりがどれほどのものなのかが具体的に分かっていなければ、実際に何を買えばいいものやら皆目見当もつかんわい。そこに気づくとは小こ賢ざかしいな、妹よ。褒ほめてつかわす。


    「お兄ちゃん、ひょっとして山を舐なめてない？　言っておくけど、ろくな準備もなしに山に登るなんて、自殺行為以外の何物でもないからね？」


    「大げさだな～、お前は。ここらで一番高いっつっても、那な由ゆ他た山の標高は高々二〇〇〇くらいだろ？　世の中には富士山を日帰りで登山する人もいるというのに、ビビりすぎだろ」


    「いや、山の標高と遭難の因果関係って、実はあんまりないからね？　標高が低くても深い山の中に入れば、水も食料も満足に手に入らないし、道は分からないし、人には会わないし獣けものは出るしで、十二分に死ねるよ」


    　そこまで脅されると、きちんと準備をしないとヤバいような気はするな。妹は陸上部の自主トレと称して休日に近場のハイキングコースを踏破したりしているので、そこら辺の知識に関しては俺よりも一いち日じつの長ちようがあるのだ。


    　石段を降りきった俺と妹は、駐輪場に置いてある自分の自転車の方へと向かう。


    「那由他山って、途中に山小屋とかねーの？」


    「地図を見た限りではなさそうだね～。頂上にコノハナサクヤヒメ神の御み岳たけ神社があるけど、無人みたいだし。あ、あと熊くまに注意だって」


    　熊に注意。なんだその大都会千せん谷たにではあまりにも聞き慣れないセンテンスは。もはや人外魔境じゃないっすか。俺はちょっと重めのハイキング気分でこのクエストを受注したのだが、どうやら兜かぶとの緒を締めなおさねばならんようだな。


    「熊に注意とか、洒しや落れになっとらんな……というか、ここら辺の山に熊とかいたのかよ。せいぜい鹿しかとか猪いのししくらいしかいないもんだと思ってたんだが」


    「う～ん、いることはいるんじゃない？　頭数は少ないんだろうけど。まぁ、こちらから熊と遭遇しないように気をつけていれば、めったに会うことはないよ。ちなみに私は熊注意の山に行くときには、いつも携帯の着信音を鳴らしっぱなしにしながら登っているよ」


    「お前、着信音鳴らしっぱで登山とか、周りの人に『風ふ情ぜいが壊れるわ、この小娘が！』とか怒られねーの？」


    「怒られないよ。むしろ熊除よけに何か音を鳴らしながら登山するのは推奨されているくらいだよ」


    　ふ～ん、そんなもんなのか。まあ妹の話を聞けば聞くほどに、登山ってのは予想以上に命がけの所行のようだし、いちいち携帯の着信音くらいで目くじらを立てるような人はいないということなのだろうか。


    「だから雪せつ花かさんから貰もらった一万円は、お兄ちゃんの命綱だからね？　無駄遣いしたら絶対に駄目だよ？」


    「オッケー、分かったよ竜りゆうちゃん！」


    「上うえ島しまさんじゃないよ！　本当に駄目な方だよ！」


    　駐輪場の端っこ、自分のマウンテンバイクにまたがりながら、妹はハイキングマップを俺の自転車かごに放ほうり込み、かように念を押した。うむ、どうやらこれは本当に悪ふざけしちゃ駄目なやつみたいだな。さすがに命にかかわることだしな。登山をするときには、お笑い芸人の魂は麓ふもとに置いていかなければならないらしい。きちんと覚えておこう。また一つ賢くなってしもうたのう。


    　俺と妹はそれぞれの自転車を駆り、神社を出発。閑静な住宅街を抜けて、千せん谷たに鉄道線路わきの車道まで出る。そのまま鉄道沿いを二駅分、時間にして一〇分ほど自転車をこぎ続け、制服に汗がべったりと張り付いた頃ころ合あいに、ようやく目的地に到着した。


    　というわけで、ホームセンターである。


    



    　ホームセンターは千谷のふくらはぎと称される物流の要よう衝しようであり、ここに来れば人の心以外はなんでも買えるといわれている。ホームセンター前の駐車場は学校の校庭二個分くらいの広さはあるのだが、今日は大盛況のようで端から端まで見渡す限り車が満杯状態だった。


    　俺たちは車の往来に気をつけながら、駐車場を出る。そしてこちらも芋いも洗あらいのごとくぎゅうぎゅう詰めになっている自転車の駐輪スペースに、わずかな隙すき間まを見つけて自分の愛車を押し込んだ。


    　駐輪スペースを出て、店先のグリーンガーデンを通り抜ける。


    　ホームセンターの入り口は、二重扉で厳重に外気から遮断されていた。そこから中に入ると、店内は冷房でキンキンに冷えており、まさに極楽浄土であった。そんな気の緩みは財さい布ふの緩み、決してこの機を見逃すまじとばかりに、入り口真ん前にはこれ見よがしに花火の特売コーナーが設けられており、家族連れの子供たちが次々と誘ゆう蛾が灯とうに群がる羽虫のごとく吸い寄せられていく。そのご多分に漏もれず、うちの妹も埋まい伏ふくの計にまんまと引っかかり、「お兄ちゃん、花火買おうよ～」と俺の服の袖そでを引っ張った。お前ついさっきまでこの一万円は命綱だから無駄遣いすんなとか偉そうにほざいてたじゃねーかと思ったが、そんな無粋な突っ込みを入れるほど俺も野や暮ぼな男ではない。


    「仕方ねーな。好きなもん一つ買って来い」


    　そう言って、快こころよく妹を送り出してやった。やれやれ、小こ賢ざかしいように見えて、所しよ詮せんは脳筋よのう。兄より優れた妹はいねえんだよ。まあ一万円もあれば少しくらい花火を買ったところで、俺の命綱は緩むまい。質量にすればわずか一グラムほどしかないはずの一万円札は、しかしながら俺の財布の中で巌いわおのごとき圧倒的存在感を放ち続けており、野郎に絶大な信頼を寄せている俺は大船に乗ったような気分だった。ところが、


    「お兄ちゃん、これ欲しい！」


    　と妹が目の色を変えながら両腕に抱かかえて持ってきたのは、ポリバケツほどの大きさの花火詰め合わせセットお値段九九九九円であり、なるほど妹よ、己おのが裁量のうちにある金の中で最大限の快楽を得ようとするお前のその姿勢、あながち俺は嫌いではないが、その勘定でいくと俺の命の値段は一万から九九九九を引くこと一円也なり～ということになってしまうのだが、それでいいのか？　いいわけねーだろうが馬ば鹿か野郎！　というわけで、妹の要求は当然却下である。どう考えても足が出るわ。三さん途ずの川の渡し賃すら残らんではないか。そこで結局俺たちが手に取ったのは、ポリバケツに比べれば月見草のようにつつましやかな一〇〇〇円の花火セットだった。足るを知れ。


    　そのまま俺たちは店内を順繰りにまわり、登山に必要だと思われる道具を検討していった。といっても、実際は大して必要なものがあるわけでもない。登山服は普段着ているＴシャツとハーフパンツで十分だろうし、雨対策のレインコートは家にあるものを拝借すればそれでよかろう。


    　となると、あとは水筒だろうか。俺が普段部活で使っている水筒の容量は一リットルなのだが、果たしてそれで足りるのか……。


    「水は一リットルあれば足りるか？　俺の水筒の容量がだいたいそれぐらいなんだが」


    　水筒売り場で俺は一リットルと一・五リットルのステンレス水筒を両手に見比べながら、そこら辺詳しそうな妹に尋たずねてみる。


    「う～ん。那な由ゆ他た山の標高は、二〇〇〇メートルでしょう？　多分足りないんじゃないかな～」


    「それじゃ、もっと容量がある水筒を買った方がいいのか？」


    「あ、でも待って」


    　妹は片手に携たずさえていたハイキングマップを覗のぞき込んだ。ちなみにもう片方の手には花火セットをしっかりと握っている。


    「この地図によると、途中にいくつか延命水が湧わいているみたい。そこで上う手まく補給出来れば、一リットルでも保もつんじゃないかな」


    　何その延命水って。超神水の親しん戚せきか何かなの？　聞き慣れない単語の登場に俺は一瞬たじろいだのだが、文脈から判断するにおそらく湧き水のようなものなのだろう。それなら、改めて水筒を買う必要もなさそうだな。俺は両手に持っていた水筒を棚へと戻す。余計な買い物はしないに越したことはない。


    「にしても、標高二〇〇〇メートルか……どれくらいの距離を歩けばいいのか、まったく見当もつかんな」


    「まぁ、それは実際に歩いてみれば分かるし、実際に歩いてみなければ分からないことだよ」


    「そんなもんか──」


    　あと必要なものは何かあるだろうか。スポーツタオルに、日焼け止め、虫むし除よけくらいか。そこら辺も、家にあるやつを持っていけばいいな。意外とありあわせのものでなんとかなってしまいそうだな。


    「あ～、それと靴は登山靴を買った方がいいのか？」


    「それはスニーカーでも全然大丈夫だと思うよ。もっと険しい山だったら、登山靴の方がいいけど」


    　そう言って妹はチラリと、サンダル履きの俺の足元に視線を落とす。


    「……まあ、サンダルとかで行ったら死ねるけどね」


    　さすがにそこまで山を舐なめてはいねーよ。そんなコンビニまでちょっとアイス買いに行ってくるね☆　みたいなノリで事に臨のぞんではいないから。というか、先ほどから妹はいとも容易たやすく「死ねる」という単語を連呼するな。どうやらよっぽど天国に近い場所らしいな、山というのは。


    「それよりは、トレッキングステッキを買った方がいいんじゃない？」


    「はぁ？　ステッキ片手に登山とか、じじいかよ。剣道部で鍛え上げられた俺の、カモシカばりの健脚を侮あなどるんじゃねえぞ」


    　妹の提案を鼻で笑いながら、俺は剣道の送り足で錬磨された己おのが大だい腿たい筋きんを平手でパァンと叩たたいた。


    　一向に悔い改める気配が見えない俺の態度に、妹は諦あきらめたように溜ため息いきを一つつく。


    「絶対にステッキは買っておいた方がいいと思うんだけどな～。山頂でもそれだけの元気が残っていたら、大したものなんだけど。厳しい山道、夏の暑さ、すぐに移り変わる天候、虫に野獣。これだけの過酷な環境の変化に、果たしてキミはその身一つで耐えられるのかね？」


    「フッ、あまり剣道部員を見くびるな、妹よ。数ある体育会系部活動の中でも、剣道部の環境適応能力は、他ほかの追随を許さんのだぞ」


    　説明しよう。うちの高校の剣道部員たちは、夏は暑く冬は寒い剣道場という過酷な現場で日夜心身の鍛錬に励んでいるため、否いや応おうなく環境適応能力だけは高いのだ。多分。願望。


    「あとは携行食が必要だね」


    　妹はそう言うと無む間げん回廊のいずこかにフラフラと姿を消し、やがて携行式のドライカレーを手に持って戻ってきた。妹の説明によると、なんでもそれは水を注いで一時間ほど放置しておけばドライカレーが出来上がるという優れものらしい。それはいいな。ぜひとも山頂で食うとしよう。あとは道中適当につまめるパン類でも買っておこうかと思ったのだが、こういうときはパサパサしないで楽に喉のどを通る物の方がいいよと妹にアドバイスされ、ゼリー飲料を手に取る。


    　こうして花火と食料をレジに持っていった俺たちは無事に会計を済ませ、荷物の最終確認をするべく、フードコートという館内で野ざらしになっている一角に陣取った。土曜日の昼下がりという時間帯も手伝ってか、ファストフードの店が軒を連ねるフードコート内には家族連れの客も多く、まるでお祭り騒ぎである。そんな喧けん騒そうの合間を縫ぬって、俺と妹は出店の一つで野菜ジュースと炭酸飲料を購入し、空いている席に腰かけた。


    　さて、荷物の最終確認。


    　といっても、俺たちが買ったのは結局のところ花火と食料と今飲んでいるドリンクくらいなもので、当初想定していたよりもずっと少ない買い物量だった。俺と妹が暗黙の了解のうちに必要経費として落とそうと目もく論ろんでいる花火とドリンクを除けば、登山準備として購入したのは食料だけだともいえる。


    「結局、食料しか買わなかったな」


    「まぁ、長丁場で食料は大事だよ？　少しでもエネルギーを取る前と後とでは、体に入る力が全然違うからね」


    　そこら辺の妹の言葉は、さすがに熟練者だけあって重みがある。


    「あとはマップが必要だろうから、これを貸してあげるよ」


    　そう言いながら妹は、ページの端が擦すり切れた小汚いハイキングマップを、野菜ジュースに舌鼓を打つ俺の胸元に押し付けてきた。とりあえず、ありがたく頂戴しておく。


    　それから俺と妹はしばらくの間、それぞれの野菜ジュースと炭酸飲料をちゅーちゅーと啜すすった。家族連れや学校帰りの学生グループに囲まれ、四方は無駄にうるさい。


    「しかし、お前もあれだな～」


    　ライブハウスばりの爆音に耳を焼かれながらも、俺は妹に話を振る。


    「なんであんなにすぐ、雪せつ花かの言うことを信じる気になったんだ？　あんな世よ迷まい言ごと、普通は信じたりはせんぞ」


    「う～ん。そうかもしれないけど……」


    　妹はストローから唇くちびるを離して答える。


    「雪花さんの容姿は、うちの神社の言い伝えにある神さまとそっくり同じだからね。少なくとも神社の言い伝えを知っていないと、出来る扮装ではないよ」


    　そう言えば、そんなもんもあったな──俺は白はく狼ろう神社に代々伝わる口く伝でんを思い出す。


    　──今からかれこれ五〇〇年ほど前、ここいら一帯がまだ農村で、あたり一面に田んぼが広がっていた時代のことじゃ。


    　庄屋の一人息子むすこさんが山道を歩いていたところ、一頭の毛並みが真っ白な狼おおかみが道端にうずくまり尻しつ尾ぽを丸めて何やらクンクンと苦しそうに鳴いているのを見かけた。どうしたのだろうと疑問に思い近くに寄ってみると、どうやら喉のどの奥に鹿しかか何かの骨が刺さってしまっている様子。若者は勇気を奮い、狼の喉の奥に手を突っ込んで、その骨を抜き取ってあげた。狼は嬉うれしそうにわおーんと一声吠ほえ、風のように走り去っていった。


    　数年後。


    　若者は家を継いだのだが、不作が三年続き、身しん代だいが傾きかけていた。そんな春のある夜、キリギリスの鳴くジーという声に混じり、若者の部屋の戸を叩たたくコンコンという音が聞こえた。何事かと思い表に出てみると、そこには小こ袖そでに狼のお面を着けた白はく銀ぎん色の髪の女が立っている。女は明日の晩までに田んぼを鋤すいて苗を置いておけと言い残して去っていったので、若者はその通りにしておいた。するとその日の晩、女はたくさんの狼を引き連れて再び若者の家を訪れ、「エイヤホッサ、エイヤホッサ、ヘイヘイヘ～イ」みたいな田植え唄を唄いながら田植えをした。


    　その年から庄屋の田にはよく稲が実るようになったため、若者は感謝の意を込めて社やしろを建て、白はく狼ろうを神として祀まつったという。なんでもその白狼は元々ここら一帯に古くから伝わる山の神の娘であるコノハナサクヤヒメ神の眷けん属ぞくらしく、それ以来千せん谷たにの狼おおかみは、誠実な人間には加護を与える霊獣として人々に崇あがめられてきたんだとかなんだとか。


    　以上のような話が白狼神社の由来であり、なるほど雪せつ花かの見た目は言い伝えの白狼にかぶる。この符合、偶然の産物として片づけるにはあまりにも出来すぎているかも分からんね。


    「どうしてすぐ、そーゆーことに気が付かないかな～」


    　ようやく思い至った様子の俺を見つめ、妹はスプライトの容器の底に残った氷をストローでつんつんしながら、小さく肩を竦すくめた。


    「それでもキミは神社の息子むすこなのかね？　お兄ちゃんって、もしかして愚鈍なのかな」


    　突然の愚鈍呼ばわりである。三歳くらいの頃ころ、親父おやじが酒の勢いで買ってきたルービックキューブを奇跡的に完成させて以来、千谷の神童ともてはやされながら半生を過ごしてきた俺にとって、その罵ば倒とうはあまりにも心外であった。礼を失するにもほどがあるわ。


    　だいたい俺は神社の伝承とか、話半分で聞いていたんだよ。ファンタジーとリアルの分別はきっちりとつけるのが、大人の良識というものだ。いくら神話の登場人物とそっくり同じ出いで立たちをした奴やつがひょっこりと目の前に現れたからといって、すぐにそれをそういうものとして受け入れろという方が非常識ってもんだろう。漫画、アニメの見すぎではないか、妹よ？　俺は野菜ジュースの残りを飲み干しながらも、妹の将来を真剣に心配してやったのだった。


    



    　　　　　６


    



    　ホームセンター内部が極楽浄土なのだとすれば、建物の外は相変わらず、八大地獄の第六階層に位置し、殺生や邪じや淫いんの罪を犯した罪人どもが死後落とされることになるという、かの有名な焦熱地獄のような有様であった。


    「相変わらず暑いなぁ。死ね!!」


    　自動扉から外に出た俺は即座に頭上からこれでもかこれでもかとばかりに直射日光の洗礼を浴びせかけられ、これはもはや太陽からの宣戦布告といっても過言ではなかった。


    「お兄ちゃん、なんの脈絡もなくブチ切れないの」


    　天を見上げて咆ほう哮こうする俺を、妹がなだめる。


    　それから俺たちは駐輪スペースから愛車を引っ張り出し、ホームセンターの外まで徐行して公道に出た。帰り道は行きと同じ道程を逆に辿たどり、おおよそ一〇分ほどである。


    「限界まで、飛ばせ──────ッッッ!!」


    　俺は半ばヤケクソになり、自転車のペダルを思い切り底まで踏み込んだ。


    「アイアイアーサー、ペンドラゴン!!」


    　後方で、妹が威勢よく返答する。いやいや、お前は世間の一般常識もロクに知らんくせに、何ゆえアーサー王のフルネームだけは知っているのかと……。


    　こうして俺たちは再び鉄道沿いの車道をひたすらに自転車でこぎ続け、ようやく白はく狼ろう神社に帰りついた。そして鳥居横の駐輪場に、それぞれ自転車をしまう。


    　駐輪場の端っこには、行きには見かけなかった親父おやじのスクーターが置かれていた。


    「あ、お父さん帰ってきてるみたいだね」


    「うむ」


    　親父の帰還。それは普段ならば死ぬほどどうでもいい情報として〇・一秒でシナプスの狭はざ間まへと消えていってしかるべき情報なのだが、今日は少しばかり事情が違った。


    　うちの親父は白狼神社の神主であるのと同時に、千せん谷たに防犯協会の一員でもある。千谷防犯協会といえば、この千谷市を恐怖と暴力により支配する超法規的治安機関であり、その長い歴史の中で、市内にはびこる数多あまたの素行不良少年たちのことごとくを血の海に沈めてきたといわれている。


    　その一員である親父が、白狼神社の神を僭せん称しようする小生意気な女と顔を合わせた日には、果たしてどのような化学反応が起こることやら……俺はアルカリ金属の炎色反応を調べる科学実験前のようなちょっとしたウキウキ気分になりつつ、妹を引き連れて神社の石段を昇った。


    　参道を抜け、社務所の裏側に回る。そして相変わらずガタガタと煮え切らない態度を取る建てつけの悪い玄関扉を、俺は己おのがかいな力一本で「フン!!」とこじ開けた。ガゴッ！　と何かが壊れるような嫌いやな音を立てて、玄関扉が開く。はっ、他愛たわいもねぇ。コツ？　要領？　要らねぇ。男ならパワーだろうが！


    「いや、フン！　じゃないでしょ。フン！　じゃ……」


    　そんな俺の挙動に対し、隣の妹は白い視線を送った。目は口ほどにものを言うというが、その視線はまるで、俺がそんな雑な扱いをし続けているから玄関の建てつけがますます悪くなるのだと暗に非難しているかのようであった。


    「ただいま～」


    　そのまま妹は、再びかいな力一本で玄関扉を閉める俺の横をすり抜け、家の中に声をかけた。


    　玄関を上がると、応接間の方からは何やら人の話し声が聞こえてくる。俺と妹は廊下を進み、そっと障子を開けて応接間の中を覗のぞき込んでみた。


    　部屋の中ではどうやら、座卓を挟んで正座した雪せつ花かと親父が向かい合っているようであり、あらあらもしかして説教でも喰くらっているのかしらお気の毒にプ～クスクスと一瞬思ったが、それにしては空気が妙に和なごやかである。


    「いや～、近ちか頃ごろは神社の収入も先細りする一方で、面目ありませんや」


    「最近は景気も悪いですからな。神主殿も、苦労されておられましょう」


    　あろうことか、狼おおかみの面をかぶった雪せつ花かと親父おやじは、座卓の上に供された茶をしばき合いながら、和気あいあいと談笑をかましていたのだ。


    「お、親父……？」


    　信じがたい現実を目まの当たりにし、俺は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。千せん谷たに防犯協会と白はく狼ろう神社の神主の両方を掛け持つうちの親父は、ご町内では鬼と守護者の両面を併せ持つという伝説の阿あ修しゆ羅ら仏ふつのような威厳に満ちた存在であったはずであり、今日はその鬼の方の一面を見られると思っていたのに、よもやこんな不審人物と談笑しているとはがっかりだよ！


    　そんな呆然自失状態の俺の横をすり抜け、妹は「お父さん、ただいま～」と言いながら、部屋の隅っこの座ざ布ぶ団とん置き場に顔を突っ込んだ。自由気ままか。親父と雪花も帰宅した俺たちに気付き、


    「おう。帰ったか」


    「ふむ。ご苦労」


    　などと声をかけてきた。うるせぇ！　そーゆーことじゃねぇだろ！


    「おい、親父ぃ！」


    　俺は対とい面めんに呑のん気きに座っている雪花の顔をビシッと指さしながら、親父に詰め寄った。


    「こんな不審者を連れ込んで、なに呑気に茶なんぞしばいてやがるんだ！　こいつはうちの神社の神を騙かたる不届き者だぞ！」


    「うるせぇな、耳元でがなり立てるな。あと、お客さんに指を差すんじゃねぇ。失礼だろうが」


    　激げつ昂こうする俺の頭を親父は右手でつかみ、ゴンと座卓に叩たたきつけた。なんという屈辱か。


    「神社に神さまやその遣いが訪ねてくることなんて、神職についていればままあることなんだよ──おめぇもうちの跡取りなら、だいたいそれくらいのことは分かるだろうが」


    　いや、全然分かんないっす。そのシックス・センス、自分は持ってないっす。


    「まぁ最近の若い子たちは往々にして、即物的な価値観に染まりきって生きていますからな」


    　雪花が親父をなだめるようにして、お面を少し横にずらしながら、お茶をズズズとすする。何この不ふ肖しようの息子むすこがすみません、いや若者が万事いたらぬのは世の常というもの、仕方ありませんぞい父上殿みたいな空気。


    「ところで、お前──」


    　そんな絶望的なムードすら漂い始める中、追い打ちをかけるようにして親父が口を開いた。


    「もうそろそろ期末が近いが、試験の方は大丈夫か？」


    　言わずもがな、大丈夫なはずがなかろう。ただでさえ時間がないというのに、明日はこの女の付き添いで那な由ゆ他た山に登らにゃあならんのだ。まったくおめーは、何年間俺の親をやっとんのじゃい！　わざわざ口に出して言わなければ、未いまだにその程度のことも分からんのか！　しかし、そうした諸もろ々もろの事情を素直に告白して親父の鬼の方の一面を見たくなかった俺は、


    「そのことに関しては、まだ口を開くべきときではないんでね……」


    　などと、ビッグクラブ移籍前のサッカー選手のような格好いいセリフを言ってその場を適当にごまかし、障子を閉めてそそくさと廊下へと退散した。


    　さて、こうして改めて廊下に出てみたところで、俺は今ひどく孤独な気分であった。まるで垓がい下かの夜の下に四し面めん楚そ歌かを聞いた、覇王項こう羽うのような気分であった。俺はただ正論を述べているだけなのに、周りは誰だれも支持してくれない──平成のガリレオ・ガリレイとは、さながら今の俺のことであろう。


    　しかし二一世紀の日本には、こうした周囲との不調和により傷ついた心を癒いやしてくれるオアシスが存在する。


    　インターネット──


    　ＩＴインフオメーシヨン・テクノロジーが高度の発達を遂げた現代文明社会において、我われ々われはプロバイダ会社に月いくばくかの金きん子すを納めることにより、いついかなるときにおいても自在にグローバルアクティブコミュニケーションの世界に身を投じることが可能なのだ。そこで俺は応接間の隣にあるリビングから家族共用のノートパソコンをかっぱらい、二階の自室へと階段を駆け上がった。知り合いからの支持が得られないのなら、不特定多数の匿名人から賛意を募ればいいじゃない。そんな、果てしなく不毛な発想であった。


    　しかし不毛だからこそ逆に癒されるということも、世の中にはあるのだ……。


    　そんなことを考えつつ俺は自室へと入り、机の上にノートパソコンを置いた。そして頭にヘッドフォンとマイクを装着し、「アムロ、行きます！」と叫びながらパソコンの電源を入れた。叫んだセリフに関しては、特に深い意味はない。


    　やがて妙に耳に優しい音を立ててパソコンが起動したので、俺は早速ボイスチャットを立ち上げた。そしてフレンド登録をしてある人々の中から、土曜の真っ昼間から割りと暇してそうな人物を探す。


    　やがて俺の目は、一人の人物の名前の上で止まった。


    　ハンドルネーム、「Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさん」である。


    　俺がボイスチャットで呼び出すと、Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんはすぐに通話に応じてくれた。


    『やあ、ＮＩＮＪＡくんですか？』


    『はい』


    　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは、俺のことをＮＩＮＪＡくんと呼んでいる。なぜならば俺たちが出会ったきっかけであるオンラインＦＰＳゲーム『Ｗｏｒｌｄ　Ｗａｒ　Ⅲ』上での俺のハンドルネームが、「ＮＩＮＪＡ　ＩＮ　ＳＥＮＴＡＮＩ」だからである。我われながら若気の至りで、とんでもないハンドルネームを付けてしまったものだ。


    　このＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんというのは人当たりのよい、血と硝煙の香りをこよなく愛する女性である。それ以外のプロフィールは、皆目見当もつかない。Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんと俺は『Ｗｏｒｌｄ　Ｗａｒ　Ⅲ』の世界で、今まで様々な戦場を一緒に渡り歩いてきた。いわば戦友である。したがって彼女ならば、千せん谷たにというクソ田舎の閉鎖社会の中で疎外されている今の俺に、世界基準の救いの手を差し延べてくれるに相違ないのだ。


    『何か御用ですか？』


    　そんな俺の思おも惑わくをよそに、彼女はパソコンの向こう側で不思議そうな声を上げた。


    『ＮＩＮＪＡくんが土曜日のこの時間に声をかけてくるのは、珍しいですね。今日は、部活は休みですか？』


    『はい。試験期間中だから、部活はないんですよ。だから土曜のこの時間にも、こうして悠々と羽を伸ばしていられるわけです』


    『いや、試験期間中ならば、羽を伸ばしていないで、きちんと勉強していなくては駄目なのでは……』


    　本当にその通りである。本来ならばこんなところでボイスチャットに興じたり、山登りなんぞをしている場合ではないのだ。


    『うわぁああああああああ！！！！　マテさぁああああああああん！！！！！！』


    　思わず俺は晩年の孫そん権けん仲ちゆう謀ぼうばりに正気を失い、Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんに泣きついた。ちなみに「マテさん」というのは、「Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさん」の略称である。


    『わ。どうしたのですか、急に』


    　そんな狂態を突如として晒さらした俺に対し、Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんはさして動じた様子もなく尋たずねてくる。さすがにＦＰＳゲームで幾多の戦場を渡り歩いてきただけあって、肝きもが据すわっていらっしゃる。


    　そこで俺は、試験期間中でクソ忙しいというのに、神官見習いとして那な由ゆ他た山という山に登らなければならなくなったのだという事情を、Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんに簡潔に説明した。


    『なるほど、那由他山ですか──』


    　そんな俺の説明を受け、Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは何やらしみじみとした様子で呟つぶやいた。


    『確かに、あそこは神聖な土地ですからね。神さまに願いを捧げるには、良い場所かもしれません』


    『マテさんは、那由他山に行ったことがあるんですか？』


    　俺はびっくりして、Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんに問いかける。


    『はい。私は、山に登るのが好きですので。全国津々浦々の山に登っておりますよ』


    　少し意外な情報だった。パソコン越しに受けるＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんの印象は、血と硝煙の香りを愛する淑女というイメージで、山登りというアクティブな趣味はあまりうまく連想できない。


    『ですが、山に登って神さまにお願いしたところで、そもそも願いなんて叶かなうんすかねぇ？』


    　俺は疑問を口にした。


    『その願いってのが、千せん谷たにの夏が暑すぎるのでなんとかしてくださいという、土台途方もない話なんですが……』


    『ふむ──確かに日本の神さまは、少々自由放任主義なところもありますからねぇ。自然現象を頭ごなしに押さえつけるようなことは、あまり例がありません。だからこそ自然現象や現うつ世しよの英雄たちが、ときたま神格に引き上げられたりもするわけですし』


    　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは、そんなインテリジェントな意見を言った。なるほど、確かに雷神様や平たいらの将まさ門かど公はそういった例なのかもしれないが……。


    『だから山に登って願いを捧げたからといって、劇的に気候が変化するようなことは、ないのかもしれませんね』


    『え～。じゃあ一体なんのために、わざわざ山になんぞ登らにゃあならんのですか。マテさんはさっき、那な由ゆ他た山は願いを捧げるには良い場所だと言っていましたが』


    『それは──』


    　俺の疑問に対し、Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんはパソコンの向こう側でフフフと笑った。


    『登ってみれば、分かりますよ』


    



    　　　　　７


    



    　澄みとおった朝の空気の中、那由他駅のホームに降り立ったのは、俺と雪せつ花かの二人だけだった。


    　千谷鉄道をホームセンターがある方向とは逆に五駅ほど乗り続け、俺たちはこの鄙ひなびた地に到着したのである。俺は相も変わらず狼おおかみの面を着け続けている不審人物から半径三メートルほどのパーソナルスペースを確保し、ホームの周りを見回した。鉄道沿いには民家が固まっているが、その合間を埋め尽くすような瑞みず々みずしい緑がやけに目につく。全体的に、街から森が近い。民家が途切れたすぐその先は、山や森につながっているという印象だ。


    　電車が去っていくと、周りにはまったく人の気配がしない。


    　さもありなん。


    　俺たちが那由他駅に到着したのは、まだ夜も明けきらぬ早朝だったからである。


    　俺はこんなに早起きをするつもりはなかった。しかし七月五日未明、自室でスヤスヤと枕まくらを高くして安眠していた俺を、雪花は悪あく辣らつ上等、モラルハザード結構、とばかりに容赦なく叩たたき起こしたのである。まだ日も明けやらぬ薄暗い室内で、不気味に白く浮かび上がるお面は何やら幽鬼じみていて、地獄の底から響くかのようなエンゼルウィスパーボイスで「行くぞ……」とのたまうその姿は、俺の心胆を寒からしめた。朝っぱらからビビらせるんじゃねえよ。本当におめーは手を替え品を替えて俺を振りまわしてくれるなぁ？　とりあえずそのお面を取れや、ジェイソンじゃねーんだからよ。ぶつくさと文句を言いながらも、俺は枕まくら元もとの時計で時刻を確認した。


    　時計の短針は四、長針は十二を指している。


    　すなわち、朝四時。


    　朝四時である。


    　いやいやいや、馬ば鹿かなのかよ。日曜朝四時だぜ？　古来から、日曜日は休息日だと決まっているんだ。人間は七日に一日は休まなきゃ駄目なんだぜ？　それは権利であると同時に義務なんだ。神さまがそう言ってたんだから、間違いねえだろ！　別の宗派の神さまだけどさ。でも今の俺はコロッと宗旨替えしたっておかしくないくらい、クソったれな気分なんだぜ？　なんせ低血圧の俺は、毎朝の目覚ましベルが葬送の鐘の音に聞こえるくらい朝に弱いんでね。したがって「日曜日」「午前中」「惰だ眠みんを貪むさぼる」という三つのキーワードは一七年の歳月という試金石を経て俺の中で今分かちがたく結びついているのであって、神聖にして侵おかすべからざる不文律なのである。その禁を土足で踏みにじられたとあっては、あんまりいい気分はしねえなあ！　俺は布ふ団とんにしがみつきながらかような抗弁を試みたのだが、雪せつ花かの「山の中で夜を迎えたいのか」の一言にあっさりと論破されてしまった。そいつぁゾッとしませんな、ヒェ～ッ。早めに出発するに越したことはありませんや。俺は牛乳とトーストとバナナを胃の中にかっ込んで軽めの朝食をとり、前日に必要なものを詰め込んでおいたリュックを背負って、愛する我わが家を出発したのだった。


    　そして那な由ゆ他た駅に到着したのが、だいたい五時くらいのことである。


    　──というわけで、俺たちは日曜朝五時という正気の沙さ汰たとは思えない時間帯に、那由他山への登山を開始することとなった。


    　しかし登山といっても、まずは那由他山の麓ふもとまで辿たどり着かなければならない。


    　そしてその麓までが、これまた遠いのである。駅のホームから見上げる那由他山の威容は、宮みや辻つじ町から見たときと相変わらずで、五駅分近づいたはずなのだがそんな実感はまったく湧わかず、朝霧で煙るその姿ははるか遠くに見える。これからあそこに登るのだという現実感がまるでなかった。


    　駅の改札を通り抜け、俺たちはアスファルトで舗装された道を歩き始める。一〇分ほど進むと次第に民家はまばらになり、畑や田んぼが目立つようになった。道の両端には緑が生い茂り、ぽつりぽつりと電柱が立っている。


    　東の空からは、太陽が少しずつ姿を現し始めていた。俺は汗をかくたびにスポーツタオルでぬぐい、水筒からこまめに水分を摂取する。リュックの中に入っていたタオルは、いつの間にか常時俺の首筋に巻きついていた。日が高くなる前には、どうにか山の中に入ってしまいたいものだ。山の中は、日陰だけなら腐るほどあるだろう。


    　それにしても時折り自動車とすれ違う他ほかは、まるで人の気配がしない。そして、エンドレスに続くセミの声。少しずつ非日常の世界へと足を踏み入れているような、不思議な感覚である。


    「──ふと思ったんだが、お前が天候を涼しくしても、こんなに周りに人がいないんじゃあ、誰だれもそれが白はく狼ろう神社のおかげだとは気がつかないんじゃないか？」


    　ただ歩いているのも暇ひまだったので、俺は心に浮かんだ疑問を雪せつ花かに投げかけてみる。


    「そこら辺は、地道な活動の繰り返しだよ」


    　汗一つかく様子もなく、悠然と俺の横を歩いていた雪花が答える。


    「一つ願いを叶かなえたからといって、それで白狼神社の名声が劇的に上がるということはない。しかし一つ一つ願いを叶えてゆけば、あの神社に願いを寄せればよく叶うね～みたいな評判が少しずつ広まってゆくのだ。あとはまあ、神官との連携次第だな。神によって得手、不得手というものはある。うちの神社の神さまはこういう分野が得意ですよ！　と神官が上う手まく宣伝してくれると、願いを叶える神側としてはよりやりやすい。ちなみに私の得意分野は、安産、豊穣、魔物除よけあたりだよ」


    　ふ～む、結局は今俺たちがしているように、神も神官も共に一歩ずつ地道に歩いていくしかないということなのだろうか。


    「どうにも、まどろっこしい気がするなあ。神さまがもっと人前に出しゃばってきて、自分の手柄を宣伝してくれりゃあ話は早くないか？　そうすれば世の中も今よりよくなると思うけどな」


    「それはそれ、色々な理由があるんだが──」


    　雪花は適当な表現を探すように、一いつ旦たん言葉を区切る。


    「一言で言ってしまえば、神と人とでは住む世界が違うということだろうな」


    「住む世界が違う？」


    　うなじの汗をぬぐいながら首を傾かしげる俺に、雪花は頷うなずき返す。


    「天界で永遠を生きる神と、大地で一瞬を生きる人とでは、それぞれに価値観が異なって当たり前だ。だからお互いに干渉しすぎるのは、あまりよくない」


    「そんなもんか？」


    「そんなものだよ。もしも万能の神がすべての願いを叶えてくれるのなら、人間の生の意義は一体なんなのだという話だしな──だから神が多少の手助けをすることはあっても、最終的には人間たちが自分の手で運命を切り拓ひらいてほしいというのが、我われ々われの見解だ」


    「ふ～む……」


    　俺は手の平で廂ひさしを作りながら、太陽が昇りつつある空を見上げた。


    「──だからお前も、うちの神社が倒産しかけるまで放置していたというわけか」


    「放置していたというわけではないぞ。私は私で、出来ることはしていたよ」


    　雪せつ花かは心外だと言わんばかりに両肩を竦すくめて見せる。


    「それにうちの神社の財政状態は、なにも明日の飯に困るというほど逼ひつ迫ぱくしているわけではない。ただこのままいくと、老朽化した社殿の修繕費用としてまとまった金きん子すが用意できないんだ。最近は宮大工さんの労賃相場も上がっているしな。そして社殿の修繕もままならない状態が続くようなら、やがて白はく狼ろう神社は国の管理下に入ったり、どこか他ほかの神社と合ごう祀しされたりするのもやむなし、といったところだよ」


    　なるほどなぁ。俺は社殿のボロボロになった茅かや葺ぶき屋根や傾きかけた柱を眺めるにつけ、「この建物も、なかなかわびた風ふ情ぜいがでてまいりましたな……」などと一人千せんの利り休きゆうごっこに興じていたわけだが、そんなことをしている場合ではなかったということか。


    「このようなジリ貧の状況を打破するためには、次代の神主の頑張りが不可欠。ところが当のキミときたら、親父おやじ殿から神社が倒産しかけているという話を聞かされても、奮起するどころかみっともなくうろたえるばかり」


    　雪花は呆あきれたように、お面の奥で溜ため息いきをこぼす。


    「だから見るに見かねて、私が出張ってこざるを得なかったというわけだよ」


    　う、うるせぇやい！　俺はただ倒産という字面から、一家離散、夜逃げ、身売り、ハラキリという一連の流れを連想してしまい、少しばかりチキっちまっただけだ！　そりゃあ一介の高校生がそんな激流に身を晒さらされれば、蛇に睨にらまれた蛙かえる状態にもなるわな。


    　それからしばらくの間、俺たちは黙々と那な由ゆ他た山への道のりを辿たどった。


    　視界の先では延々と逃げ水が揺蕩たゆたい続け、ゆるやかに蛇行する道路はいつまでたっても終わりが見えない。俺たちはようやく登りはじめたばかりだからな、この果てしなく遠い山道をよ！　というフレーズがそこはかとなく脳内をリフレインし、その調子でこの行程も打ち切りになってくれれば首尾は上々だったのだが、頭上から太陽が「人生に打ち切りなんてないよ。なぜなら君の人生の主役は、君自身だからだよ！」とでも言わんばかりに、頼まれてもいないのにブロードウェイ顔負けのスポットライトを浴びせかけ続けてくれるため、現実逃避すらもままならない始末。俺たちに出来ることは、ただ一歩ずつ一歩ずつひたすらに歩を進めていくことだけだった。そんな小さな営為の積み重ねをとんと意に介する様子もなく、道はどこまでも続いてゆく。


    「せ、雪花さん……？」


    　まるで賽さいの河原で石ころを積み上げ続けるような終わりの見えない行程には、平素は豪胆な気性でならしたこの俺もビビり始めざるを得なかった。俺は、隣を歩いている雪花に声をかける。


    「もう大分、駅から歩いたと思うんすけど、那由他山はまだっすか？」


    「大丈夫だ」


    　そんな俺の疑問に対し、雪せつ花かは鷹おう揚ように頷うなずく。


    「この道をずっと行けば、那な由ゆ他た山の麓ふもとへと続いている」


    　何その回答、カントリーロードかよ……しかしまぁ、こいつに文句を言っても詮せんなきことか。俺は再び視線を前に向けて歩きだす。


    　──こうして一歩一歩歩を進めるうちに、それでも那由他山に少しずつ近づいて来たようだった。


    　気がつけば人里は途切れ、道は尾根と尾根の間に入り込んでいた。しかし田舎は都会に比べて空が広いとよくいわれるが、ここら辺まで来るともはやド田舎すぎて逆に空が狭いレベルである。山々の稜りよう線せんやスギの木こ立だちに遮さえぎられて視界は狭く、もはや全体像がつかめなくなった那由他山が妙な圧迫感を伴って眼前に迫ってきている。


    　やがて「この道路は通り抜け出来ません」という標識が出現し、道が一回り小さくなった。標識の隣には「熊くま出没注意」の立て看板が立っている。


    「…………」


    「…………」


    　その立て看板を見上げ、俺と雪花はしばしの間、無言で立ち尽くした。何せ看板に描かれている熊の恐ろしさといったら、まるで暴力の権化であり、この世のすべてを憎んでいるかのようなぎらつく眼光は愛などしょせん弱者の戯ざれ言ごとに過ぎぬということを千の弁舌よりも雄弁に物語っており、獲物を一ひと呑のみにすべくカッと開かれた喉のどの奥は毒々しい赤色に濡ぬれ、まさに羅ら刹せつの形相であった。

  


  [image: ]


  
    「……あの～」


    　俺は声を絞り出すようにして、ようやく口を開く。


    「俺たちはこれから、こんな超生物がいる山に登らにゃあならんのですか？」


    「ふむ──」


    　対して雪せつ花かはさしてビビった様子もなく看板を見上げていたが、やがて先に歩き始めた。


    「まぁ、こうした看板の類たぐいは、得てして誇張して描かれているものだからな。きちんと注意していれば大丈夫だろう」


    　駄目だこいつ、頼りにならねぇ……どうやら自分の身は、自分で守らなければならないようだな。そこで俺はおもむろにポケットから携帯を取り出し、マナーモードを解除して着信音を鳴らし始めた。


    



    　プッパッパパッパ　プッパッパパッパ　プッパッパパッパ　プッパッパパッパ……


    



    「……？」


    　前を歩いていた雪花が、いぶかしげな様子で俺の方を振り返る。


    　俺は「ほれ」と着信音を鳴らし続けている携帯を指さした。


    　雪花は「ふむ」と得心したように頷うなずき、再び前を向いて歩きだす。俺も、奴やつの後ろに続いた。


    



    　プッパッパパッパ　プッパッパパッパ　プッパッパパッパ　プッパッパパッパ……


    



    「…………」


    　雪花が再びいぶかしげにこちらの顔を窺うかがってきたので、俺は貴公子然と穏やかな微笑ほほえみを浮かべ、軽く会釈を返してやった。


    　雪花は「ふむ」と頷き返し、再び前を向いて歩きだす。


    



    　プッパッパパッパ　プッパパッ～パ　プッパパッパパパ　プッパッパパッパ　プッパッパパッパ　プパプパプパプパ　プッパッパパッパ　プッパッパパッパ…………


    



    「え～い、やかましいわ！　さっさと電話に出んか！」


    　おい妹よ、お前着信音鳴らしっぱで登山しても誰だれも怒らないよとか得意げに吹ふい聴ちようしてたけど、たった今超怒られたわけだが。どうやらとんだガセネタをつかませてくれたようだな。あいつは毎日毎日適当なことばっかり抜かしやがって。


    　そこで俺は仕方なく、この着信音は熊くま除よけとして鳴らしているのであり、決して県の迷惑条例に抵触するような旨むねのものではないということを力説した。


    「なんだ。熊除けをしたいのなら、最初からそう申せ」


    　雪せつ花かはそう言うと、服の袂たもとから紐ひものついた熊鈴とホラ貝を取り出した。


    「ほれ、この二つのうちから好きな方を選ぶといい」


    　よ～し、それじゃいっちょホラ貝いってみっか！　俺のフラッタータンギングが火を吹くぜ！　トゥルルルルルル～！　というテンションにはならねえだろ、常識的に考えて。この二択でホラ貝を選ぶようなかぶき者は、古今東西で伊だ達て政まさ宗むね公くらいしかいねえよ。あと今までついつい突っ込みそびれていたけど、お前の服の袂は四次元ポケットかよ。色々と言いたいことはあった。しかし俺はそうしたしがらみをすべて胸の内に呑のみ込み、素直に鈴の方を受け取ってリュックに紐で括くくりつけた。なんだかんだで、命あっての物もの種だねよ。


    「まぁたとえ熊が出たところで、私が付いている限り穏便に引き取ってもらうがな。山にいる奴やつはだいたい友達だから」


    　あんまり大それたこと言ってんじゃねーぞ。口は災わざわいのもと、大言壮語もほどほどにしておけよ？　お前と山の熊さんとの間にはどう見積もっても、小豆あずき洗あらいと酒しゆ呑てん童どう子じくらいの戦力差があるだろうが。ホラ貝だからホラも吹きますって？　ちょっと上う手まいこと言ってんじゃねーぞ！　この命がかかっている現場で不謹慎だとは思わんのか。


    　そうこうしているうちに、とうとうアスファルトの道が終わった。アスファルトの舗装が途切れた先には、白い鳥居にいかめしい四体の狛こま犬いぬが並んでいる。その向こう側には土むき出しの本格的な山道が続いている。


    　鳥居があるということは、そこにはなんらかの境界があるということだ。つまり俺たちはいよいよ山の神さまの領域へと足を踏み入れるということになる。


    　しかし俺と雪花はその山道に挑む前に、鳥居の横を流れているせせらぎから水の補給をしつつ一時休憩を取ることにした。ここまで二時間ほどの道のり、山登りの前ぜん哨しよう戦にして既すでに俺は体力の八割方を持っていかれてしまっているのだが、こんなペース配分で大丈夫なのだろうか。せせらぎの流れる音に心を癒いやされながらも、俺は先行きを憂うれえた。


    　せせらぎには誰だれが造ったのか、風流にも竹筒がさしてある。そこから両手で水を掬すくい、ばしゃばしゃと顔を洗うと、肌の火ほ照てりが冷めてゆき実に心ここ地ちがよい。しかるのち俺はスポーツタオルで顔をぬぐい、水筒に水分を補給した。ちなみに水筒の中身はポカリスエットなのだが、俺は粉末状のポカリの素もとを所持しているため、水で中身を薄めてもその粉を適てき宜ぎ追加していけば濃度を一定に保つことが出来る。限りなく薄められたカルピスを飲むような切なさを味わわなくてもすむという寸法よ。


    　俺は水筒に水を補給し終わり、スギの木こ立だちの陰にある手て頃ごろな岩に腰かける。そしてポカリの素と水を調合し、場末のバーテンダーばりに水筒をシャカシャカとシェイクした。その傍かたわらでは雪せつ花かもせせらぎに近づき、片手で狼おおかみの面をずらし、片手で水を掬すくい上げて喉のどを潤うるおす。この暑さの中、雪花は汗一つかいていないように見える。やはり、こいつはどこか人間離れしているな。


    「お前、よく暑くないなぁ」


    　俺は首筋の汗をタオルでぬぐいながら、雪花に声をかけた。


    「境けい内だいで俺と対決したときは死にかけのセミみたいだったのに、今日ときたらまるでアルティメット超人じゃねーか」


    「キミのようなねじ曲がった性根の持ち主の精神に干渉するのは、非常に疲れるんだよ。だが自分で自分の精神を律するのは容易たやすいことだ。心頭滅却すれば、火もまた涼しというだろう」


    「そんなんで涼しくなったら、誰だれも苦労はしねーよ」


    「まあ、それはそうだろうな」


    　偉そうな講釈でも垂れてくるかと思いきや、意外にも雪花は俺の言葉に素直に頷うなずく。


    「神というのは、元来観念的な存在だからね。基本的にキミたち人間よりも、精神が肉体に及ぼす影響というものは大きい。だから精神を律すれば、肉体もまた律することが出来る」


    　何それ、超うらやましいんですけど。俺は生まれてからこの方、そのような境地に達することが出来た例ためしがない。「ウワアアアアアア～～～～～～ィッッッ！！！！！！」と俺は嫉しつ妬と心のあまり思わず我われを忘れ、今までの三倍速で水筒をシェイクする羽目になった。


    「しかしキミたち人間の場合も、精神が肉体に影響を及ぼすということは往々にしてあるのだぞ」


    　そんなもんチートじゃねーか、やってらんねえ、所しよ詮せんは真ま面じ目めに努力した者が報われるとは限らないのが人生か……などと悔し涙にむせぶ俺をなだめるように、雪花はせせらぎを指でなぞりながら言葉を継ぐ。


    「たとえば孝こう介すけよ。人間が願いを叶かなえるためには、まず最初に何をすればいいと思う？」


    「そうだな──」


    　雪花の問いかけに、俺は岩の上であぐらを組みながら考え込んだ。


    「寝っ転がってても、願いは叶わねーからな。まずはその願いの実現に向けて、なんらかの努力をするだろ。あとは運も必要かもしれんが、そこら辺は神頼みだな。人事を尽くして天命を待つってやつだ」


    「うむ。キミの言うことも概おおむね正しいが、願いを叶えるためにはもっと基本的な条件というものがある」


    　雪花はせせらぎから離れてお面の位置を直すと、こちらを見つめ返した。


    「人間が願いを叶えるためには──まず、自分の願いがなんであるのかということを知らなければならん」


    　ふ～む、そう言われてみれば、確かにそうかもしらんけれど。どこか煙けむに巻かれたような解答に今一つ納得しかねている俺を見つめ、雪せつ花かは「そんなこと、簡単だと思うか？」と言葉を継ぐ。


    「しかし簡単そうに見えて、自分が本当に望んでいるものは何なのかということを自覚している人間というのは、世の中に案外少ないものだよ。現にキミとて、将来何になればよいのかが分からなくなった途端にみっともなくうろたえていただろう？　自分の願いが何であるのかが分からなければ、どんな行動を取ればよいのかも分からないし、神々もその手助けをすることは出来ない」


    　雪花は狛こま犬いぬの一体に歩み寄りながら、話を続けた。木こ立だちの合間から零こぼれる陽光が、ゆらりゆらりと水面のように白しろ装しよう束ぞくに影をつくる。


    「精神が肉体に影響を及ぼすということは、つまりそういうことだ。信じる者は救われるという言葉があるが、その信じる対象とは何を置いてもまずは自分自身なのだよ。願うだけならタダ、というと言葉が軽すぎるかもしれないが──しかし、願わないことには何も始まらん。願いを叶かなえるのが神の性分ならば、願いを抱くのが人の性分だ」


    「性分、ねぇ……」


    　岩の上で足を伸ばしてストレッチをしつつも、俺は首を捻ひねった。


    「その性分というのが、実はよく分からんなあ。神さまが人間を助けたところで、何を得られるというわけでもないだろ？」


    　願いを叶えるのが神の性分というのは、他人にタダでものをくれてやるくらいならドブに捨てた方がましという感性の持ち主である俺にとっては、にわかには解げしがたい話ではある。


    「まあ、性分に理屈で説明をつけろと言われても難しいのだがな」


    　狛犬に寄り掛かり、天を見上げながらも雪花は答える。


    「宇宙創成からこの方、万物は生きとし生けるものたちに無償で与えられている。神が対価として何かを要求するということはない。しかし少なくとも言えることは、願いを叶える側と叶えてもらう側に、優劣の関係はないということだ。私たちが行うのは正義でもなければ、最大多数の最大幸福でもない。ただ願いを抱く人間がいて、神がそれを助ける。そのこと自体に意義があり、元来世界はそのようにして回っている」


    　う～む、正直分かるような分からんような話だなぁ。まぁそれが性分だというのなら、仕方ないか。雪花の言うとおり、性分に理屈で説明をつけろという方がナンセンスというものだろう。学校での日々の修練により、分からないものは分からないものとして受け流すことにおいては既すでに達人の域に到達している俺は、この問題に関してもあるがままを受け入れたのだった。はい、それじゃあ今日の授業はここで終わり！　起立、気をつけ、礼！　さあ、楽しい山登りの再開だ！　ここは生活指導の体育教員も足を踏み入れねぇ地獄の一丁目、ｈｅｒｅ　ｗｅ　ｇｏ！（ｔｏ　ｔｈｅ　ｈｅｌｌ）


    　というわけで、俺たちは再び行軍を開始した。今までのアスファルトで舗装された道のりでもなだらかな傾斜は延々と続いていたのだが、本格的な山道に入った途端に勾こう配ばいはさらに険しさを増す。土むき出しの道には木の根や岩が混じり、それらを身を挺ていしてさばくたびになけなしの体力は削り取られてゆき、俺の一歩一歩の意義は月面着陸したアポロ一一号のアームストロング船長ばりに重くなっていった。しかしこれは決してふざけたり手を抜いたりＡＳＩＭＯの物もの真ま似ねをしたりしているわけではなく、こちとら全精力を振り絞ってやっとこさこの速度なのである。


    　坂道を登るというのは、想像以上に過酷な有酸素運動だった。人間の体は山を登るようには出来てねえ。あっという間に息は切れ、体力も底を突く。重力が数倍になったかのように足が重い。そんな調子で顎あごから汗を滴したたり落としながらヒーヒーと山道を辿たどる俺を尻しり目めに、雪せつ花かはすいすいと坂を登っていく。そしてその後方で、地べたを這はうこの俺の不ぶ様ざまな姿よ……。


    　山の頂上はスギの木こ立だちに遮さえぎられてまったく目視できないのだが、那な由ゆ他た山の山道には一〇〇メートルほど歩くごとに、何やら塚のようなものが立っている。今しがた通り過ぎた塚には、四丁目と記されていた。おそらくは麓ふもとからの距離を示す道みち標しるべだろう。


    「やっと四丁目か。ここまで、長く苦しい道のりだったな。ところで、頂上は一〇丁くらいか？」


    「いや、たしか五〇丁くらいだったと思うぞ」


    　そんな絶望的な事実を、雪花の野郎は本日の機長挨あい拶さつのような平板なトーンで告げやがった。


    　俺の心は折れた。


    「もう嫌いやだー！　うちに帰る！　俺はこんなところ、最初から来とうなかったんだ──!!」


    　俺は正気を失って踵きびすを返しかけ、「待たんか」と雪花に襟えり首くびをつかまれた。


    「みっともなく、取り乱すでない。もしキミの体力が途中で尽きたら、私がおぶってでも下山してやるから、とりあえず登れ」


    　フッ……連れの女にそこまで言われちゃあ、こちとら引き下がれねーわな。俺にも漢おとこの意地ってもんがあるんでね。お前の肩は借りねえぜ。武士は食わねど高たか楊よう枝じ。こうなったらとことんやってやろうじゃねーか。


    　俺は総力戦の覚悟を固め、再び前を向いて歩きだした。


    　気持ちは前へ、前へ──しかし体の重心は、姿勢の安定のため自然と後ろへと移っていった。徐々に呼吸のリズムが短くなり、一足ごとの歩幅は狭くなる。前を歩いている雪花と会話をする余裕も、いつの間にかなくなった。ただ自分の足元だけを見つめ、俺は黙々と歩を進める。


    　山の中は、静かだった。標高が低いところではひっきりなしに聞こえていたセミの声は途絶え、時折り耳に届くのは山鳥の鳴き声ばかりである。前を歩く雪花が土を踏みしめる音がやけに頼もしく、シャランシャランという熊くま鈴すずの音が諸行無常に響いた。


    　人間が日常生活で抱かかえている、余分の一切合切──そのすべては剥はぎ取られ、そこにあるのは、ただただむき出しの自我のみ。


    　感じるのは圧倒的な孤独と、己おのれの小ささだった。


    　そうした負の情動に呑のみ込まれないよう、俺はとにかく前へと歩を進める。


    　一歩ずつ、一歩ずつ。小さく、だが確実に──


    　何時間もの間、そうして歩き続けた。


    　ふと気がつくと、周囲には薄い霧が立ち込め始めている。いや、これは霧というよりも雲だろうか──視界が白い膜に閉ざされ、異世界に来てしまったのだという感慨がますます強まった。


    「お──い、雪せつ花か──!!」


    　俺は、前を歩いているはずの雪花に呼びかける。


    「なんだ──!?」


    　前方から、返事が返ってきた。


    　ゆらり、と──


    　霧の向こう側に、狼おおかみのようにしなやかな形をした女の影が浮かび上がる。


    　その声と姿に安心した俺は、再び足を踏み出して歩きだす。さすがに、無駄話をしている余裕はなかった。


    　体力はとうに尽きている。太ももはパンパンに張っていた。足が棒のように固い。


    　──どれくらいの間、そうやって歩き続けていただろうか。


    　ふと空を見上げると、永遠に続くかと思われたスギの木こ立だちの上が、少しだけぽっかりと空いている。


    　周囲を覆っていた霧は晴れ、少しだけ空が広い。


    　前方に、立て札が見えた。


    「←那な由ゆ他た山山頂」


    　とうとう、山頂に到着したのである。坂道は終わり、辺りにはスギの木立に囲まれた広場が現れる。


    「こちらだ」


    　スギの広場で雪花は足を止め、登ってくる俺を待っていた。


    　雪花に導かれるままに足を運ぶと、不意に木立の中から小さな鳥居が現れる。


    　色が塗られていない、質素な木製の鳥居だった。すぐ傍そばには小さな狛こま犬いぬが二体控え、本殿が賽さい銭せん箱を挟まずに直接境けい内だいに続いている。境内の広さは、学校の教室くらいだろうか。石畳で舗装された参道もなく、ところどころに落ち葉が散る境内はまるでスギの木立と同化しているようであった。


    　前を歩く雪花は、深々と一礼して鳥居をくぐった。白はく銀ぎん色の髪の毛が、さらさらと背中を流れる。俺もそれに倣ならい、深々と一礼した。


    　雪花はそのまま狛犬の横を通り抜け、俺もその後ろに続く。狛犬は遠目には犬に見えたが、近寄ってみると足が短く、丸い尾が内側に巻かれており、普段街で見かけるような犬よりは狼おおかみや山犬に近い外見である。


    　地面に散った木の葉を踏み分けて、本殿の前に辿たどり着く。雪せつ花かはそこで、す──と顔に指を伸ばし、狼の面を取った。


    　ひんやりとした白い肌が、日の光に照らされる。雪花は本殿に向かって深々と礼をしてから、目を瞑つぶって祈りを捧げた。


    　──その様さまに、俺はしばしの間見み惚とれていたのかもしれない。


    　不意に。


    　ザワザワと、周りの森が鳴った。


    　ふわりと、頬ほおを風が撫なでる。


    　振り返ってみると、鳥居から本殿にかけて落ち葉が左右に分かれていた。正中に、風の通り道が出来ている。


    　──左右に舞い上がる木の葉を見つめていると、姿こそ見えないものの、まるで神さまがこの道を通ったかのような感覚を覚えた。


    　ふと隣を見てみると、雪花も風の通り道を眺めている。その顔つきは、どことなく優しい。


    　風になびいて顔にかかった銀髪を、雪花は手の平で横に寄せた。


    　しばらくの間、何をするでもなく本殿の前に立ち尽くす。
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    「なぁ」


    　俺は、隣の雪せつ花かに声をかけた。


    「……山道を登っていて、思ったんだがな。やっぱり表情が見えねーと不安だから、普段からお面は取っていてくれないか？」


    「ふ～む」


    　俺の言葉に対し。


    　雪花は、片手に持っていた狼おおかみの面へと視線を落とした。


    「……この面は、何も気まぐれで被かぶっているわけではないのだがな」


    　しばらく、眉まゆを寄せて考え込む。


    「まぁ、将来の神官殿がそう言うのなら、従ってやるか」


    



    　そう言うと、雪花は本殿へと続く段差の中ほどに、狼の面をコトンと置いた。


    



    「そうしてくれ」


    　俺はホッとして、大きく息を吐いた。再び風が吹き、ザワザワと周りの森が鳴る。


    　ようやく、すべてが終わったのだという気分だった。


    「せっかく山頂まで登ったのだ。景色でも眺めていくか」


    　そんな俺に一声かけ、雪花は社殿の裏側へと歩いていった。その後ろに付いていくと、社殿の裏側は露出した岩肌となっており、その先には空が広がっていた。


    　俺は思わず「おお～～」と感嘆の声を漏もらす。


    「絶景だな！」


    「そうだなぁ」


    　そこからは四方を山に囲まれた千せん谷たにの街並みが、ジオラマのように一望できた。はるか彼方かなたまで山々の稜りよう線せんは連なり、見渡す限りの地平線の向こう側には雲の海が広がっている。


    　空の上も下も青い。


    　燦さん々さんと照りつける陽光の中、吹きつけてくる風は肌に冷たく、空気はどこまでも清涼だった。


    　──登ってみれば、分かりますよ──


    　ふと俺の脳裏に、昨日ボイスチャットで話したＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんの言葉が浮かんだ。


    　──確かにこの風景は、実際に登ってみなければ見られなかったものなのだろう。


    「どうだい？　この眺めは」


    　そんな俺の隣で風景を眺めていた雪花が、口元をゆるめてこちらを見上げてきた。


    「ここまでヒーヒー言いながらも、登ってきた甲か斐いがあるというものだろう？」


    「ヒ、ヒーヒーなんて言ってないし！」


    「いや、言ってただろ……」


    　いやいやいや、誰だれがそんな日本男児にあるまじき情けない悲鳴を上げながらここまで登ってきたのかと。俺は裸一貫この身一つで、無念無想に背筋を伸ばしてここまで粛しゆく々しゆくと登ってきただろうが！　前半はともかく、後半部分はな。まったくお前は、終わりよければすべてよしという成句も知らないのかい？


    　そんな軽口を叩たたき合いながらも、俺たちはしばらくの間、山頂からの風景を眺め続けていたのだった。


    



    　　　　　８


    



    　生きて家に帰るまでが登山である。とはいえ那な由ゆ他た山の山頂を極めた俺たちに残された行程は、もはや下山のみ。身を削るようにして重力に逆らいながら山道を登ってきた労苦に比べれば、重力の赴くままに身を任せていれば勝手に麓ふもとまで辿たどり着く下山など、まぁいってみれば食後のデザートみてーなもんよ。楽勝、楽勝。さぁ、英雄の凱がい旋せんだ！


    　そんな風に気楽に考えていた俺は、下山で地獄を見ることになった。


    　確かに下山においては、重力に逆らう必要はない。しかし下山のルートは麓まで一直線というわけではなく、つづら折りの曲がり角にさしかかるたびにブレーキをかけなければならない。そうしないと、そのまま崖がけから落ちてしまう。


    　そして、このブレーキをかけるという作業が、もはや体力が底をついていた俺にとっては予想外に辛つらかったのだ。トレッキングシューズでも履いていればもっとブレーキもかけやすかったのかもしれないが、スニーカーでは土の地面に対して踏ん張りが利かず、俺はしゃがみ弱キックを連打しているような情けない体勢で泥まみれになりながら下山せざるを得なかった。


    　そしてようやく山道が終わった後の、駅までの二時間の道のりも、これまた辛かった。急勾こう配ばいの道は終わったのだから少しは楽になるかと思いきや、なだらかに延々と続く下り坂は、とうに限界を超えた俺の足腰を水滴拷問のように苛さいなみ、重力加速度九・八メートルは相変わらず悪魔の数字であった。限界を超えた足腰にとっては、登りよりもむしろ下りが辛い。そのことを、俺は身をもって知ったのだった。


    　そんなこんなで俺は那由他駅まで、心身ともにボロ雑ぞう巾きんのようになりながらなんとか辿り着いた。汗だらけ泥まみれになりながらも車掌さんに切符を手渡したとき、俺はようやく文明世界に生還したのだと、心の底から安あん堵どしたものである。このように落ち武者のような姿になり果てた俺を尻しり目めに、雪せつ花かは終始ひょうひょうとした表情ですべての行程を辿った。こうして苦境を一緒に超えてみると、こいつの人間離れした様さまがよく分かる。孤立無援の山中において、その泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度は非常に頼もしくもあった。


    　さて俺たちがようやく白はく狼ろう神社に帰り着いたとき、既すでに時刻は午後九時を回っていた。心臓破りの石段を昇り、夜よ闇やみに包まれた境けい内だいを抜けて、俺は家の縁側に崩れ落ちるようにして座り込んだ。


    　すると俺たちの帰還を縁側で待っていてくれたらしき妹が「おかえり～」と、台所から麦茶を持ってきてくれた。さすがによく出来た妹よ。俺は、妹がくれた麦茶を一口にあおった。


    「あ、雪せつ花かさん。お面とったんですね～」


    　そう言いながら、妹は雪花にも麦茶を差し出した。雪花は「ふむ、ありがとう」と妹に礼を言い、麦茶を一口にあおった。


    



    　果たして雪花が本人の言うとおり白はく狼ろう神社の神であるのかどうか、俺にはよく分からない。しかし、心の底のどこかでは信じる気になったのも確かだ。


    　登山という苦行の中にあって、雪花の立ち居振る舞いはどこまでも真まっ直すぐだった。それは神主や巫み女こさんといった、神事に携わる人々特有のものだ。だから雪花は少なくとも、日常的に神に関かかわるような世界の者なのだとは思う。それは、俺がまだ知らない世界だ。だから雪花が眺める視線の先を、もう少し俺も眺めてみたいという気もするのだ。


    　さて、今回の肝心の絵え馬まの願い。夏の暑さをどうにかしてくださいという願いは、叶かなったのか否いなか。雪花に尋たずねてみると、


    「山頂で、コノハナサクヤヒメさまに上じよう奏そうしたからな。自然の均衡バランスが崩れない程度に、涼しくしてくださるだろう」


    　とのことであった。


    「あ～、確かに山頂でお祈りはしたけどな。果たして、きちんと願いを叶かなえてくれるかね？」


    「無礼なことを申すな！」


    　疑念の言葉を挟んだ俺に対し、雪花は激怒した。


    「我わが主あるじコノハナサクヤヒメ神さまは、山の神の総元締めであるオオヤマツミ神さまの娘にして、清純にして可憐な心根のお方なのだ！　その清き慈愛の情は古いにしえから今に至るまで九きゆう天てん九きゆう地ちを覆おおいつくさんばかりであり、歌う声は谷を渡る鶯うぐいすのごとく美しく、踊る姿はひらひらと舞う桜の花びらのようであった！　その一方で武芸百般にも通じ──」


    「分かった、分かった！　俺が悪かった！」


    　どんどん白熱していく雪花の言説に、俺は両手を上げて降参した。


    　そう力説されてみれば確かに、汗で濡ぬれた肌を撫でてゆく夜風は、心なしか涼しいような気もする。そんな気がする一方で、相変わらず昼間のうだるような暑さが街の底に残っているような気もする。


    　しかし那な由ゆ他た山登山という苦境を乗り越えた俺は、縁側から星空を見上げながら、こうも思うのだ。


    　まぁ夏なんだから、少しくらい暑くてもいいのかな、と。

  


  
    [image: ]

  


  
    



    　　　　　１


    



    　今日はお袋が町内会の旅行で家におらず、親父おやじは懇親会で帰宅が夜遅くなる、挙あげ句くの果てに妹から「今日は友達の家に泊まるから、夕飯は一人で食べてね」というメールが来た日には、健全な男子高校生たる者何を為なすべきかなどということは、みなまで言わずとも知れよう。妹からのメールを受信した俺は携帯の電源をそっと切り、完全に仕事をする男の顔つきになって、自室の椅い子すから立ち上がった。


    　二階の部屋から一階に降り、リビングへと入る。リビングには普段、俺たちの希望の星であるノートパソコン様が、テレビ横のラックに鎮座されているはずである。そしてノートパソコン様を媒介とすることにより、我われ々われは数多あまたの桃色動画が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするインターネットの世界へと身を投じることが可能なのだ──!!


    　しかしそのときにはなぜか、ラックの上にノートパソコンの姿は見当たらなかった。


    　詰んだ──などとこれしきのことでうろたえるのは、素人の行ぎようである。パソコンで動画が見られないのなら、実物の桃色ＤＶＤを借りてきてテレビで見ればいいだけの話なのだ。そこで俺は冷静に、リビングから表玄関へと移動した。


    　サンダルをつっかけて、建てつけの悪い玄関扉をガコガコと開け放つ。表では、既すでに日が暮れかかっていた。昼の暑さはわずかに和やわらぎ、スギの木こ立だちが足元までなだらかな影を伸ばしている。社務所の裏側から参道を抜け、さらさらと流れる手ちよう水ずの音色に心を洗われながら石段を降りてみると、街は夕日で黄こ金がね色に染め上げられていた。太陽の最後の残照が投げかけてくる秋波は柔らかな叙情をたたえ、ヒグラシの鳴き声すら心なしか琵び琶わ法ほう師しが吟ぎんずる平家物語の旋せん律りつのようにわびしい。透明な大気の中、帰路に就つく子供たちの弾けるような笑い声が辺りに響く。穏やかな夏の夕暮れだった。大事を為なすには相応ふさわしいシチュエーションだといえよう。


    　静かな時間が流れる街の中を、俺は一路五月雨さみだれ庵あんに向かって歩を進めた。五月雨庵とは、白はく狼ろう神社から徒歩一〇分ほど、宮みや辻つじ町の片隅に時の流れから切り離されたようにひっそりと佇たたずんでいるボロアパートである。もはや荘ですらない辺りに、名付け親のネーミングセンスが偲しのばれる。


    　この五月雨庵には、笹ささ塚づか先輩という大人物が住んでいる。ここ数日の俺ときたら、主おもに豆タンクのような妹や、身の丈に合わぬ気き位ぐらいばかりが無駄に高い雪せつ花かとばかり行動を共にしていたような気がするが、自分はかように矮わい小しような輩やからとばかり戯たわむれて日々を無為に過ごしているわけではない。ご両親が海外に出張中で、笹塚家代々所有のボロアパートの留守および管理を一手に任されているという、まるでエロゲーの主人公のような境遇に身を置く笹塚先輩のような大人物とも、刎ふん頸けいの交わりを持っているのだ。


    　件くだんの笹塚先輩とは、俺の通う私立宮辻高校、剣道部のＯＢであり、現在は千せん谷たに市南の湾岸都市に所在する大学に電車通学する大学生である。学年は五回生とも六回生とも七回生とも噂うわさされ諸説紛々としているが、そのような些さ事じはこの際どうでもよい。


    　重要なのは笹ささ塚づか先輩が一八歳以上であり、宮みや辻つじ駅前商店街のレンタルビデオショップ会員券を所持しているということ、そのただ一点である。こうした所以ゆえんにより宮辻高校剣道部員の間では、野郎漢おとこ祭りがしたいときは礼を尽くして笹塚先輩を訪問せよというのが、ここ数年来の伝統となっている。


    　まぁスマホさえ持っていれば、わざわざ笹塚先輩のお手を煩わずらわせてまでレンタルビデオショップに足を運ばずともすむのだが、しかし赤貧を潔いさぎよしとする宮辻高校男子の間では、スマホの普及率はまだまだ低いと聞く。かくいう俺も、未いまだに携帯は親父おやじのお下がりのガラケーである。まったく東京都民ならばスマホの普及率などとうの昔に一〇〇％に達しているだろうに、この一事をもっても、地方創生への道のりはまだまだ険しいのだという現実の一端が垣かい間ま見みれよう。


    　だが、そうした所与の境遇を嘆いていても始まらぬ。なぜならば、運命を切り開くのは、いつだって人の意志なのだから──。


    　というわけで笹塚先輩は、このご時世にスマホの一つも持ち合わせていない宮辻高校の後輩たちから、非常に頼りにされていた。


    　一八歳以上の男子などそれこそ星の数ほどいるのにもかかわらず、なぜ笹塚先輩ばかりが頼りにされるのかは不思議なところだが、まあ大人物とは周囲の環境がどうあれ自おのずと頭角を現すということなのだろう。燕えん雀じやく安いずくんぞ鴻こう鵠こくの志こころざしを知らんや、ツバメやスズメのような小さな鳥には、オオトリやコウノトリのような大きな鳥の志を知ることは叶かなわない。同様に俺たちのような若輩者には、卒業文集に「ペットボトルロケットの製法」を寄稿したという伝説の持ち主である笹塚先輩のような国士の、その遠大な志を窺うかがい知ることは出来ないのである。


    　しかし、それでも剣道部に口く伝でんされている歴史的事実を紐ひも解といて検証を試みるのならば、笹塚先輩の誕生日は一二月二四日、俗にいう腐れクリスマス・イヴニングであり、世間の浮かれ気分にほだされて逆にムカついていた無む辜この民たちもとい宮辻高校男子一同が揃そろいも揃って先輩の家に馳はせ参じ、その生誕祭を祝ったのが、この風習の起源なのだという。ヒロイズムとは、元来ある種の悲劇から生ずるという構造を有しているのか──こうした天与の運命も味方し、笹塚先輩は一二月二四日に満一八歳の誕生日をお迎えあそばされて以来、宮辻高校男子一同から現あら人ひと神がみとして崇あがめ奉たてまつられるようになったのである。女子からの風説などは、知ったことではない。


    　というわけで、五月雨さみだれ庵あんである。


    　家から一〇分ほど歩いて到着した五月雨庵は、日暮れなずむ街の中に泰然と佇たたずんでおり、相変わらず常軌を逸するオンボロぶりであった。築何年かもはや見当もつかず、論ずる意味もなかろうと思われる木造モルタル二階建ては地域の景観を損なうこと甚はなはだしく、人さえ住んでいなければ廃屋として心おきなく処分できようものを、人が住んでいるばかりに行政も手をこまねいているようだ。トイレは共同、風ふ呂ろはなし、吹きさらしの廊下からはどこぞの部屋の夕ゆう餉げの匂においが漂い、ＢＧＭとして何処いずこのものともしれない妙に味わい深い民族歌謡が流れている。笹ささ塚づか先輩の部屋は二階にあるので、俺は異国情緒を感じながらも廊下を通り抜け、階段を昇った。


    　笹塚先輩の部屋の前まで辿たどり着き、表の呼び鈴を鳴らす。ピンポーンという古式ゆかしきチャイム音が響き、一拍置いた後、中から「開いてるよ」という声が返ってきた。俺はこれまで幾度となく笹塚先輩の部屋を訪ねているが、この扉が開いていなかった例ためしがなく、笹塚先輩から「開いてるよ」という返事が返ってこなかった例もない。朝も昼も夜も休日も平日も雨の日も風の日も、十年一いち日じつかくのごとしである。だから結果的に考えれば素通りも同然なのだが、親しき仲にも礼儀あり、作法は常つね日ひ頃ごろから大切なのである。大人物に対して礼を失してはならない。


    　俺が扉を開けて中を覗のぞいてみると、笹塚先輩は甚じん平べいを着込み、団扇うちわで顔を扇あおぎながら、六畳間の窓縁に腰かけて、のんびりと夕暮れの空を眺めていた。落ち武者のようにぼさぼさと伸びた髪の毛に、無精ひげが残照に照り輝く。古代アーリア人のように彫りの深い顔立ちが、ますますその陰影を強めた。部屋の中には何やら納豆のような芳ほう醇じゆんな香りが漂っており、万年床の隣には恭うやうやしく卓ちや袱ぶ台だいが置かれている。その周りには海のものとも山のものともつかぬ書籍類が、サグラダファミリアのように堆うずたかく平積みにされていた。部屋の片隅にはペットボトルロケットの残ざん骸がいが、在りし日の夢の欠片かけらのように転がっている。全体的に見て、さすがに斜陽が板についていると言えよう。


    　俺は卒そつ爾じながら野郎漢おとこ祭りがしたいためにまかり越したという旨むねを、先輩に告げた。


    「ふむ、行こう行こう」


    　先輩は嬉うれしそうに二つ返事で了承し、人生舐なめてる人特有のステップを踏みながらサンダルをつっかけて表に出た。話が早くて助かる。俺も先輩の頼もしい背中を追った。


    　先輩の家からレンタルビデオショップがある商店街までは、清流荒川の川べりを歩いて徒歩一〇分ほどの道のりである。俺はめくるめく野郎漢祭りの予感に心が色めき立ち、弥いやが上にも言動が浮ついてしまいがちだったのだが、そこにいくと先輩はどっしりとしたものだ。肩で風を切って歩いている。


    「実家暮らしだと、なかなかこういうチャンスがなくて、いやになっちゃいますよ」


    　俺は件くだんのアレと親しむ機会が少ないことを先輩に愚ぐ痴ちり、己おのれの境遇を嘆いた。


    「まあ、そう言うな」


    　先輩は応こたえる。


    「一人暮らしをしてみると、不便に思えた実家暮らしも、あれはあれで味があったと思うようになるものだ。いつでも自由に勝手気まま出来るというのも、かえって趣おもむきがない。色々の制約がある中、その合間を縫ぬって千載一遇の好機を捉とらえるところにこそ、もののあはれというものはある」


    　もはや哲学の領域に達している。その偉大な人間性に触れるにつけ、俺のような凡人はただただ感服するばかりだ。


    　やがて俺たちは、宮みや辻つじ駅へと続く商店街の端っこに到着した。商店街の中にはファミレスや書店、カジュアルショップなどが立ち並んでおり、それぞれの店で羽を伸ばす主婦や学生たちで実に賑にぎわっている。


    　千せん谷たに神社の祭りが明後日に控えているためか、沿道には色とりどりの幟のぼりがはためき、電飾や街灯、街路樹に紛れて所々に雪ぼん洞ぼりが設置されていた。


    　千谷神社は千谷市最大の神社であり、御祭神はコノハナサクヤヒメ神である。コノハナサクヤヒメ神は山の神の長おさであるオオヤマツミ神の娘であり、「木の花が咲く」という名を持つ美しい女神だと言われている。この千谷神社の祭りは千谷市総出で祝われ、祭りの日には花火大会まで開かれるのだ。しかし、そうした絢けん爛らんな情景は、今こ宵よいの俺たちの心を惹ひくには至らなかった。俺は敵地に潜入するＮＩＮＪＡのように気を張りながら、脇わき目めも振らずに目的地を目指す。


    　かくして笹ささ塚づか先輩と俺は賑やかな表通りを抜け、商店街の裏路地に位置するレンタルビデオショップにまで辿たどり着いた。店内に入ると、ブルース・ウィリスやジョニー・デップなど歴代のハリウッドスターたちが奏でる冒ぼう険けん譚たんの数々が、俺たちを出迎えてくれる。そしてカウンターの奥に座っているのは、サミュエル・Ｌ・ジャクソンではなく、店主の親父おやじである。この親父がＲ18作品は一八歳未満には貸し出してくれないという客商売にあるまじき頑固一徹イズムの持ち主であるがために、宮辻高校の生徒たちは代々無駄な労苦を強しいられる定めにあるのだが、それが縁でこうして笹塚先輩のような大人物と知り合いになれたのだから、人生とは面白いものよのう。そんなことを考えつつ、俺と笹塚先輩は店主の親父の地獄の視線をかいくぐり、やがて華やかな店内の一角に吹き溜だまりのように存在する、面めん妖ような雰囲気をまとった暖簾のれんの前へと歩を進めた。


    　思えば、俺にも初う心ぶな時代はあった。若かりし頃ころの俺は、この暖簾が放つ威圧感に完全に呑のまれ、暖簾の前にある海外ドラマコーナーのあらすじを眺めながら、気もそぞろな時間を過ごしていたものである。


    　しかし今の俺には、この暖簾をくぐることに一点の惑まどいもないわ！


    　虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず。俺は颯さつ爽そうと暖簾を左右に払いのけ、一陣の風のごとく桃源郷の中へと踏み入った。俺に続き、笹塚先輩は何一つ気負うような気配も見せず、悠然と暖簾をくぐる。小笠原流家元もかくやと思われる、実に立派な挙措進退であった。


    　暖簾のれんを抜けた先に広がっているのは、綺き羅ら星のごとく一〇八星が輝く姿だった。さながら吉よし原わらの花おい魁らんである。先輩と俺は、クリエイティビティーあふれる匠たくみたちの創意工夫に酔いしれた。この中から一本のＤＶＤを選ぶなど、殺生な話である。しかし、俺たちは一本を選ばなければならない。一期一会、全身全霊。保険をかけて二妻を持つなど、武士の風上にも置けない愚行なのだ。したがってＤＶＤの吟ぎん味みは真剣そのものである。


    　先輩と俺は数十分にわたり、侃かん々かん諤がく々がくの議論を繰り広げた。それは本能むき出しのぶつかり稽けい古こであり、存在理由レゾン・デートルの品評会であり、エロスとタナトスの鍔つば迫ぜり合あいであった。真剣に吟味に吟味を重ねる笹ささ塚づか先輩と俺の後ろ姿は、余人の目には日本の将来を憂えながら船中八策を講ずる坂さか本もと龍りよう馬まと後ご藤とう象しよう二じ郎ろうさながらに映ったに相違ないのだが、その実今晩のオカズを選んでいるだけだということは、なにとぞご寛かん恕じよ願いたい。


    　こうして棚から棚へと行ったり来たりのクルージングを繰り返し、あれでもないこれでもないと取捨選択を重ねるうちに、先輩と俺の視線は次第に、これではないのか？　という一本の作品へと収しゆう斂れんしていった。その作品には新作のラベルが貼はられており、新作である以上、どの程度のクオリティーを持った作品であるのか実地検証が為なされていないというリスクが伴うのだが、リスクとリターンは常に背中合わせである。


    　その作品は、バーリトゥード（なんでもあり）の昨今の桃色業界の中では珍しく、奇きを衒てらうでもなく、シチュエーションに頼るでもなく、素材の良さで真っ向勝負するというオーソドックスなものであった。それはまさに古典クラシツクと呼んでも差し支つかえない格調の高さを保っており、色とりどりのサブミッションから奏かなでられる人間讃歌は、我われ々われ品評員の心をいたく打った。というわけで、採用である。


    　笹塚先輩は、ＤＶＤのケースをレジに持っていった。しかし俺たちが無駄に時間をかけているうちにシフトが交代したのか、レジで当番をしていたのは店主の親父おやじではなく、バイトと思しき、年の頃一七、八ほどの、おかっぱ黒髪のお嬢さん店員だった。


    「あら、笹塚さん」


    　と、彼女は笹塚先輩の姿に気がつき、声をかけてきた。先輩の知り合いか!?　と俺は一瞬身構える。しかし先輩はまったくうろたえた素振りも見せず、


    「やぁ、お久しぶりですね」


    　と答えながら、ＤＶＤとビデオショップのカードを差しだした。桃色ＤＶＤを借りに行き、レジの店員が知り合いの女性だったにもかかわらず、この落ち着きぶりである。


    　そんな先輩の手元を、お嬢さん店員はまじまじと見つめた。


    「竹刀しないダコが消えていますね──たまには、体も鍛きたえた方がいいですよ」


    　どうやら彼女は、先輩が昔剣道部に所属していたことを知っているようだった。彼女の言葉に、先輩は「面めん目ぼくない」と頭を掻かく。そんな先輩の顔を眺め、お嬢さん店員は小さく溜ため息いきをつきつつも、ＤＶＤにバーコードの読み取り機をピッと押し当てた。


    　店の外に出ると、既すでに太陽は地平線の彼方かなたへと沈みかけており、空は天頂に向かって薄紫から群青色のグラデーションを描いていた。太陽と反対側から、仄ほの白じろい下か弦げんの月が昇ってきている。賑にぎやかな商店街を出ると、道端にはぽつりぽつりと街灯が灯ともっていた。辺りに漂う夕ゆう闇やみの合間に人の世の温ぬくもりを感じながら、俺たちは道を歩いてゆく。


    　やがて、「見終わったら、次は俺に貸してくれ」と言う笹ささ塚づか先輩と別れ、俺は一人帰路へと就ついた。手にはしっかりとＤＶＤのパッケージを握りしめている。自然と足は軽くなり、鼻歌が口をついて出た。温やかな夜風が体を通り過ぎてゆき、サンダルはカランコロンと軽快なスタッカートを奏でる。街灯から伸びる自分の影も、心なしかはしゃいでいるように見えた。


    　こうして暗夜行路を辿たどって神社に帰りついた俺は、鳥居をくぐり抜け、石段を一段飛ばしで駆け上がった。サンダルが危うくすっ飛びそうになった。境けい内だいに入ると鎮守の森は夕闇の中に沈み、参道に並ぶ石いし灯どう籠ろうには橙だいだい色の明かりが灯ともっている。幻想的な日本の原風景だった。その風景に胸を打たれ、俺は浮足立っていた己おのが精神を深く戒いましめた。事に及ぶにあたっては、冷静沈着でなくてはならぬ。それが武士道である。俺はみなぎる血潮を理性という手た綱づなで御し、逸はやる心を抑えて一度深く呼吸をした。


    　社務所の裏側を抜け、建てつけの悪い玄関扉をガコガコと開け放つと、懐かしの我わが家は常にもあらず真っ暗でシーンとしている。秋風のような寂せき寥りようが、シクシクと俺の心を苛さいなんだ。この空くう隙げきを埋めるために為なすべきことは、もはや一つしかあるまい。俺は淀よどみのない足取りで真まっ直すぐにリビングへと向かい、部屋の電気を点つけた。


    　普段は家族四人で過ごしているリビングが、今日はやけに広く感じられる。気分はさながら単身赴任のサラリーマンといったところか。今日はこの広いリビングに俺一人、つまりは絶対王政であり、治外法権である。


    　俺はテーブルの上に置かれているリモコンへと手を伸ばし、電源を入れた。臨場感をＭＡＸにするために、自分の部屋からヘッドフォンも持ってきて、プラグを差し込んで耳に当てる。傍かたわらには、ティッシュケースをスタンバイ。こうして万全の態勢を整えた俺は、テレビの下に備え付けられているＤＶＤプレーヤーに件くだんの桃色ＤＶＤを押し込んだ。


    　やがて液晶画面には、平和なお茶の間を冒ぼう涜とくするような猥わい褻せつ映像が堰せきを切って流れ出す。初めの方の場面はどうでもいいと言えばどうでもいいのだが、無論のこと早送りするような無粋な真ま似ねはしない。今日は時間もたっぷりあるし、闖ちん入にゆう者の気配に脅おびえる必要もないのだ。俺はリビングのソファにどっしりと腰を据すえて両腕を組み、三文役者たちの茶番劇ストロベリートークに付き合った。


    「お邪魔するぞ～。誰だれかおらんのか～」


    　なんか縁側の方から、女の声が聞こえた気がする。幻聴かな……今日は俺以外に、家に人はいないはずだしな。


    「お～い、誰かいないのか～？」


    　微かすかな違和感を感じはしたものの、今の俺を止めることはもはや、全盛期のアーノルド・シュワルツェネッガーですら不可能であった。俺は再び全身全霊を込め、テレビ画面へと精神を集中する。ＤＶＤのシーンが進行するにつれて俺の股こ間かんの懐ふところ刀がたなは熱膨張を繰り返し、下半身のエントロピーは増大していった。こうして虚心坦懐に鑑賞を続けているうちに、画面の中のにゃんにゃんはとうとう濡ぬれ場にまで到達し、俺の益ます荒ら男おぶりはますます意気軒高に燃え上がった。


    　時、満ちる──


    「なんだ、ここにいたのか。いるならいるで、返事をせいよ」


    　俺がおもむろにベルトを外し、「ハイヤァアアアアアア～～～ッッッッ!!」と裂れつ帛ぱくの気合いとともにズボンを下ろしたのと、雪せつ花かがガラッとリビングの扉を開けたのとは、ほとんど同時の出来事であった。


    　空気が、固まった。


    



    　かくして俺の健すこやかなる日常生活は、突如として足元から音を立てて崩れ去っていったのである。


    



    　　　　　２


    



    　覆ふく水すい盆に返らずとは、まさにこのことであろう。


    「何やっとんじゃ、おのれはあああああああ!!」


    　叫びながら、雪花は俺の左ひだり頬ほほに平手を飛ばしてきた。その横よこ薙なぎの打撃に対して俺は北ほく斗と剛ごう掌しよう波はでカウンターを入れることも出来たのだが、この場では甘んじてその一打を受け入れた。正直すまんかったと思っている。この一打をもって、禊みそぎとされたし。


    　暴力に対して暴力で返報するを潔いさぎよしとせず、俺は極めて冷静に「落ち着きたまえ」と両手を挙げて降リザ伏インの意志を示しながら、雪花に歩み寄った。しかし、そんな紳士的な振る舞いに対して返ってきたのは、和解の握手ではなかった。雪花は「近寄るな、変態が！」と、さらに右の頬に平手を飛ばしてきたのである。マリアナ海溝よりも深く反省していた俺は、なんなら左の頬を張られたら右の頬を差し出すにやぶさかではないくらいの気分だったのだが、左右からの連撃を避よけようともせずに真っ向から食らってしまったため、テンプルは激しく揺らされ、意識がブラックアウトしてしまった。


    　……………………


    　──それから俺は、どれくらいの間気を失っていたのだろうか。


    　ゆっくりと覚かく醒せいしてゆく意識。


    　ジンジンと痛む左右の頬。


    　身を起こして周りの状況を確認してみると、どうやら俺はリビングの床に下半身丸出しの状態で横たわっていたらしい。抜き身のままだった愚息を、俺はそっと鞘さやに納めた。テレビの電源は、既すでに落ちている。試しにＤＶＤプレーヤーのトレイを開けてみると、中からは件くだんの桃色ＤＶＤが、いけしゃあしゃあと滑り出てきた。今までの出来事はすべて悪い夢で、トレイの中には案外『天使にラブ・ソングを…』でも入っているのではないかという俺の淡い期待は、ものの見事に裏切られた。ＤＶＤを回収する気力もなく、俺は黙ってトレイを押し戻す。


    　テレビの上の掛け時計を見上げてみると、時刻は七時半を指していた。


    　あっ、もうそろそろ夕飯の時間じゃ～ん☆　と考えられるほど、俺は頭の切り替えが早い人間ではない。俺は眉み間けんを指で押さえて、その場にうずくまった。最悪の気分である。食欲どころの話ではない。三大欲求を上回るほどに、ダウナーな気分である。なにせエクスタシーからのブラックアウトだ。人類が経験しうるこれより上の高低差は、もはやテクノブレイクしかあるまい。


    　俺の心は、今にもポキンと音を立ててへし折れてしまいそうだった。しかし、なんとか事態を好転させるべく、俺は折れかけた自分の心を鼓舞し、よろよろと床から立ち上がって近くの椅い子すに腰かけた。そして椅子の上に折りたたんであった朝刊を広げ、第××期竜りゆう王おう戦せんの棋き譜ふを読む。オーケー、大分気持ちが落ち着いてきたぜ。状況の整理をしようか。


    　まずは、とびっきりの悪いニュースが一つある。俺は家族が家を留守にしている隙すきにリビングで自慰行為に及ぶという、健全な男子高校生ならば誰だれもが果たすべきであろう責務を果たした結果として、不覚にもその現場を女に目撃されてしまったぜ。警察に通報されたとしても、なんら文句は言えない不祥事といえよう。俺の脳裏を、満面の笑えみを浮かべるピーポ君の姿がよぎった。


    　なんてこったい。俺はこんなつもりじゃなかったんだ。こんな俺を産み、今まで育んでくれた両親に申し訳が立たん。俺のことを尊敬してくれているであろう妹にも、合わせる顔がない。穴があったら入りたいよ。しかし人間が身を隠せるほどの大穴が日常生活においてそうそう都合よく開いているはずもなく、俺は仕方なく朝刊の紙面に顔をうずめることによってその代わりとした。


    　しかし、捨て鉢になるのはまだ早い。


    　まず、俺が目を覚ましたこの場所は、どう見ても我が家のリビングである。つまり俺は未いまだに留置所に放ほうり込まれてはいないし、所轄の刑事さんからカツ丼をすすめられてもいない。もし雪せつ花かの俺に対する評価が完全に変質者として固定されてしまっているのならば、今いま頃ごろ俺の両手には手錠がかけられていてしかるべきではあるまいか。しかし、そうはなっていない。ということは、雪花は未だに俺に対していくばくかの信頼を置いてくれているのではなかろうか。


    　そんなに心の広い人間がこの世にいるものだろうかとも思ったが、よく考えてみればあいつは人間ではなく神のはずである。しかも、どこか他よ所その神社ではなく、外ほかでもないこの白はく狼ろう神社の神のはずである。ということはつまり、神社の息子むすこである俺の言動は、幼少の頃ころからずっと見守ってきたはずだ。そして今俺の半生を改めて顧かえりみるにつけ、ところどころがＲ18指定に引っかかってしまうという点にさえ目を瞑つぶれば、清廉潔白の四文字をもって総括とする外なかった。生まれてからこの方積み上げられてきたこの信頼関係が、果たしてたった一度の火遊びですべて水泡に帰してしまうものなのだろうか？　もしそうなのだとすれば、浮き世はあまりにも世せ知ち辛がらいと言わざるを得まい……。


    　そもそも、この事件は決して俺が故意に引き起こしたものではなく、完全な事故である。俺がヘッドフォンを付けていなければ、もう少し周りの状況に対して注意を払っていたならば、雪せつ花かがよりによってこんなときにうちを訪ねてこなかったならば、この不幸な事故は未然に防げたはずであろう。誰だれにも悪意はなかった。ただ、幾重もの悪い偶然が重なってしまったのだ。そう考えてみると、この一件に関しては俺が悪いのではなく、俺以外の全世界が悪いのだという抗弁も成立するような気がしてきた。おそらく閻えん魔ま大王さまも、この件に関しては情状酌量の余地ありと、閻魔帳に太鼓判を押してくれるのではないだろうか。


    　俺は、ふ～む……と大きく息を吐き、新聞紙から顔を上げた。


    　そんなわけないわなぁ……いかなる詭き弁べんを弄ろうそうとも、ここからの形勢の逆転は不可能であろう。俺に出来ることはただ一つ、誠心誠意、真心を込めてひたすらに謝りたおすことしかない。せめて、悪気はなかったのだということくらいは伝えよう。剣道部ではいつも稽けい古こ前に神前に礼をしているため、俺は座礼のフォームだけは完かん璧ぺきである。まさかそれが実生活で役に立つ日が来るとは思わなかったし、来てほしくもなかったのだが、なんにでも首は突っ込んでみるものよのう。俺は椅い子すの上に正座し、両手を真まっ直すぐに前に差し出して頭を下げる所作を繰り返した。


    　こうして座礼の素振りを繰り返しているうちに、不思議と心まで落ち着いてきた。精神の平へい衡こうを若干取り戻した俺は椅子から立ち上がり、先ほどまではリビングにいたはずの雪花を捜すため部屋を出た。


    　その姿は、すぐに見つかった。


    　雪花はリビングを出てすぐ、応接間を挟んだ向こうの縁側に、こちらに背を向けて座っていた。心なしかその背中からは不動明王像が身にまとうドス黒い炎のようなオーラが立ち昇っているようにも見えるが、それは俺の臆おくする心が見せる幻影なのだと信じたい。


    「いよっす！」


    　内心の動揺を覚さとられぬよう、俺はなるべくフランクに声をかけながら、雪花に近寄る。


    「止まれ」


    　一喝。


    「それ以上無断で近寄ったら、重大な結果を招くことになるぞ」


    「…………」


    　重大な結果ってなんだよ……と心の中で突っ込みつつも、俺は若干の距離を取って雪花の隣に座った。縁側から外の景色を眺めてみれば、空の上には煌こう々こうとした下弦の月が出ており、庭からは穏やかな蝉せみ時雨しぐれが聞こえてくる。夜風に撫なでられた風鈴が、リィンと涼しげな音を立てた。か～っ、風流だねえ、日本の夏だねえ！　などと言っている場合ではない。俺は横合いから、恐る恐る雪花の表情を窺うかがった。


    　その表情からは特に怒気は感じられないが、だからといって安心など出来ようはずもない。能面は、ときとして般はん若にやの面よりも恐ろしいのだ。真の怒りとはそういうものである。マグマは静かに燃えたぎるものなのだ。


    　しかし、こうしていつまでも遠間から顔色を窺うかがい続けたところで、延々と負のプロファイリング結果が導き出されるばかりであろう。俺は不退転の覚悟を決め、床に両手をついて雪せつ花かに向けて深々と頭を垂れた。


    「本当に、申し訳ありませんでした」


    「…………」


    　どうだい、綺き麗れいな座礼だろう？　またの名を、土下座という。やれやれ、歯車が一つ食い違っただけで、人間こうも落ちるものか……まこと人生とは、重きを負うて遠き道を行くがごとしよ。幼き頃ころは千せん谷たにの神童とまで謳うたわれたこの俺が、今となっては世界最高のお笑い種ぐさであろう。


    　しかし万人が笑おうとも、天は決して笑うまい。このような窮地に立たされたときにこそ、その人間の持つ真の人間性は試されるのだ。俺の誠実な対応はやがて、この荒すさみきった大地に信頼という名の花を芽吹かせることであろう。そんないつ来るともしれない遠い未来に思いを馳はせながら、俺は心して雪花の反応を待つ。


    「………………」
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    「………………」


    　数秒後。


    　恭順の意を表し続ける俺にとうとう根負けしたのか、雪せつ花かは「はぁ……」と深い溜ため息いきをついた。


    「まったく、キミは何をやっているのかと思えば……」


    　両腕を組んで庭先の風景を眺めながら、雪花はぶつくさと文句を言い始めた。


    「自慰行為というものは、もっとコソコソと夜陰にまぎれてするもんではないのか？　秘すれば花なりという言葉を知らんのか。それをキミときたら、なにリビングで大手を振ってハッスルしとんのじゃ！　公然猥わい褻せつ罪だろ！」


    「いや、俺だっていつもあんなに大っぴらに行為に及んでいるわけではないぞ……」


    　俺は自みずからのささやかな名誉を守るため、控えめに抗弁を試みる。


    「でも今日は家族がみんな留守だったから、ひゃっほー！　祭りだー！　みたいなテンションで、盛り上がっちゃったんだもん」


    「阿あ呆ほか！　祭りだからといって羽目を外すにも、自おのずから限度というものがあるだろうが！　祭りだったら、人殺しをしてもいいのか！」


    「………………」


    　返す言葉もございませぬ。


    「まったく、いくらなんでも狼ろう藉ぜきが過ぎるだろう。ここ五〇〇年の中でも、一、二を争う無む体たいだぞ。出会ってまだ一週間ばかりだというのに、大物だなあ、キミは!?　あぁん!?　一人名勝負数え歌だなあ!?」


    「いや、本当にすみませんでした」


    　喋しやべっているうちにどんどんと怒りのボルテージを上げていく雪花さんに、俺はただただ頭を下げ続けることしか出来なかった。普段の俺ならば「うるせぇ！　世間からの後ろ指を一々気にしていて、実り豊かなオナニーライフが送れるか！　『会場にいる奴やつはすべて敵』と豪語していたタイガー・ジェット・シンの気骨を見習えよ！」と逆切れの一つでもかましているところなのだが、いくら無頼漢でならした俺でも、今日という今日は、この状況に至るまでの粗相が過ぎたという自覚はある。したがって今の俺は、どのような罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけられようとも、頭を深く垂れて謹つつしんで受け入れる所存である。


    　実るほど　頭こうべを垂れる　稲穂かな……


    　俺とて、齢よわい一七の日本男児である。もう子供ではない。過去の自分の過あやまちを認め、超克するくらいの度量は持ち合わせているのだ。だいたい人間飛翔するためには、まず身を屈さなければならねーもんなんだよ。思春期の青年が野郎漢おとこ祭りの現場を目撃されるなど、下へ手たをしたら自死にすら至りかねない精神的恥ち辱じよくではあるが、そんな自分を認め、乗り越えることにより、青年はまた一つ精神的な成長を遂げるわけよ。ルソー著『エミール』の言葉を借りるならば、第二の誕生である。


    「なんだ、いつにもなく謙虚だな」


    　こうして愚直な心意気でひたすら平身低頭を決め込む俺を見つめ、雪せつ花かはふ～むと鼻を鳴らした。


    「それだけ深く反省しているということか。まあ、あれだけの大罪を犯したのだから、当然といえば当然だがな。仕方ない。その謙虚な態度に免じて、今回だけは特別に赦ゆるしてやろう。本来ならば、とても赦されざる罪業なのだがな」


    　おお、慈悲深い……ともあれ、これでようやく落ち着いて会話が出来る状態になったようである。やれやれ、トラウマもんの大事件でしたな。


    「それにしても、お前が家に来るのは久しぶりだな。二週間ぶりくらいか？」


    「そうだな」


    　今日は七月一七日（金曜日）、宮みや辻つじ高校終業式の前日である。俺と雪花が七月五日（日曜日）に那な由ゆ他た山に登ってから、既すでに一二日が経過している。


    　その一二日の間、俺は死闘を繰り広げていた。


    　なぜなら宮辻高校では七月一〇日（金曜日）から七月一五日（水曜日）にかけて、間に日曜休みを一日だけ挟み、六日間にも及ぶ期末試験が実施されていたからである。そのことは雪花も承知していたのか、七月五日に那由他山から白はく狼ろう神社に帰還した夜、


    「今日からキミは試験期間で忙しいだろうから、しばらくはそちらに専念せい。神官としての仕事は、試験が終わってからでよい。私は私で、やることがあるからな」


    　などとフラグのようなものを立ててから、神社の本殿の方へと去っていった。


    　それからというもの、雪花はどうやら本殿に居住していたらしく、たまに境けい内だいで顔を合わせたりしつつも、ときは現在に至る。


    「キミの試験も、もう終わっただろう？　今日からまた、神官見習いとしての仕事に励んでもらうぞ」


    　またよろしくな！　みたいな表情を浮かべる雪花。しかし、俺はその言葉にゆっくりと首を横に振った。


    「いや、すまん。実は、俺の試験はまだ終わっていないぜ」


    「へ？」


    　予想外の回答だったのか、雪花は数瞬目をパチパチと瞬しばたたかせた。


    「いや、期末試験は七月の一五日までだろう？　そして、今日は一七日だ。間違いなく、試験はもう終わっているはずだろう」


    「本来ならばな……」


    　俺は重々しく両腕を組み、苦虫を噛かみ潰つぶしたようなダンディな表情で言葉を続ける。


    「だが、俺は英語のテストで四五点を切っちまった。だから、追試を受けなければならん」


    　宮みや辻つじ高校のテスト制度では四五点を下回る点数は赤点と呼ばれ、赤点を取ってしまった生徒は追試を受けなければならない定めとなっているのだ。そして追試でも延々と四五点を下回り続けるようならば、進級判定という欠席裁判にかけられた挙あげ句く、留年させられてしまう恐れがある。今の俺は、そうした未み曽ぞ有うの危機に立たされているのだ。


    「あ～……そうか、追試か……」


    　俺の説明を聞き終えた雪せつ花かは、なんだか生温かい目つきでこちらを見つめた。


    「そうだなぁ……キミは馬ば鹿かだもんなぁ……そりゃあ、追試も受けるわなぁ……」


    「……」


    　いやいや、なに私の配慮が足らんかった……みたいな顔つきをしてくれてんだ。「え～？　孝こう介すけ君が追試～？　やだ～、意っ外～！」みたいなうすら寒いリアクションを、社交辞令でもいいから返してくれよ。いっそのこと、「追試とか馬ばっ鹿かで～！」と笑い飛ばしてくれても構わない。だけど、その腫はれ物ものに触るようなリアクションだけはやめて！　優しさは、ときとして人を傷つける。


    「まぁ、それならそれで仕方ない。で、その追試はいつあるんだ？」


    「いや、明日だけど」


    　先日、担任の吉よし田だちゃんから、「立たち花ばな、お前英語の点数が足らなかったから、終業式の日に追試な」という通達があった。ゆえに、俺は試験期間が終わった後も、勉強を続けなければならなかったのだ。


    「いや、明日ってキミ……」


    　そんな俺の言葉に、雪花はびっくりしたように目を丸める。


    「明日追試があるというのに、今日は祭りだー！　とかはっちゃけてたのか……？」


    「う、うるせーな！　あれは、ちょっとしたティーブレイクのつもりだったんだ。勉強するにも、適度な休憩は必要だろうが！」


    　妹からメールが来るまでは、俺は自室の机に向かって真ま面じ目めに勉強していたのだ。そして、ちょっと集中力が切れてきたな～という時間帯に、妹が余計な情報をメールで吹き込んできやがったため、ちょっとしたティーブレイクを挟もうとしただけだったのだ。それが結果としてテクノブレイクにまで至りかけてしまったことについては、遺い憾かんの極みとしかいいようがない。


    「しかし追試があるのならば、神官見習いとしての仕事をすぐには再開できそうにないな。仕事の話は、明日以降にするか」


    「そうしてくれると助かる」


    「まったくもう。キミは怠なまけていないで、きちんと勉強せいよ。学生の本分は、あくまでも勉強なんだぞ」


    「怠けているとは心外だな」


    　雪花の心ない批判に、俺は肩を竦すくめた。


    「俺は決してやる気がないわけじゃねえ。ただ、いちじるしく能力が欠如しているだけだ」


    「阿あ呆ほか、なお悪いわ！　こんなところで油を売っとらんで、さっさと勉強せい！」


    　言われんでも、俺は元よりそのつもりだったんだ。しかし束つかの間まのはずだったティーブレイクが思いもかけず長引いてしまったため、時刻は既すでに八時を過ぎてしまっていた。普段ならば、夕飯を食べ終えているくらいの時間である。こんなときでも、変わらず腹は減る。そして、腹が減っては戦は出来ぬ。太陽が東から昇るように、人間には常に食欲、性欲、睡眠欲の三大欲求がつきまとうものなのだ。


    「ところで俺は勉強前に軽く飯食うけど、なんならお前も一緒に食ってくか？」


    　試しに夕飯に誘ってみると、雪せつ花かは「おお～」と両目を輝かせる。


    「それでは、相しよう伴ばんに与あずかるとするかな。私は小豆あずき飯めしが食いたい」


    「そんなマイナーな食い物が、そうそう都合良く置いてあるわけねーだろ！　チャーハンと野菜炒めで我慢せい」


    　というわけで俺は縁側からリビングへと帰還し、雪花をダイニングテーブルの椅い子すに腰かけさせてから、調理を開始した。まずは野菜炒め。フライパンにオリーブオイルを引き、ありあわせのキャベツとピーマンと豚肉とモヤシをぶっ込み、塩コショウで味を調える。これで野菜炒めの完成である。次はチャーハン。フライパンにオリーブオイルを引き、ありあわせの卵と残飯と豚肉と長ネギをぶっ込み、塩コショウで味を調える。これでチャーハンの完成である。調味料なんぞ、オリーブオイルと塩コショウだけあれば事足りる。これが男飯よ。グリーンハーブやバジルの葉っぱなんざ、女子供の細腕が使うものだ。大の男が、そんなチマチマしたことやってられっか！　日本男児をあんまり舐なめてんじゃねーぞ！　まぁ、たまにはいいんじゃないっすかね。こんな豚のエサみてーな夕飯も。


    　しかし俺一人の夕飯なのならばともかく、よくよく考えてみれば、それは客をおもてなしするのにはあまりにもお粗末な料理ではあったかもしれない。雪花は恭うやうやしく食卓に並べられたなんとも大おお雑ざつ把ぱな料理群を眺め、ピクリと眉まゆをひきつらせた。しかし「こんなもん食えるか！」と銅ど鑼ら声ごえを張り上げて卓ちや袱ぶ台だい返しをするでもなく、「お・も・て・で・ろ」と満面の笑えみを浮かべながら親指で玄関の方を指さすでもなく、素直に「いただきます……」と頭を下げた。そしてしょぼくれた顔で野菜炒めのキャベツを齧かじって「キャベツの味がする」と言い、ピーマンを齧って「ピーマンの味がする」と感想を述べた。


    「素材の味だな」


    「そうだなぁ……」


    　見ていて気の毒になるくらい、テンションだだ下がりである。なんかごめんな！　でも、これが俺の精いっぱいなんだ。俺は普段料理なんてしないからな。男子厨ちゆう房ぼうに立ち入らずである。


    　食後。


    「ところで今度の仕事とやらは、一体どんなのだ？　話だけだったら、今でも聞けるぞ」


    　心ここ地ちよい満腹感と共に麦茶で一服しながら話を振ると、テーブルの向かい側で同じく麦茶を飲んでいた雪せつ花かは「うむ」と頷うなずいた。


    「まあ、話だけなら今してもよいが、キミの追試の方は大丈夫なのか？」


    「ああ。正直な話、試験が終わった時点で、英語は赤点だろうという予想はしていたからな。試験が終わった後も、追試に向けて抜かりなく準備はしていた。だから実のところ、今はそこまで切羽詰まってもいねーよ」


    　英語の試験は最終日だったのだが、そこに至るまでの連戦により、既すでに俺の心身はボロ雑ぞう巾きんのようになっていた。そのため試験最終日前夜、俺は英語の試験範囲の勉強が終わる前に力尽きてしまい、結果として英語のテストの出来栄ばえたるや我われながら惨さん憺たんたるものだったと自覚している。


    　そのため俺は試験が終わった後も決して兜かぶとの緒を弛ゆるめることなく、お上からの沙さ汰たを待つ赤穂あこう浪士のような神妙な心持で、英語の勉強を続けていたのだ。そのおかげで、今はある程度の余裕がある。俺は確かに馬ば鹿かかもしれないが、己おのれの至らなさを自覚している。そこら辺が、凡百の馬鹿どもとは明確に一線を画する点であろう。その俊敏さをテスト前に存分に発揮していればそもそも追試など受けなくても済んだのではないかという突っ込みは、言いっこなしである。


    「ふ～む、そういうことならば、話だけでもしてみるか。今のキミの状況とも、あながち無関係な話ではないかもしれないしな」


    　雪花はそんなことを呟つぶやきつつも席を立ち、リビングから縁側の方へと去っていった。


    　待つこと、しばし。


    　やがて雪花はノートパソコンを胸に抱かかえて、リビングへと帰ってきた。


    「あ──」


    　ノートパソコンに目を留めた俺は、思わず椅い子すから腰を浮かしかける。


    「む、なんだ？」


    　そんな俺の様子を見つめ、雪花はいぶかしげに首を傾かしげた。


    「この、ノートパソコンがどうかしたのか？」


    「…………」


    　ノートパソコンが見当たらないと思ったら、てめぇが──!!　と俺は一瞬ブチ切れかけたのだが、しかし下へ手たに糾弾してせっかく終わった一件を蒸し返すのもなんである。


    「いや、なんでもない」


    　と平静を装い、俺は改めて椅子に腰かけ直した。


    「ふむ、そうか？」


    　雪花は若干いぶかしがりつつも、ノートパソコンをテーブルの上に置き、俺の隣の椅子に腰かけた。


    　このノートパソコンは家族全員の共有であり、使いたい者が使いたいときに適てき宜ぎ使えることになっている。そして横のＵＳＢポートには無線ＬＡＮカードがささっており、陸の孤島である白はく狼ろう神社から電子の大海へとアクセスする唯一の蜘く蛛もの糸にもなっている。


    　雪せつ花かは、そのパソコンの電源を入れた。俺が横からパソコンを覗のぞき込んでみると、液晶にはログイン画面が表示されている。雪花は手なれた様子でタタタンッとキーボードを叩たたき、パスワードを入力した。やがて妙に耳に優しい起動音と共に、パソコンが立ち上がる。流れるように自宅のパソコンのセキュリティが破られる様さまを目まの当たりにし、俺は戦せん慄りつした。


    「ちょっと待てや！　なんでお前がうちのパソコンのパスワードを知ってんだ！」


    「やかましいなあ。耳元で騒ぐな。キミの親父おやじ殿から直接聞いたんだから、問題なかろうよ。神と神官とは、もともと家族みたいなものだしな」


    　うわあ、その距離感の詰め方、俺には付いていけないわ～。もし海外のホームステイ先で同じことをやらかしたら、ステイ先の家族一同から白い目で見られた挙あげ句く、気まずい残りステイ期間を過ごす羽目になること請け合いであろう。まったく、親父の野郎は何考えてやがるんだ。行動力のある馬ば鹿かほど厄介なものはねぇんだぞ。そんなに気軽に、自宅のパソコンのパスワードを教えちまってもいいのかい？


    　そんなことを考えつつ呆あきれ果てる俺を尻しり目めに、雪花はデスクトップ上のＩｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒアイコンをダブルクリックし、お気に入りの欄から「白狼神社」なるウェブページにアクセスした。


    　やがて画面上にはデデーンと、「白狼神社」と銘打たれたホームページが表示される。トップページには境けい内だいから本殿を撮った写真が掲載されており、画面から奏かなでられる味わい深い雅楽の音色が、俺の心を掻かき乱した。


    「おい！　おい！　おい！　なんだこれは！」


    　俺は思わず大声を上げて、隣でパソコンを操作する雪花の肩を揺さぶる。それ見たことか！　早速なんかやらかしちゃってるよ、このおてんば娘は！


    「なんだこれはって、見たまんまだよ。我われらが白狼神社のホームページだ。キミが試験期間中で忙しい間に、私が作っておいた。宮みや辻つじ高校や商店街からもリンクしてもらっている。本日のアクセス人数の下一ひと桁けたをクリックすると、おみくじが引けたりもするぞ」


    「阿あ呆ほか、そんな枝し葉よう末まつ節せつはどうでもよいわ！　お前はなに勝手に白狼神社の看板を掲げて、インターネットの大海に漕ぎだしてんだよ！」


    「勝手にではないよ。親父殿には、きちんと断りを入れたよ」


    　まったく、また親父の認可かよ。あいつは、なんでもかんでも認可しやがるな。もう少し後先ってもんを考えてほしいもんだ。


    　俺は静かに嘆息を漏もらして液晶から目を逸そらし、リビングの天井を見上げた。


    　ホームステイどころの騒ぎではなかった。軒を貸して母屋を取られるとは、まさにこのことであろう。


    「いいか。ＩＴに疎うとい親父おやじや、時代錯誤のお前にゃあ分からんかもしれんが、インターネットの世界は、素しろ人うとがそんなに気安く足を踏み入れていい場所じゃないんだ」


    　俺は噛かんで含めるように、雪せつ花かに言って聞かせた。


    「お前はちょっとした気まぐれでこんなことをしているのかもしれんが、ウェブサーバーに情報を送信するということは、全世界に情報を送信するということに等しいんだぞ。ひとたび不祥事を起こせばたちまちホームページは炎上し、うちのような零細神社などあっという間に燃え尽きてしまうわ。そういったリスクを、きちんと理解しているのか！　インターネットは決してサファリパークじゃねえ、弱肉強食のサバンナだと思え」


    「勿もち論ろん、そんなことは百も承知よ」


    　雪花は心外だと言わんばかりに頬ほおを膨ふくらませる。


    「私はワンクリック詐欺サイトに田た代しろ砲ほうをぶち込んで、『うはｗｗｗ　請求金額一兆円突破ｗｗｗ』とかやってた時代からの、古参ネットユーザーなんだぞ。それくらいのリスクはきちんと把握している」


    「いや、それ多分大して古参でもねーよ！」


    　俺の中での古参ネットユーザーとは、パソコン通信時代から電子の海で暗躍し、その後の行方ゆくえは杳ようとして知れない英霊たちのことなのだが。


    「そもそも、そんな昔からどうやってお前はネットに接続できてたんだよ。まさかうちのパソコンをこそこそ使ってたわけでもねーだろ？」


    「勿論、そんなことはしとらんよ。光回線は、天界にも繋つながっているからね。天界から直接アクセスしていたよ」


    　なんだ、その衝撃の事実は。光回線って、そんなに万能なのかよ。そういえば、「物理法則が光を支配しているのではない。光が物理法則を支配しているのだ」って、物理部の奴やつが昔言ってたような気がする。そのときはその言葉の意味がよく分からんかったが、つまりはこういうことなのかも分からんね。


    「え～い、ちまちまと尻しりの穴の小さい男よのう！」


    　物理法則とネットモラルについて色々と思い悩む俺に対し、雪花は両手でバンとテーブルを叩たたき一喝した。


    「神社の人間ならば、その一挙手一投足が世間から注目されて当たり前だ！　その範囲が全世界に広がっただけの話だろうが！　今さら何を尻しり込みしている！　リビングで自慰行為は出来るのに、ホームページの公開は出来んのか！　キミの倫理基準は滅茶苦茶だな！」


    　お前の極論の方が滅茶苦茶だよ。俺はよっぽどそう突っ込みたかったのだが、リビング自慰行為事件のことを持ち出されると辛つらい。心の傷口に塩を塗り込まれるような気分である。自分の一挙手一投足が全世界に晒さらされるなど精神衛生上とても宜よろしくはなく、俺の胃腸のファイアウォールは早くも陥かん落らくしかけていたのだが、背に腹は代えられまい。俺は早々に話題を切り替えるべく、


    「で、このホームページがどうしたんだ？」


    　と話を先へと進めた。


    「うむ」


    　雪せつ花かは頷うなずく。


    「私はこのホームページ上で神社の紹介をするだけではなく、メールやチャットで悩み相談も受け付けている。悩みの内容を書いて神社のメアドに送ってくれれば、私直じき々じきにその悩みの解決に乗り出す。こうしてホームページに寄せられる悩み事を一つずつ解決していけば、徐々に白はく狼ろう神社の名声も高まっていくというわけだ」


    　またそのパターンっすか。俺は一つずつ悩みを解決していけば神社の名声もやがて高まっていくだろうというそのロジックからは、浜の真ま砂さごを手で掬すくい続けるような空むなしさを感じるばかりなのだが、悠久の時を生きる神は人間と異なり、それくらい気を長くもって事に臨のぞんでいるのかもしれない。


    「それで、実際に何か相談は寄せられたのか？」


    「うむ。ハンドルネーム『Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ』さんという人から、相談を一通受け取った。その内容については当人とチャット上で話をしたので、過去ログを見てもらいたい」


    　なんだその「Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ」とかいうご大層なハンドルネームは……俺は反射的にそう突っ込みかけたのだが、話の腰を折るのも何かと思い、管理者権限でチャット欄の過去ログを開く雪花の手つきを黙って見守った。


    　やがてパソコン上には、チャットの文字列が表示される。


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんが入室しました


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『Ｃｈａｏ～』


    雪花『おいすー』


    「お前ら、人の家のパソコンで勝手に和なごんでんじゃねえよ」


    　俺の突っ込みをよそに、チャット上でＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんと雪花の会話は続いた。


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『悩みがあります』


    雪花『どうぞ』


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『実は私、白狼神社のご近所の宮みや辻つじ高校というところで』


    雪花『はい』


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『英語の教師をしているのですが』


    雪花『なんと』


    　チャット特有の遅々とした会話進行にブチ切れそうな諸兄のために、俺がかいつまんで、こいつらの会話内容を要約しよう。


    　どうやらこのＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんとやらは宮みや辻つじ高校で英語教師を務めているらしく、担当学年は二年だと言う。つまりは、俺の学年担当の英語教師だ。奇妙な偶然もあったものだと思ったが、よく考えてみれば白はく狼ろう神社のホームページは開設されてからまだ一週間余り。そんな早々にこのページを訪れるのは、リンクしてもらったという宮辻高校の関係者や、商店街の人々といった地元の人間くらいしかいないのは必然ともいえよう。


    　そして肝心のＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんの相談内容というのは、宮辻高校の学生たちの定期試験成績が今一つ振るわないということだった。


    雪せつ花か『それは宮辻高校の生徒たちが、単純に馬ば鹿かだからではないですか？　私の知り合いにも、あそこの生徒がいますが、それは大層な馬鹿ですよ』


    　やかましいわ。


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『いいえ。うちの高校の生徒たちは、決して馬鹿ではないのです』


    　Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんは健けな気げにも、雪花の「それを言ったらお終しまいだろ」な指摘を否定した。


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『授業で英語を教えている感触としては、みな非常に物分かりがよいのです』


    雪花『そうなんですか』


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『はい。しかし、それがなぜかテストの点数にはなかなか反映されないのです。これは何か、外的な力が働いているような気がします』


    　これは何もＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんが常つね日ひ頃ごろから嗜たしなんでいる陰謀論の類たぐいの妄想ではなく、きちんとした客観的なデータという裏付けがあっての見解らしい。普通、高校生の定期試験の成績というのはグラフに起こしてみると、平均点七〇辺りを頂点としたなだらかな山型となる。しかし宮辻高校の生徒たちの定期試験の成績をグラフに起こしてみると、どの教科においても平均点七〇の部分がへこんでいて、五〇点周辺（つまりは赤点切りぎりぎり）と九〇点を超える優等生部分が盛り上がっている、所いわ謂ゆるくぼ地型になっているらしい。同じ平均点七〇でも、この二つのグラフは大いに内容が異なるのだ。


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『ですから平均点が高くても、赤点周辺の子の数も多く、教員一同大変に胸を痛めております』


    　Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんは、画面の向こう側で嘆いた。


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『九〇点を超える生徒も多いのですから、みなポテンシャルは高いはずなのに、それを十分に発揮できていない気がするのです』


    雪花『それは、由ゆ々ゆしき問題ですな』


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『はい。ですから、なぜこのような点数分布になってしまうのか、その原因を探りたいのです。そして出来うることならば、この問題を解決したいのです』


    雪花『分かりました。それではまず、その原因とやらを探ってみましょう』


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『お願いします』


    雪せつ花か『お任せください』


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ『ありがとうございます。それでは、失礼いたします』


    Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんが退室しました。


    　Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんと雪花のやり取りは、だいたいこのようなものだった。


    　過去ログを読み終えた俺は、「う～む」と腕を組んで考え込む。


    　俺の脳裏には、今年の春、宮みや辻つじ高校に赴任してきたばかりの新米英語教師であるＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさん（本名は田た中なかさん）の顔が浮かんだ。俺から見た田中先生は、新米教師特有の熱さと拙つたなさを併あわせ持った人であり、その教育熱心さには割りと好感が持てる。年も近いし、何かと話しやすい先生でもある。しかし、こんな得体の知れぬホームページ上で個人情報を軽々しく口外するのはどうかと思うし、こんな潰つぶれかけのボロ神社を頼ってくる時点で人を見る目もないのであろう。だが、なんだかんだで自分の家の神社を信頼して相談を持ってきてくれるというのは、悪い気はしないものだ。田中先生の教育熱心な悩みに対して、俺は出来る限りの助力はしたいと思った。


    「Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんが白はく狼ろう神社に寄せてきた相談は、だいたいこのようなものだ。そしてＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんの悩みを解決するためには、まずこの問題の原因を究明しなければならん」


    　雪花の言葉に対して、俺は首を傾かしげた。


    「いや、別にわざわざ原因の究明とかしなくても、お前が生徒全員の基礎学力を爆上げしてくれればいいんじゃね？　ご自慢の神じん通つう力りきとやらでよ」


    「生徒の学力を爆上げするって、キミはそう簡単に言うけどなぁ……」


    　雪花は難しそうな顔をして、眉まゆ根ねを寄せる。


    「那な由ゆ他た山に登っている途中で少し話をしたと思うが、人間というのは元来各おの々おのの精神から影響を受けながら生きているものなのだ。精神の在あり様ようが歪いびつであれば、当然外部に表れる体力や知力にも悪影響が出る」


    「あ～、そんな話もしていたような……」


    　那由他山山頂への道中、心頭滅却しても全然涼しくならねーじゃねーか！　などと俺が喚いていたときの話である。今となっては遠い昔の夢物語よのう。


    「うむ。そしてＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんが相談を寄せてきた問題は、生徒たちは潜在能力が十分あるのに、なぜか試験結果は悪いというものだ。潜在能力は高いのに、それが知力として反映されていない。端的に言えば、やる気がなかったり、やる気があっても空回りしているという状態だな。要するに宮辻高校の生徒たちには現在、まず精神の部分になんらかの問題があるということが考えられよう」


    「なるほど──つまりは最初にその精神の問題を解決しない限り、いつまでたっても表に出てくる知力も改善されないということか」


    「そういうことだ。精神の在あり方が間違っている限り、いかに神が助力を与えようとしたところで、人間上う手まくいかんものよ。人間が神社に願いを寄せるという行為は、神の助力を得るということ以上に、自分の精神が目指すべき方向を見定めるという意味合いが強いのだよ」


    「なるほどな～」


    　そういやあ、那な由ゆ他た山山頂への道すがらでも、雪せつ花かは同じようなことを言ってたな。人間が願いを叶かなえるためには、まず自分の願いがなんであるかを知らなければならない。しかし自分が本当に望むものがなんであるかを自覚している人間というのは、案外少ないものなのだと。


    「だから、まずは生徒の精神に悪影響を与えていると思われる何かを突き止めなければならないのだが──キミは、心当たりはないか？　実際に授業とテストを受けているのだから、何か思い当たるふしくらいはないのか？」


    「ふ～む……特に思い当たることもないが──」


    　俺は顎あごに手を当てて考え込みつつも、とりあえず今回の期末試験の一部始終を振り返ってみることにした。


    



    　　　　　３


    



    　これは七月一〇日（金曜日）から一五日（水曜日）にかけての六日間にわたる試験期間を戦い抜いた、一人の男の愛と真実のドキュメンタリーである。


    



    　まずは試験準備期間の話から始めよう。七月五日（日曜日）、那由他山から無事生還を果たした俺は、その日は疲労のあまり、家に帰ってからもノートパソコンで『Ｗｏｒｌｄ　Ｗａｒ　Ⅲ』というオンラインＦＰＳゲームをしたり、縁側で妹と花火をしたりすることしか出来なかった。したがって俺が本格的に試験勉強を開始したのは、翌日の六日からである。


    



    　七月六日（月曜日）、学校から帰宅した俺はすぐさま机に向かって勉強を開始した。開幕ダッシュや！　まずは古文、てめーからだ。文系選択クラス所属の俺は当然文系科目には精通しており、おまけにこちとら神社生まれ神社育ちよ。スキさえあればすぐに伊い勢せ参りに出かけようとする昔の連中と、シンクロナイズすることなど造作もない。俺は試験範囲の古文をちぎっては投げちぎっては投げ、その様さまはいとあらまほしけれど、やうやう勉強にも飽きてきた。


    　そこで俺は部屋の掃除でもして、気分の一新を図ることにした。掃除とは部屋をきれいに片づける行為であり、ゴミや要らないものを捨てる作業である。したがって、まずは要るものと要らないものを分別しなければならない。俺は自分の部屋に無秩序に蓄えられた書籍類を要るものと要らないものに分別するために一通り目を通す作業を始め、合間にご飯休憩や風ふ呂ろを挟み、気がついたときには夜中の二時になっていた。漫画の単行本から顔を上げて部屋の置時計を見た俺は、あまりの時間のすっ飛び様ように愕がく然ぜんとした。Ｅａｓｙ　ｔｉｍｅ，ｅａｓｙ　ｇｏ．楽しい時間は、すぐ過ぎる。しかし、嘆いていても失われた時間は戻ってこない。まあ、長い人生こういうこともあるさ。大切なのは何かをやろうとした意志であって、必ずしも結果ではないのだ。経営の神・松まつ下した幸こう之の助すけさんあたりも、多分そんな感じのこと言ってただろ！　そう考えた俺はその日は大人しく布ふ団とんに入り、スヤスヤと安らかな眠りについた。


    



    　七月七日（火曜日）、学校から帰宅した俺はすぐさま机に向かって勉強を開始した。さしもの俺も、もうそろそろ気が焦り始めている。今までの俺は、一体何をやっていたんだ！　これまでサボっていた分、あと三日間で消化しなけらばならない勉強量は天文学的な数値にまで膨ふくれ上がっている。日々の小さな拙せつ攻こうの積み重ねがある日莫大な負債となって降りかかってくる様は、さながらバタフライエフェクトを彷ほう彿ふつとさせた。その圧倒的な物量に完全に気を呑のまれた俺は奮起するどころかかえってやる気をなくしてしまい、机とベッドとリビングの間を行ったり来たりした挙あげ句く、最終的には胃痛をビオフェルミンで鎮めるという対症療法をもって事なきを得、その日はスヤスヤと安らかな眠りについた。


    



    　七月八日（水曜日）、学校から帰宅した俺はすぐさま机に向かって勉強を開始した。机に向かうと即座に副交感神経が刺激され、適度な眠気を催もよおしてくるのはもはやご愛あい嬌きようであろう。俺は机とベッドとリビングの間を行ったり来たりした。漫画も読んだし、飯も食った。腹ごなしに境けい内だいで竹刀しないの素振りをして、ストレッチで体をほぐし、風呂に入って汗も流した。充実した時間だった。やっていないのは勉強だけである。


    　う～む、どうも今日の俺は今一つ精彩を欠くなあ。ここは一いつ旦たん落ち着いて、期末試験対策フローチャート（自作）を辿たどってみよう。第一問、試験まであと二四時間以上の猶予は残されていますか？　→　ＹＥＳ　→　今日は寝て、英気を養いましょう。


    　なるほどな！


    　というわけで、俺は三日間にわたるトライアル＆エラーの積み重ねにより最適化された手順を踏んで布団にもぐり込み、その日はスヤスヤと安らかな眠りについた。


    



    　七月九日（木曜日）の俺の心境を一言で言い表すのなら、絶望という言葉以外になかろう。試験は明日に迫っているというに、とうとう俺は今日まで大した準備も出来なんだ。しかし後悔先に立たず、今は後ろを振り返っている余裕はない。退路は完全に断たれたのだ。かくなる上は前進あるのみである。


    　出来る出来ないじゃねえ、やるしかねーんだよ！


    　俺は今までの三日間はなおざりに向かっていた自室の勉強机に、今日こそは本気のテンションで向かった。学校が終わってからすぐ家に帰ってきて、今は午後の三時半。試験は明日の八時からだから、時間はまだ一六時間三〇分も残されている。カップラーメンが三三〇個も作れるぜ！　ならば今から試験範囲の勉強を一通り終わらせることも、実質的には不可能でも、物理的には可能なはずである。足らぬ足らぬは工夫が足らぬ。時間がないのなら、睡眠時間を削ればいいじゃない。


    　以上のようなスローガンのもと俺は一意専心し、睡眠時間を削って無理やり捻ねん出しゆつした埋蔵金、もとい時間をすべて勉強につぎ込んだ。それは「勉強、勉強、飯、勉強」という現役時代の権ごん藤どう博ひろしさんも真っ青のヘビーローテーションであり、修羅の道のりだった。そのおかげで七月九日以降の俺の記憶は、飯食ったことと、勉強したことと、試験を受けたことしか残っていない。それくらいに苛か烈れつな行程だったのである。累積疲労のあまり、テストに向かう途上の平和な朝の通学路が、死刑台へのグリーンマイルに見えるという重度の幻覚症状をきたしたりもした。俺は「やれやれ。では、逝ゆくとしますかな……」などと足取りも重く呟つぶやき、妹に「お兄ちゃん、頭大丈夫？」と正気を疑われるという微笑ほほえましい一幕もあった。


    



    　以上のような満身創そう痍いの状態で挑んだ七月一〇日（金曜日）から一四日（火曜日）にかけてのテスト期間は、まさに死闘の連続だったといえよう。


    　生物のテストではメンデルとともにエンドウマメの二遺伝子雑種とくんずほぐれつの検定交雑に明け暮れ、漢文のテストでは「いまだ生を知らず、いずくんぞ死を知らんや」という孔こう子し先生のお言葉に対して「俺、今まさに死にかけてますけど」と天を仰あおいで慟どう哭こくし、現代文では作者の気持ちになりきって羅ら生しよう門もんで追い剥はぎを働いたりもした。


    　数学のテストでは接線の方程式が忘却曲線の彼方かなたに埋もれてしまったため、それ関係の大問を丸々一つ落とすという、あたかも『アルジャーノンに花束を』の主人公のような悲劇に見舞われたりもした。余裕をもってノー勉でパスできたのは、保健体育のテストくらいだったのだ。


    



    　しかし、そんな死線の数々を乗り越えて、俺はとうとう試験最終日前夜にまで辿たどり着いた。そこに至るまでの道のりは決して平坦ではなく、波乱万丈だった。されど、俺は漂えど沈まなかった。そんな自分を、俺は誇りに思ってよかろう。


    　というわけで、七月一四日（火曜日）、試験最終日の前夜である。


    　最終日の試験科目は英語のみであり、これが終われば俺は晴れて自由の身となる。しかし、その日に至るまでの激戦の数々により、俺の灰色の脳細胞たちは既すでに精も根も尽き果てており、英単語を覚えようと大脳皮質から海馬領域へと呼びかけてみても、まったく反応が返ってこない。これはどうやら英語の勉強をする前に、脳細胞を活性化させてやる必要があるな。


    　そこで、俺は妙案を思いついたのだ。


    　俺はその案を早速実行に移すべくリビングへと向かい、ノートパソコンを自室へ持ち帰って電源を入れ、オンラインＦＰＳゲーム『Ｗｏｒｌｄ　Ｗａｒ　Ⅲ』を立ち上げた。そしてフレンド登録をしてあるハンドルネーム「Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔ」さんを、ボイスチャットで呼び出す。


    　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは例のごとく、すぐに通話に出てくれた。


    『やあ、ＮＩＮＪＡくん。何か御用ですか？』


    　このＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんと俺は今まで『Ｗｏｒｌｄ　Ｗａｒ　Ⅲ』の世界で様々な戦場を渡り歩いてきた。その一つに、多国籍の人々が交流する海外サーバーがある。このサーバーはあまりガチで戦争をする場ではなく、初心者が様々な国の人たちと馴なれ合いながらノーガードの撃ち合いをして腕を上げていこうという、ほのぼのとした趣旨の場である。ＦＰＳゲームは、死ねば死ぬほど強くなるものなのだ。そして、このサーバーでのコミュニケーションは、主に英語で取られている。


    　つまり、ここで遊んでいれば俺は適度に勉強の息抜きをしながらも、脳味み噌そを日本語脳から英語脳へと切り替えることが出来るのだ。なんという一石二鳥。我われながら天才的な閃ひらめきといえよう。


    　俺はＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんに、今から『Ｗｏｒｌｄ　Ｗａｒ　Ⅲ』の海外サーバーに遊びに行きませんかとお誘いをかけた。


    『それはよいですね』


    　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは、一も二もなく了解してくれた。彼女は相変わらず、血と硝しよう煙えんの香りをこよなく愛する淑女であった。


    『それにしても、ＮＩＮＪＡくんとＦＰＳで遊ぶのは久しぶりですね』


    　人が集まるまでの間、俺とＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは日本語で世間話に興じる。


    『最近は、試験準備で忙しかったですからね。おまけに、那な由ゆ他た山にも登らなければならなかったですし』


    『あ──そういえばＮＩＮＪＡくんは試験前に、那由他山に登ると言っていましたね』


    『はい』


    　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんの言葉に、俺は頷うなずく。


    『最近知り合った女が一人いるんですが、そいつがまぁ変な奴やつで。そいつに付き合わされて、那由他山に登る羽目になったんです』


    『あら、それはそれは』


    　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは、パソコンの向こう側で含み笑いをした。


    『青春ですねえ』


    『そんな呑のん気きなものじゃありません。那由他山には、熊くまも出るんです』


    　それから俺は、その女が初対面だというのに頑かたくなに狼おおかみのお面を被かぶり続けたり、神さまにお願いするために突然山に登ろうと言いだしたり、様々な奇行に走って俺を振りまわしたのだということを、Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんに愚ぐ痴ちった。


    『なるほど、確かにその女の子は一風変わった子のようですね』


    　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは、俺の愚痴に相あい槌づちを打った。


    『そうでしょう？』


    『しかし、ＮＩＮＪＡくんの話を聞く限りでは、どうやら悪い子ではなさそうです。私が思うに、その子はヘタレ真ま面じ目めなのではないでしょうか』


    『ヘタレ真面目』


    　何やら耳慣れぬ面めん妖ような日本語の登場に、俺は首を傾かしげた。Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは、『えーとですね』と説明の言葉を継ぐ。


    『ヘタレ真面目というのは、根が真面目なのにもかかわらず、感性が少しずれていたり頭のネジが一本外れていたりとどこか抜けているため、結果的に言動がヘタレてしまう残念さんのことです』


    『なるほど！』


    　俺は納得した。言われてみれば確かに、雪せつ花かの言動はそのヘタレ真面目とやらのカテゴリーにジャストフィットしているような気がする。根は真面目なのだが、最終的にはヘタレなのだ、あいつは。


    『困ったものですね。ヘタレ真面目には』


    『まあ、そう言わないであげてください』


    　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは、俺をたしなめる。


    『外面的にはヘタレでも根は真面目なのですから、周りの人がきちんとフォローしてあげれば、人間関係は上う手まく回ります。彼女がヘタレないよう、ＮＩＮＪＡくんがしっかりと気を使ってあげるとよいでしょう』


    『え～、面倒くさいなあ』


    『そんなことを言い始めたら、人間関係は全部面倒くさいことばかりですよ。世の中には色々な人がいるのですから、色々と気も使わなければなりません。しかし、そうしたところに人間関係の妙味があるともいえましょう。ヘタレ真面目など、根は真面目な分だけ、かなりマシな分類ですよ』


    『そういうもんですかねえ……』


    　こうしてしばらく雑談を交わしているうちに他ほかのメンバーも続々と戦地に到着したため、俺とＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは戦場に降り立つことにした。それから俺は、無策で防衛拠点に突撃してくるボーイスカウトたちをグレネードで焼き殺してみたり、戦車に搭乗したものの相方の砲手が既すでに骸むくろと化していることに気がつかず結果的に敵陣に単身突撃してみたり、敵陣中で「ちょっと弾幕薄いよ、砲手何やってんの～？　って、ほ、砲手……？　砲手─────っっ!!」状態に陥り四方八方からアサルトライフルの一斉掃射をくらって昇天してみたりと、八面六ろつ臂ぴの活躍をしてみせた。こうした俺の中途半端な腕前がパソコンの向こう側の同胞たちからはどのように評されていることやら、俺の拙つたない英語力では十全に聞きとることは能あたわず、テンションの濃淡でしか汲くみ取れないのは痛しかゆしであった。


    『Ｄｏｎ[image: ]ｔ　ｍｉｎｄ！』


    　戦死して自陣に戻ってきた俺を、Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは敵兵のドタマをスナイパーライフルでぶち抜きながら慰めた。


    『Ｎｉｃｅ　Ｓｈｏｔ！』


    『Ｗｏｏ～　ｈｏｏ～～！』


    　超適当コミュニケーションである。しかし実際のところ、言葉なんざ割りとテキトーでも心は通じ合うものなのだ。とりあえずは「Ｏｈ，ｍｙ　ｇｏｏｄｎｅｓｓ！」「Ｈｏｌｌｙ　ｓｈｉｔ！」「Ｇｏｄ　ｄａｍｎ……」「Ｈｏｏ～～！」の四語だけを押さえておけば、どこの戦場に出ても恥ずかしくないモブキャラは出来あがる。ちなみに、始めから順に喜・怒・哀・楽の四感情を表す。だいたい映画とかでも、モブキャラはこれくらいの内容のことしか喋しやべってねえんだよ。あまり自意識過剰にならなくてもいいのだ。俺たちのようなモブキャラは、演説する大統領や、エイリアンと死闘を繰り広げるスキンヘッドの海軍下士官マリーンの傍かたわらで、各おの々おのこの四種のセリフの中からＴＰＯに合ったものを見つくろって一言呟つぶやけばいいのだ。こうして世界は廻まわっている。


    『マテさん、また一段と腕を上げましたね』


    　一ラウンドが終わり、次が始まるまでの待機時間に、俺はＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんに声をかけた。


    『そうですか？』


    『はい。スナイパーの背中に回り込んでナイフで頸けい動脈をかっ切ったシーンなんて、まるでネトゲ廃人みたいな動きでしたよ』


    『廃人、ですか……』


    　フフフ、とＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんはおかしそうに笑った。


    『ＮＩＮＪＡくんは、相変わらず面白いことを言いますね』


    　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは、よく笑う人である。箸はしが転げても、ロケットランチャーで戦車が吹き飛ばされてもコロコロと笑う人である。情緒が安定しすぎていて逆に怖いという、稀け有うな例だといえよう。


    　こうして異郷の人々と戯たわむれながら、俺は楽しく時を過ごした。それはもう楽しくて楽しくて、時が過ぎるのを忘れるほどだった。舞踏会に出たシンデレラは、ちょうどこんな夢見心ごこ地ちの気分だったのかもしれませんなあ。そんなこんなでラウンド間にふと気が付いてパソコンから顔を上げて部屋の置時計を見てみると、時刻は既すでに朝の四時を回っていた。


    　…………あれ？


    　お、おいおい、時差ボケかい？　冗談きっついぜ。日本時間だと今何時だい、オーバー？　俺は携帯の電源を入れ、現時刻が正真正銘日本時間で朝四時だという事実を確認した。


    　………………………………


    　廃人は俺の方だよ、バカヤロ──!!


    　俺の心を、たちまちにドス黒い絶望が覆い尽くした。完全に茫ぼう然ぜん自失の態ていである。分からない。もう、何もかもが分からない。すっかり自分を見失ってしまった俺は、普段ならば「Ｔｈａｎｋ　ｙｏｕ，ｎｉｃｅ　ｇａｍｅ．Ｓｅｅ　ｙｏｕ　ａｇａｉｎ，ｈｏｏ～～！」などと爽さわやかな別れの挨あい拶さつを残して颯さつ爽そうと立ち去るところを、その日ばかりは無言でサーバーから落ちた。


    　ノートパソコンの電源を切って机の片隅に追いやり、俺は英語の教科書を開いてみた。そこには英語の文字列が無慈悲に羅列されており、焦燥のあまり内容がまったく頭に入ってこない。ＦＰＳ効果か、頭に浮かぶ悪態だけは「Ｗｈａｔ　ｔｈｅ　ｆ●ｃｋ！」などと一丁前に英語仕様になっているのが、これまた腹立たしい。喉のどの奥からは「ヴァアアアアアアア」と人類にあるまじき重低音が自然と漏もれてくる。八はつ方ぽう塞ふさがりとは、まさにこのこと。最も早はや試験範囲の勉強をテスト開始時刻までに終わらせることは不可能であろう。


    　そんな絶望的な状況の中。


    　ふと俺の目に入ったのは、数学や社会のプリント類の中に埋もれた、一枚のビラだった。


    　それは、宮みや辻つじ高校新聞部が試験前にばら撒まいた怪文書である。


    



    　　　　　４


    



    　我わが宮辻高校の新聞部は、俗にいう底辺の吹き溜だまりである。彼らの行動原理は常に社会的強者たちに対するルサンチマンにより支配されており、そのドス黒い情念を内燃機関として日々うす暗い部室でパソコンに向かい、不毛な諜報活動に明け暮れている様さまはまるで現代の蟹かに工こう船せんである。そんな新聞部員たちの卑いやしい性根は記事内容にも如によ実じつに反映されており、「宮辻新聞」という学内新聞が一か月ごとに発行されるたびに、彼らは四方八方に敵を作り上げている。


    「千せん谷たにミシュラン」と銘打って宮辻高校界隈の飲食店を梯はし子ごし、独断と偏見に基づいて「三ツ星」から「豚のエサ」までランク付けしてみたり、ラブホテルへの潜入記事という公序良俗に反する逸品を全段ブチ抜きで掲載してみたりして、ＰＴＡから苦情を食らうなど朝飯前。


    「教員の側からだけ生徒を評価するのは不公平だ。現代の不平等条約だ。生徒の側からも教員の評価をするべきだ」などと平成の陸む奥つ宗むね光みつのようなことを言い始め、「口頭説明の分かりやすさ」「板書の見やすさ」「試験難易度」「人格」「雑談の面白さ」の五項目から教員たちを好き放題に批評したため、職員室当局からも白い目で見られている。


    「楽して稼げるバイトランキング」という記事に、「男が多い職場では、女の子は歓迎されてお姫様扱いされるよ！」などという甘言を弄ろうして引越業や仕分けのアルバイトを上位にランクインさせ、お花畑スイーツどもを大量に阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄へ突き落とすという胸のすくような事件もあった。


    　当然、被害者たちからは数多あまたの抗議の声が寄せられたが、当の新聞部員たちはどこ吹く風で、「騙だまされる方が悪い」「無知は罪なり」などの言葉を盾たてに取り徹底抗戦の構えを見せ、その自分の言葉に対してまったく責任を持つという発想がないふてぶてしい態度は、まことマス・コミュニケーションの鑑かがみといえた。


    「宮みや辻つじ新聞」立ち上げ当初から連綿と続いているという伝統と安心の連載小説は、冒頭のあらすじを読む限りでは、平凡な男子高校生が恋に部活に勉学に日々勤いそしむという日常系ほのぼのストーリーのはずなのだが、今月号に至ってはとうとう、主人公が菩ぼ提だい樹じゆの下で瞑めい想そうをしながら静かにアンラ・マンユとの決戦の刻ときを待つという超展開に突入しており、新聞部の人々はこの連載小説については莫大な労力を費やしている割りには社会から一顧だにされないと嘆いているのだが、良い子の諸君はこのことから努力は方向性を見誤るとたちまちに徒労へと早変わりしてしまうのだという教訓を読み取ってくれることであろう。


    　クリスマスやバレンタインのような不純異性交遊を不要に助長するような糞くそイベントに対しては毎年のように中止の告示を打ち出し、そのことごとくが黙殺されるのはもはや定例行事と化している。


    　そんな生き急いでいるのか死に急いでいるのか判然としない愉快な仲間たちが、宮辻高校新聞部の皆さんである。健全な価値観を持つ人間ならば、新聞部の人々は一体何が楽しくて毎日を生きているのだろうという素朴な疑問を持つ向きもあろうが、彼らはかように冷たい世間からの風説にも屈することなく、「確かに我々は底辺かもしれん。しかし、底辺が一番底から社会を支えているんやで？」というコペルニクス的発想の転回により、日々なんとか自我を保っているようである。「底辺がハングリー精神まで失ったらお終しまいだよ」という旨むねの突っ込みは入れてあげないのが、せめてもの武士の情けというものであろう。


    　ここまで述べれば、新聞部は宮辻高校の極北であり、ロクでもない集団であることはお分かりいただけたことと思う。


    　そんな彼らが期末試験に臨のぞむにつけ、ストイックに勉学に励むなどという殊勝な行動に出るはずもなく、試験一週間前からは部活動の停止を命じられているにもかかわらず、日々培つちかったネットワークを駆使して試験情報の横流しをしたり、成績優秀者のノートを部室のプリンタで一枚八円でコピーをして利り鞘ざやを稼いだりと、まるで火事場泥棒のように精力的な活動に勤しんでいるようである。


    　そうした新聞部員たちの活動の一環に、他ほかの生徒たちの平均点の引き下げを図るというものがある。偏差値や成績順位など所しよ詮せんは相対評価であり、自分は現状維持しかしていなくとも周りの成績が下がれば、ランクは自おのずと上がるものなのだ。旅は道連れ、世は情け。戦わずして道連れを増やすのが、最上の戦略である。彼らはそんな孫そん子しの兵法を完全に曲解したような理念のもと、試験一週間前になると律儀にも朝早く登校し、生徒たちの机の中に学習意欲を減退させるような内容のアジ・ビラを押し込んでいくのである。その意欲をなぜ自身の学力向上のために使わぬのかと、返す返すも惜しまれることだ。


    　しかし試験最終日前夜、俺は死への衝動タナトスが昂こうじた挙あげ句くなのか、彼らが試験前に散布したビラをプリントの山の中から発見してしまった。俺は絶望的な気分に浸りつつも、そのビラを引っ張り出して眺めてみた。


    　そのビラの内容は、以下のようなものであった。


    



    「拝啓


    　例年にない炎暑が続く今日この頃ごろ、宮みや辻つじ高校生徒諸君におかれましては、いかがお過ごしかな？　真夏の日差しを身に浴びつつ、ますますご壮健であらせられることを願ってやまないよ。


    　さて早速だが諸君。この国の教育制度は、間違っているとは思わんかね？


    　詰め込みやら、ゆとりやら、脱ゆとりやら、指針がぶれるのもいい加減にしてほしいものだ。宮辻高校がサンタ・マリア号だったら、もう三回は座ざ礁しようしているところだよ。左団扇うちわで指示を出しているだけの上の連中はそれでいいのかもしれないが、実際に現場で学習している我われ々われとしては、たまったものではないね。仏の顔も三度までというし、文部科学省の役人どもにそろそろお遊びはいい加減にしろってところを見せてやりたい。


    　そこで我々新聞部が諸君に促うながすのは、ささやかなる反抗である！


    　体制側は我々に「追試」「留年」という脅しをちらつかせ、不当にも期末試験で良い点数を取るように仕向けてくる。そして悲しいかな、我らが宮辻高校には、体制側に身も心も売り渡し、奴やつらのご機嫌をとるかのように勉学に励んでいる不ふ逞ていの輩やからが常に一定数存在している。


    　豚の所業である！


    　我々は声を大にして言いたい。人間としての矜きよう持じを取り戻せと！　権力の犬になり下がるなと！　赤点を取ってもなお胸を張り、堂々と顔を上げよと！


    　しかし現実的に、体制側が進級判定という我らの生殺与奪に関かかわる重大部門において絶大なる権力を握っているということもまた事実。そんな昨今の情勢を鑑かんがみれば、我々が為なし得る反抗の選択肢は、自ずと限られてくることであろう。


    　具体的には、何をすればよいのか。


    　答えは一つである。諸君、四五点を目指そう！


    　四五点以上を取れば赤点回避ということは、つまりは四五点さえ取ればよいのであり、四五点を超える部分は余剰であり、見栄であり、さもしい保身であり、見苦しいナルシシズムであり、無粋である。我らが日本国の礎いしずえを支える民間企業の皆さんが日々身を削るようなコストダウンに励んでおられるというのに、将来の企業戦士たらん我々がこんな贅ぜい肉にくをぽよぽよと引っさげて学園生活を送ることは恥であり、唾だ棄きすべき事態である！


    　我われらが目指すはただ一つ、四五点ジャストである。それ以上でも以下でもない。過ぎたるは及ばざるがごとしである。ナンバー四五こそ、至高にして究極であり、アルファにしてオメガであり、原点回帰にして起死回生なのである。ちなみに四五点をあまりに下回り続けると留年という輪りん廻ね転てん生しようが待っているが、そんな学生生活も案外悪くないのではないかね？


    　さあ、学友たちよ！　ともに目指そう、四五点！　逆境こそが、人を成長させる起爆剤なのだ！　背水の陣、ピンチはチャンス。我らとともに、あえて死中に活を見いだそうではないか！　四五点を大幅にオーバーするような軟弱野郎は、一生冷や飯でも食ってろ！　清く正しい審美眼の持ち主ならば、四五点こそが機能美であり、男気であり、コストパフォーマンス最高であり、謙譲の美徳であり、粋であり、いなせであるということは自明の理であろう。共に歩もう、茨いばらの道を！　目指すは世界に冠するＭＯＴＴＡＩＮＡＩイデオロギーの勝利なり！


    
      新聞部一同から、宮みや辻つじ高校生徒諸君へ、愛を込めて


      敬具


      　追伸　先日、モンハンの大型アップデートが実行されたよ！」

    


    



    　普段ならばこんなふざけた内容の文書は一笑に付すところなのだが、あいにくと試験前夜の俺は正気ではなかった。新聞部が散布したビラに書かれた全力で後ろ向きな文章は、干天の慈雨のごとく、俺の心に染み渡った。


    　そうか、何も一〇〇点を取る必要はないんだ。四五点でいいんだ。まぁ四五点くらいなら、なんとかなるんじゃないかな、アハハハハ……


    　人の心とは、不思議なものである。


    　一〇〇点を目指そうとしなければ一〇〇点は取れず、八〇点を目指せば最高でも八〇点しか取れず、四五点でいいやと思っていれば大抵の場合、その四五点にすら届かないのである。


    　案の定、俺の英語の試験結果も、四五点に遠く及ばなかった。


    



    　　　　　５


    



    　今回の期末試験の顛てん末まつを聞き終えた雪せつ花かが発した感想は、「キミは私と出会ってからこの方阿あ呆ほなことしかしとらんようだけど、人生それでいいの？」だった。いや、もう少し別な言い方あるだろ……。


    　おまけに話の途中で、「誰だれがヘタレ真ま面じ目めだ！　ふざけるな！　キミは私と第三次世界大戦でも始めたいのか？」などと身の程知らずの横よこ槍やりを入れてきたりもした。しかし俺はそんな雪花の言動に対して、「まあまあ、落ち着いてくださいよ」と、まるで姫様のご無む体たいをなだめる執事のような温厚な態度でもって接した。こいつはヘタレ真ま面じ目めなのだと思って接してみれば、そんな身の程知らずの態度にも、不思議と愛あい嬌きようを感じるものだ。


    「しかし、キミの話を聞いてみて、宮みや辻つじ高校の学生たちの成績がなぜ振るわないのか、その原因はハッキリしたな」


    「え？　マジで？」


    　今の話の中にまったく原因の心当たりがなかった俺は、「もう犯人が分かったんすか、ホームズさん！」みたいな感じに目を丸めた。


    「いや、今の話を聞く限り、考えられる原因は一つしかなかろうよ……」


    　雪せつ花かは若干呆あきれたような表情をしつつ、言葉を続ける。


    「キミの高校の新聞部が作ったというアジ・ビラ、それを今ここに持ってこい！」


    　あ～、雪花は新聞部が作ったビラが、生徒たちの成績低下の原因なのだと考えているのか。なるほど、あのビラは間違いなく生徒たちの学習意欲を減退させるような内容ではあるが……しかし、あんなもんを真に受ける人間なんて、そうそういるもんかね？　まぁ確かに、英語の試験で限界まで追い詰められていた俺はあのビラを読んで、「俺以外にも、底辺はいるんだ！」と少し安あん堵どした面はあるといえばあるが……しかし俺の期末試験は、新聞部の口車に乗せられるまでもなく、既すでに終わっていた感はあるんだよなあ。そう思いつつも俺は一応雪花の要請に応じ、件くだんのビラをリビングまで持っていってやった。


    「ほれ、これだぞ」


    「うむ、ご苦労」


    　雪花はビラを受け取ると、頭の部分から読み始めた。しかし文章を読み進めるうちに、次第にビラを握る手がワナワナと震ふるえ、眉み間けんには一条の青筋が浮かび始めた。あな恐ろしやと思った俺は、雪花さんの椅い子すの前に置かれているコップに、そっと麦茶を注ぎ足して差し上げた。


    　やがてビラを最後まで読み終わった雪花は、カッと顔を上げて椅子から立ち上がると、


    「これだろうが！」


    　と怒り心頭に発した様子で、リビングのテーブルにビラをペシッと叩たたきつけた。


    「これですか」


    　大層お怒りのご様子の雪花さんの勢いに付いていけず、俺は恐る恐る合いの手を入れた。


    「ああ、これだ。間違いなかろう。よくもやってくれたなあ、新聞部とやら。しかし、これで敵の正体がハッキリしたな。この新聞部こそが諸悪の根源であり、悪の枢すう軸じくだ！」


    「敵は本ほん能のう寺じにあり！」とばかりに、高らかに宣言する雪花。いやいや、ちょっと待ってくださいよ。そんなに一人で頭に血を昇らせて怒られても、俺たち足軽にゃあ、なんのことやらサッパリっすよ。


    「ちょっと待ってくれ。確かに新聞部がばら撒まいたビラの内容は、ふざけてるけどよ」


    　すっかり怒りに打ち震えている様子の雪花を、俺はなだめにかかる。


    「こんなふざけたビラの言うことを真に受ける人間なんて、めったにいねえだろ。何もそんなに怒らんでも」


    「分かっとらんな！」


    　雪せつ花かはバンとテーブルを叩たたいて、声を荒らげた。ちょっとちょっと、止やめてくださいよ、も～。テーブルの上には、精密機械のノートパソコンもあるんすよ？


    「確かに普通の精神状態の人間ならば、こんなふざけた内容のビラを、そうそう真に受けたりはしないだろう。しかしこと期末試験という場に限っては、生徒たちは極限の精神状態で戦っている。そして、その苦闘をなんとか乗り越えることにより、人間の心とは成長してゆくものなのだ。しかしこのビラは、苦しい状態から奮起しようとする人間の心を、悪魔の甘言でもって萎なえさせようとしているのだ。例えるならばこれは、雪山でカイロと偽って冷えピタを手渡すような所業！　普段ならば気にかからない程度のダメージでも、極限状態にある人間にはことのほか効くものだ。現にキミの場合も、まぁ試験前日に朝四時までゲームをしていたというのは阿あ呆ほだけれども、そこから諦あきらめずに頑張れば、一〇〇点は取れないまでも四五点くらいならば取れたかもしれん。しかし、キミはこのビラにまんまと扇動され、その可能性を摘つみ取られたのだ！」


    「なんだと！」


    　俺はブチ切れた。あの腐れ新聞部どもが、よくもやってくれたな！　やってくれやがったな！　何かがおかしいと思ったぜ。俺ほどの人間がこうも易やす々やすと追試の憂うき目に遭うとはなあ！　よくよく考えてみれば、確かにあのビラさえ読まなければ、俺はたとえ朝四時からだろうと秀ひで吉よしの中国大おお返がえしばりの獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せ、四五点くらいは取れてしかるべきだったのだ。火事場の馬ば鹿か力ぢからには自信がある。それこそが、立たち花ばな孝こう介すけが立花孝介たる所以ゆえんじゃ！　しかし、そんな底力を発揮する機会を、俺は新聞部の奴やつらのせいで奪われたのだ。俺は嵌はめられたのである。


    「畜生、そういうことだったのか！　新聞部の野郎ども、汚ねぇ手を使いやがって！　許せねー！　こうなったら、第三次世界大戦だ！　全員ぶっ潰つぶしてやんよ！」


    「そうだ、そうだ！」


    　俺と雪花は、二人して気勢を上げた。


    　こうして俺たちは打倒・新聞部の誓いを交わし合い、追試前日の夜は更けていったのだった。


    



    　　　　　６


    



    　七月一八日（土曜日）、終業式。


    　ホームルームで夏休みの諸注意事項を述べるクラス担任吉よし田だちゃんの言葉を軽く聞き流しながら、俺はぼんやりと手持ちの英単語帳をめくっていた。


    　生きつ粋すいのムードメーカーである俺は、平素の終業式ならば「いやっっっっほ～～～～い！　楽しい夏休みの始まりだ～～～～！　うぇい、うぇ～～い！」などと、ここを先途とはしゃぎまわるのがクラス内での役回りなのだが、終業式の後に追試を控えているこの身ではさすがにそんな気分にはなれず、ひたすら息をひそめていた。


    　このホームルームが終われば黄金色の夏休みの始まりであり、明日には千せん谷たに神社の祭りも控えている。そんな修学旅行前夜のようなウキウキとした雰囲気の教室の中で、俺はただ一人強大な闇やみを背負って生きている。周りでヒソヒソと楽しそうに喋しやべっているクラスメートたちの存在が、今日はやけに疎うとましい。お前ら、担任の話はきちんと静聴しろや。貝のように大人しく心を閉ざして話を聞き流している俺の姿勢を、少しは見習ってほしいものだ。


    　俺は椅い子すの背もたれに体重をかけて、ひそかに溜ため息いきをこぼした。


    



    　昨日、諸悪の根源は新聞部也なりと見定めた俺と雪せつ花かは、奴やつらの根ね城じろに乗り込む段取りを話し合った。夏休みに入ってしまうと、ただでさえ気まぐれな新聞部の活動は、さらに不定期なものとなる。そのため奴らを襲撃するチャンスは、事実上終業式の日が最初で最後である。しかし俺は終業式の後に追試を控えており、さらにその後には剣道部の部活もある。


    「部活が終わる五時頃ごろまで、剣道場の前で待っていてくれないか」


    　俺は雪花にそう提案した。


    「しかし五時まで待っていたら、新聞部の連中の部活も終わってしまうのではないか？」


    「それは大丈夫だ。あいつらは普段から部活時間が終わった後もぐだぐだと部室でたむろし、パソコンでネトゲをしたり、漫画を読んだりしてのんびりと自じ堕だ落らくに過ごしている。警備員さんが注意しにくるまで、決して奴らは腰を上げん。保証しよう」


    「む～、本当に大丈夫か？」


    「大丈夫だ。実際に普段からあいつらと付き合いのある俺が言うのだから、間違いない」


    　何せ俺は剣道部の部活終了後によく新聞部の部室まで遊びに行き、奴らと一緒にゲームをしたりしているからな。新聞部の部室にはパソコンがあるし、保管資料と称して漫画を大量に所有したりもしているので、あたかもタダで利用できる漫画喫茶感覚である。おかげで今まで何度、警備員さんから「早く帰りなさい！」とお叱しかりをいただいたことやら、数え切れないほどだ。それもこれも、全部新聞部が悪いんや！


    　というわけで俺たちの新聞部襲撃計画は、五時に剣道場前に集合し、そこから返す刀で新聞部に乗り込むという段取りに決まったのだった。現代の池いけ田だ屋や事件が、幕を開けることになるぜぇ……。


    



    　そんなこともありつつ、ときは現在に至る。


    　やがて読ど経きようのようなリズムで延々と続いていた吉よし田だちゃんの長話も終わり、ホームルームは解散となった。「起立、気をつけ、礼」のタイミングとともに教室中の椅い子すと机がガタガタと音を立て、


    「ひゃっほ～～！　夏だ夏だ～～！」


    「ファミレス行こーぜ！」


    「いっそのこと、カラオケ二四時間コース行っちゃいますかぁ～～!?」


    　などと、近視眼的な快楽の虜とりことなった有う象ぞう無む象ぞうどもがそこら中で輪を作り始めた。まったく、ホームルームが終わった途端にこれだよ。品性が欠けた奴やつらだぜ。


    「おうお～う、立たち花ばな～！　なんか元気ね～な～！　テンション上げていこうぜぇええええ!!」


    　そんな愚民どもの一人が恐れ知らずにも声をかけてきたので、俺は手元の英単語帳を机の上に叩たたきつけ、「馬ば鹿か野郎！」とそいつを一喝してやった。


    「地球上には今、紛争で帰る家を失なくした子供たちだっているんだぞ！　それなのにお前たちときたら、夏休みごときでそんなに浮かれ散らして、一人の人間として恥ずかしいとは思わんのか！　恥を知れ、恥を！」


    「あぁ、お前は追試か」


    「まぁせいぜい頑張れや。懲役が終わったら遊ぼうぜ」


    「…………」


    　一瞬ですべての事情を見透かされてしまう己おのれの懐ふところの浅さに、俺はただただ恥じ入るばかりである。


    　台風一過。


    　生徒たちは次々に教室から去り、各おの々おのの楽園へと旅立っていった。ある者は街へと遊びに出かけ、ある者は再開したばかりの部活に顔を出し、ある者は脇わき目めも振らずに帰宅するのであろう。そんな彼らに置いてけぼりを食らいながらも、俺は午後の追試に備えて孤独に購買部で野菜ジュースとパンを購入し、教室に戻って食おうと思ったのだが、掃除の邪魔だからと門前払いを食らい、あわれ孤島のロビンソン・クルーソーとなった。


    　そんなこんなで、俺が教室前の廊下でパンと野菜ジュースを両手に抱かかえながら、家なき子のように立ち尽くしていたところ。


    「ほら、邪魔邪魔！　飯なら他よ所そで食べて！」


    　と、教室の中から締め出しを食らうもう一人の男の姿が目に入った。


    　そいつは持ち前の巨きよ躯くを縮こまらせて、廊下にすごすごと出てきた。偉い丈じよう夫ふが所在なさげに体を縮めている様さまは、見ていて何か涙を誘うものがある。


    　俺は悲しげに廊下を立ち去ろうとするそいつの背中に向かって、


    「武たけ田だぁ！」


    　と声をかけてやった。


    「おぉ、立たち花ばなか」


    　大男が、少し嬉うれしそうな様子でこちらを振り向く。


    　こいつ、武たけ田だは俺のクラスメートである。尊敬する人物は、ロべスピエール。座右の銘は、百聞は一見にしかず。今年の目標は、『Ｗｏｒｌｄ　Ｗａｒ　Ⅲ』の世界で元帥ジエネラルと呼ばれるようになること。そんな世にもふざけたプロフィールをご一読いただければ容易に推測できることと思うが、こいつは新聞部部員である。武田は日々その大きな背中を丸めて部室のパソコンと向き合い、ごつごつとした太い指を巧みに操り、チマチマとキーボードを叩たたいている。その姿はミスマッチ以外の何物でもなく、資源の無駄遣いなことこの上なかった。


    　そして新聞部員であるからには、例のアジ・ビラにも一枚噛かんでいるはずである。


    　したがって俺には当然、野郎の振り向きざまの顔面にシャイニング・ウィザードを叩き込む権利があったし、なんなら背中に銃口を押し付けてミランダ警告から入るというコミュニケーション法もあっただろう。そういう選択肢もあった。しかし、俺はあえてそうしなかった。


    　なぜなら、奴やつの背中が泣いていたからである。


    　俺と武田は数瞬の間、各おの々おのの胸元に食料と飲み物を抱えながら、無言で見つめ合った。


    「お前も追試か……」


    　やがて、俺はぽつりと呟つぶやいた。


    「へっ、ドジっちまったぜ……」


    　そう応こたえる武田の顔は、やけに寂しげだった。まあ、それはそうであろう。武田は夏休みという名の列車に乗り遅れたのだ。今は修学旅行のバスに置いていかれたような心の痛みに耐えていることだろう。同じ境遇に身を置く者として、その辛つらさはよく分かる。そんな弱りきった人間に追い打ちをかけるほど、俺も鬼ではない。罪を憎んで人を憎まず。こいつは新聞部員であり、俺が追試を受ける羽目になった元凶の一人ではあるが、ここはひとまず一時休戦してやることにした。


    　それから俺と武田は人目を忍んでわざわざ、直射日光が降り注いでクソ暑い第一校舎屋上まで出向き、大粒の涙で袖そでを濡ぬらしながら、それぞれの食い物と飲み物を臓ぞう腑ふに流し込んだ。大将、塩味きっついぜ。


    「やっちまったなぁ……」


    　武田は屋上のフェンスに体を預けて、焼きそばパンをもぐもぐと咀そ嚼しやくしながら、情けない声を上げた。


    「ふん、お前は自業自得だろうが。新聞部でふざけた活動ばかりしているから、こんなことになるんだ」


    「そうは言うけどさぁ……」


    　俺の正論に対し、武田は生意気にも反論してきた。


    「立たち花ばなだって、そういう悪ふざけ、嫌いじゃないだろ？」


    　改めてそう指摘されると、確かにそんな悪ふざけも嫌いではないという気がしてくるから始末に困る。そもそも俺は放課後に割りと頻ひん繁ぱんに、部員でもないのに新聞部に入り浸ったりもしているのだ。白河の清きに疲れたときには、新聞部の濁りきった空気がやけに心ここ地ちよかったりもする。俺は新聞部の取材の手伝いをしたことすらあるのだ。


    　あれは、今年の五月初めの出来事であった。


    　その日の放課後は部活がなかったので、俺はいつものごとく新聞部に顔を出し、部員やら部員でないのやらと一緒に、トランプの大貧民をして遊んでいた。新聞部にはパソコンやら、漫画の書架やら、パイプ机やパイプ椅い子すやらが分不相応に配備されているため暇ひまつぶしには事欠かず、校内に溢あふれ返るダメ人間たちのおすすめ人気スポットとなっているのである。


    　そんな中、壁かべ際ぎわの机に向かってパソコンのキーボードを叩たたいていた武たけ田だが突如顔を上げ、


    「立たち花ばな～」


    　と声をかけてきた。


    「ぁんだよ」


    　ＪＯＫＥＲ持ってねーのかよ、使えねーな！　などと貧民を罵ば倒とうして遊んでいた富豪の俺は、武田の方を振り向きもせずに生返事をした。


    「今度ラブホテルの潜入記事を書こうと思うんだけどさ、立花も一緒に来てくれない？」


    　予測不能の事態に遭遇したとき、人間というものは得てして思考停止状態に陥ってしまうものだ。その隙すきに俺は貧民からスペードの３を押し付けられたりもしたのだが、もはやトランプのことなんぞどうでもよかった。ラブホテル。なんと魅惑的な響きであろうか。しかし、相手は武田である。


    　さしもの温厚な俺も、この事態にはプッツンした。


    「馬ば鹿か野郎！　急にふざけたことを言い出すんじゃねーよ！　お前のせいで、スペ３を押し付けられただろうが！」


    「ふざけてないよ。宮みや辻つじ高校の学生たちの生活をよりよいものにすべく、ラブホテルへの潜入記事を書くことになったんだ。この前の企画会議で、そう決まったんだよ」


    「そんな公序良俗に反するような企画をまかり通らせるんじゃねーよ！　だいたいお前ら普段は不純異性交遊断固撲滅すべしみてーな論調なのに、それでいいのか！　風紀を引き締めたいのか掻かき乱したいのか、一体どっちなんだよ！」


    「面白ければ、どっちでもいいよ」


    　武田は、そんな刹せつ那な享楽主義的なことを言った。


    「とにかく男一人じゃ恥ずかしいから、一緒に来てくれよ」


    　男二人の方がよほど恥ずかしかろうと思ったが、実のところ俺も、ラブホの中身がどのようなものなのかは興味があった。孫そん子し曰いわく、彼を知り己おのれを知れば百戦殆あやうからず。いずれ来きたる戦いの日に備え、戦場の下見をしておくのもよいかもしれん。そこで俺は武田と共に週末、自転車を駆って千せん谷たに市端っこの国道沿いに建っているラブホテルへと遠征したのである。


    　曇りガラス越しの受付で休憩費七〇〇〇円を折半し、大音量を鳴らすエレベーターにビビりつつも、俺たちは仄ほの暗ぐらい廊下を抜け、なんとか部屋まで辿たどり着いた。部屋の中は白い大理石造りで、空気はなんだかしっとりしており、恰かつ幅ぷくのいいダブルベッドは普段貧相なシングルベッドにしかお目にかかれない我われ々われ庶民から見たらまるで英国王室御ご用よう達たしといった趣おもむきだった。超大型液晶テレビに、サウナまで付いている。テンションが上がった俺は武田に、


    「おい、先にシャワー浴びてこいよ」


    　という伝説のセリフを投げかけた。


    「フッ、うるせーよ」


    　武たけ田だは笑いながらも洗面台の方でマッパになり、風ふ呂ろ場へと突撃取材をしていった。武田が風呂から上がるのを待っている間に、俺はテレビに付いていたカラオケで『リンダ リンダ』を喉のどがちぎれるまで熱唱しまくった。風呂から上がった武田もカラオケに参加し、いきものがかりの『風が吹いている』をさめざめと歌った。確かに風が吹いていた。俺たちの人生に、えげつねえくらいの向かい風が。それから休憩時間三時間の間、俺たちは恥も外聞もかなぐり捨てて、ただひたすらにカラオケに興じた。武田はなかなか落ちぬ石けんの匂においに、このまま帰ったら両親からあらぬ疑いをかけられるのではないかとビビり、石けんの匂いを落とすために風呂に入りなおすという本末転倒なこともした。


    　この悲しい思い出が笑い話として昇華されるのは、一体いつの日になることやら……俺と武田の予行演習が実を結ぶ日が一日でも早く訪れることを、切に願うばかりである。しかし未いまだに彼女が出来る気配はなく、期末試験では赤点を取り、あまつさえ人目を忍んで武田と屋上で昼飯を食べている始末。一歩進んで三〇歩くらい下がっている感は否いなめず、このままでは卒業式の日に伝説の樹の下で武田が待っているという事態にもなりかねない。他人の目から見たら喜劇でも、当人にとっては悲劇だ。あまりにも暗い未来予測に俺の精神はあわや崩壊しかけたが、そこは購買部で購入した野菜ジュースのβ‐カロテンの力を借り、なんとか正気を保った。


    「あ～、不安だな～。まさか、本当に留年させられたりはしないよなぁ」


    　武田がパック牛乳をすすりながら、身の丈たけに合わぬ気の小ささを見せる。


    「どうだかな」


    　俺には、そんな武田の不安を払ってやることは出来ない。武田は新聞部に所属しているという時点で、職員室からの心証は最悪であろう。とてもではないが、手心は期待できそうになかった。


    「そんなに不安になるなら、最初っからあんなふざけたビラをばら撒まいてねーで、きちんと勉強せいや。どんだけ自業自得だよ」


    「いやぁ、そういうわけにもいかないんだよ。紛争の火種があれば、火を煽あおるだけ煽って、後は高みの見物を決め込むのが、ジャーナリズムの精神だから」


    「お前らはカール・バーンスタインあたりに一発殴ってもらって、早く目を覚ませよ」


    　カール・バーンスタインとは、ウォーターゲート事件をすっぱ抜いたジャーナリストの一人である。新聞部に出入りしていると、そういう実生活では役に立たない知識ばかりが増えていく。


    「でも試験前にビラをばら撒まくのは、新聞部の伝統行事みたいなものだから」


    「そんな傍はた迷惑な行事潰つぶれちまえよ！　試験期間中にわざわざあんな長文をこしらえて、どれだけ人様の足を引っ張りてーんだ、お前らは」


    「いや、あの文を作っているのは、俺たちじゃないよ」


    「なんだと？」


    　意外な新情報の出現に、俺は目ん玉をひんむいた。


    「それがさー、毎学期期末試験の時期になると、デスクのパソコンにあーゆー感じの檄げき文ぶんがメールで送られてくんのよ。で、俺たちはそれをコピーしてばら撒いてるわけ」


    　デスクというのは、新聞部の部長のことである。その新聞社気取りの言い回しに俺の神経は逆さか撫なでされたが、もっと気になる情報があったので、そこはあえて不問としてやった。


    「おい、そのメールってのは誰だれから送られてきてるんだ？」


    「さぁ？　そんなの気にしたこともないから、よく分からんけど」


    「阿あ呆ほか、おめーは！　それジャーナリストとして真っ先に気にしなきゃいけねーとこだろ！」


    　まったく、これだから新聞部の連中は……カール・バーンスタインなら今いま頃ごろ、ホワイトハウス本丸まで攻め入っているところだぞ！　ちなみに俺のジャーナリストに関する知識は、カール・バーンスタイン一いつ本ぽん槍やりなので、あしからず。


    「まったく、しょうがねーな。そのメールが誰から送られてきているのか、知っている奴やつは新聞部にはいないのか？」


    「もしかしたら、デスクや先輩たちなら知ってるかもね。新聞部に代々伝わる引き継ぎ資料を持ってるはずだからさ。気になるんなら、追試が終わった後に調べとくけど？」


    「おう、んじゃ頼むわ。俺も部活が終わったら、新聞部の部室まで行くからよ」


    　こうして俺は武たけ田だに黒幕の調査を依頼し、戦前の兵糧を消化していった。


    　食後。


    　俺と武田は、追試会場である二年一組へと向かった。俺たちが教室に入ると、中には男もいれば女もおり、文化系っぽい人もいれば体育会系っぽい人もいた。しかし色々な人種がいると見せかけて、実は彼らは一様に何か名状しがたいドス黒い負のオーラのようなものを身にまとっており、「青春!?　そんなもん、チリ紙と一緒にゴミ箱にぶち込んでやったよ！」というセリフを吐きながらジミヘンばりにギターを叩たたき壊させたら当代一のパフォーマンスを披露してくれるのではないかと、こちらの期待を煽あおるような得体のしれない雰囲気を持っている。彼らは常にマイノリティーであり、存在そのものがロックだった。指定教科書を買うために親から貰もらった金で、突然房ぼう総そう半島に海を見に行ったりしてしまいそうな面めん子つである。こうはなりたくないものだな……と思いつつ、俺たちは借りてきた猫のように大人しく、教室の末席に加わった。


    　こうして教室の隅っこで黙々と英語の勉強に励むうちに、やがて午後のチャイムが鳴り、追試担当の先生が教室に入ってきた。夏休みの始まりからこんな問題児たちの相手をさせられて、この先生もご苦労なことである。


    　先生は教壇の上に立つと、追試を受ける生徒たちの名前を順番に呼んでいった。そして各おの々おのの生徒の追試試験科目のテスト用紙を手渡ししていく。中には二科目も三科目も試験用紙の束たばを受け取る豪の者もいた。上には上、もとい下には下がいるものである。俺はそいつの名前をしかと胸に刻み、これからの学園生活、そいつにだけは関かかわらないで生きていこうと誓った。朱に交われば赤くなるというしな。


    　先生は隅々の生徒まで問題用紙が行き渡ったのを確認すると、


    「一科目目は、二時までな。それでは、始め！」


    　と号令をかけた。


    　かくして、俺たちの生存をかけた戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされたのである。


    



    　　　　　７


    



    　追試など所しよ詮せんは本試験の二番煎せんじであり、万全の臨戦態勢を整えた俺の敵ではなかった。百年早えーよ、てめーじゃ力不足だ。この程度の問題では、とてもではないが俺の命までは届かんぞ。我われら剣道部員相手に、同じ技は二度通用せぬものと知れ！　俺は脳内でそんな景気のいいセリフを決めつつ、本試験のときより幾分か温ぬるい気がする問題たちを相手に思う存分無双し、無事に汚名と鬱うつ憤ぷんを晴らした。


    　試験終了後。


    「それじゃ、また後でな」


    　武たけ田だに別れを告げ、俺は防具と竹刀しないの入ったズダ袋を引っさげて一路剣道場へと向かった。野球部やサッカー部が掛け声を上げるグラウンドを迂う回かいし、体育館の隣にある剣道場に辿たどり着く。そして剣道場の横に併設されている更衣室に入り、俺はそそくさと制服から道着へと着替えた。


    　宮みや辻つじ高校剣道部の練習は、割りと厳しいことで有名である。その原因は主に剣道部顧問の宮辻高校教員、通称オヤッさんの人柄にある。このオヤッさんというのがまぁ、人に厳しく自分にも厳しいという傍はた迷惑な堅かた物ぶつ野郎で、俺たちが竹刀を使って「天あま翔かける龍りゅうの牙きばも、地を這はう虎とらには届かねぇ」などと遊んでいると、もれなく脳天に拳げん骨こつを食らう羽目になるのだ。


    　オヤッさんは顔だけ見ればそこらにいる普通のおっさんなので、剣道部員以外の人間からすれば「そんなに怖い人なの？」という感じらしいが、問題なのは顔ではなく、その下に付随している肉体の方なのである。俺たちは更衣室で着替える際にオヤッさんの肉体を目にする機会もあるのだが、野郎の肉体ときたら長年日本海の荒波に揉もまれた岩がん礁しようのようで、筋トレなどまるでしていないにもかかわらず、ただただ剣道の稽けい古このみで鍛え上げられた躰からだからはおおよそ無駄という無駄が削ぎ落とされており、人を殺すことのみに特化していることは一目瞭りよう然ぜんである。この肉体を見てビビらないようならば、それは勇気ではなく蛮勇であり、生物としての危機察知能力に重大な欠陥を抱かかえていると思われる。


    　そんなバトルサイボーグの元に、今から「追試で練習遅れました。すんません！」と頭を下げに行かなければならないのだから、胸に鉛を呑のみ込んだような俺の憂ゆう鬱うつな気持ちが分かっていただけるだろうか。着替えを終えて更衣室から出た俺は、剣道場の入り口の前で大きく深呼吸をした。


    　しかし、ここでいつまで悩んでいても埒らちが明かん。


    　ええい、ままよ！


    　俺は道場の扉を勢いよく開け放ち、中に入って一礼した。練習していた部員の数名がこちらをチラリと見るが、指導をしているオヤッさんはこちらに一いち瞥べつもくれない。ハッ、別に諸もろ手てを挙げて歓迎されるなんて、端はなっから思ってねーぜ？　こちとら、練習に遅参してんだからよ！


    　俺は道場の端っこを横切ってオヤッさんの元まで行き、「すんません、遅れました！」と頭を下げた。


    「おう、どうした？」


    　オヤッさんが、ギロリとこちらを睨ねめ付けてくる。


    「弁解などござらん。煮るなり焼くなり、好きになさるがよかろう」


    　オヤッさんの威圧に負けぬよう、俺は気迫を込めて言い放った。秘奥義、はっきり理由を聞かれるまで理由を話さないの術である。馬ば鹿か正直に「追試で遅れました」などと弁明した日には、オヤッさんからいかなる叱しつ責せきを浴びせられるかも分からん。しかし説教の頭で頑かたくなに理由を秘すれば、説教している側は「こんなに理由を話さないということは、こいつには何か人には話せないようなよほど重大な理由があるのではないか？」と勝手に勘違いしてくれ始める。そして「おい、理由は一体なんなんだ？」という一言を向こうから引き出せれば占めたものである。この言葉を口にした時点で既すでに相手側には、無意識下にこちらの言い訳を受け入れる心の準備が出来ており、そこで「実は追試で遅れちゃったんすよ～」という人として屑くずみたいな理由を述べても、「なんだよ、追試かよ」と一笑されるだけで済むのである。どうよ、この駆け引きの妙は。人から怒られることにかけては百戦錬磨である俺の謝罪力は、もはやハーバード流交渉術をも凌りよう駕がしているのかもしれんな。


    「そうか」


    　そんな俺の言を受け、オヤッさんは重々しく頷うなずいた。


    「じゃあ休憩時間まで、端っこで素振りしとけ」


    　コミュニケーション能力がないのかよ。これだから団塊の世代は困る。おかげで俺は定刻までひたすら剣道場の片隅で「チャー・シュー・メン」のリズムで延々と竹刀しないを振り続ける心ない機械になり下がった。


    　約一時間後。


    　ようやくオヤッさんは「一時休憩」の号令を道場内に下し、俺はやれやれと一息つきながら更衣室に向かった。道場内は飲み物持ち込み禁止なので、水分を補給するには一度更衣室に戻らなければならないのである。


    「立たち花ばな～」


    　そんな俺のくたびれた背中に、声をかけてくる一人の男がいた。


    「おう、沖おき田たか」


    　俺は背後を振り返りつつ、おざなりに返事する。俺に声をかけてきた同級生の剣道部員、沖田は面を小こ脇わきに抱かかえ、額ひたいの汗を手の甲こうでぬぐいながら、「やぁ」と爽さわやかな挨あい拶さつを返してきた。


    「なんだよ、てめ～。今の俺は機嫌が悪い。導火線一センチのダイナマイトのようなものだと思え」


    「あはは。それはまた、随分と剣けん呑のんだね」


    　沖田はイケメンである。この一事を以もつて万死に値するといえよう。こいつは生来の端整な顔立ちにあぐらをかき、イケメンであるという一点に己おのがパーソナリティの大部分を依拠しているような取るに足らない小人物である。こういう顔だけはよい軟派野郎をクソ女どもがやれモデルだ俳優だとチヤホヤするから、日夜日本のために働いている企業戦士たちが受けてしかるべき尊敬の割合が減少し、ひいては日本経済の停滞を招くのである。そうした社会的悪影響を鑑かんがみれば、こいつらイケメンは本来ならば外と様ざま大名の二男坊のように離れ屋敷に蟄ちつ居きよし、実り少ない人生を過ごさなければならない道理なのだが、人を外見だけで判断するを潔いさぎよしとしない俺は、仕方なくこうして相手してやっている。


    「一体どうしたんだよ、なかなか部活来ないでさ～」


    　沖田はその端整な顔立ちをしかめて、イケメンのくせに不満をブーたれた。


    「るっせ。なんで部活遅れんのに、いちいちお前の許可を取り付けにゃあならんのだ。もうそろそろ一人立ちせい」


    「いやいや、立花が遅刻してきたおかげで、俺の打ち込み稽げい古この相手は、オヤッさんだったんだよ？　勘弁してよ～」


    　剣道部での打ち込み稽古や立会稽古は、だいたい腕が同じくらいの奴やつ同士が組んで行われている。そのため普段の相方が部活を休むと、欠員を埋めるためにオヤッさんと組まされたりするのである。しかし試験明けの鈍りきった体でオヤッさんの打ち込み稽古の相手を務めるなど、想像するだけで胃が痛くなってくる。沖田が泣き言をほざくのも、無理からぬことといえよう。


    「そいつは災難だったな。ご苦労、ご苦労」


    　俺は口先ではそんなことを言って沖おき田たを労ねぎらいつつ、心の中で大爆笑した。そんな会話を交わしながら俺たちは更衣室で水分を補給し、少し休憩した後、すぐに剣道場へ戻った。剣道部では休憩時間の長さが厳密には決められておらず、したがって理論上は無限に羽を伸ばし続けることも可能なはずなのだが、あいにくと俺たちはそこまで命知らずではなかった。水を飲んだら即帰還である。


    　それから俺たち剣道部員一同は部活終了時刻である五時まで、打ち込み稽げい古こや立会稽古をして時を過ごした。稽古に汗を流していると時間はすぐに過ぎ去る。濃密な時間とは、そういうものなのかもしれない。特に俺は沖田との立会稽古をするときには、己おのが全生命を剣先に込め、「ェエエエエエ～～～～～～ンンンッッッッ!!」と、野郎のなよなよした顔面に、渾こん身しんの飛び込み面を叩たたき込んでいる。沖田の野郎は俺よりも成績がよく、イケメンであり、性格も穏和だが、剣の腕前だけはこちらの方が勝っている。人間的には完全に負けているとしても、武力だけは俺の方が上なのだ。この一点が俺の両の足を支え、明日への活力となった。


    　しかし沖田も俺の稽古相手を務めているだけあって只ただの雑ざ魚こではなく、時折り飛び込み面に対して小こ癪しやくにも返し小手を決めてきたりする。そのたびに俺は「おいおい、こっちは正々堂々と一の剣だけで勝負してんのに、小手技とか漢おとこの使う技じゃねぇよ～！」などとクレームを入れ、あからさまにガードがおろそかになった沖田の小手に「ッッッテェエエエエエ～～～～ッッッ!!」と渾身の出小手を叩き込む。心理戦もお手の物よ。


    　そうこうしているうちに、時刻は五時にまで至った。オヤッさんが「練習、止やめ！」の号令をかけ、俺たちは剣道場の床に一列になって正座した。「先生に礼」「神前に礼」の掛け声のもと、剣道部員一同は一糸乱れぬ所作で座礼する。


    　部活終了後。


    　道場の掃除を終えて、俺と沖田が、


    「いや～、久しぶりにいい汗かいたね～」


    「そこもとの腕前も、どうやら錆さびついてはおらんようで安心しましたぞい」


    　などと爽さわやかな会話をしつつ道場の外に出ると、道場の窓のところから中を覗のぞいていた一人の女生徒が、


    「稽古は終わったようだな」


    　と声をかけてきたので、やれやれついに俺にも出待ちのファンができちまったか、色男は辛つらいぜなどと考えつつよくよく見直してみると、その女生徒は雪せつ花かだった。ぬか喜びさせるんじゃねえよ。雪花は妹にでも借りたのか、宮みや辻つじ高校の制服を着ている。まぁ妹は夏の間はめったに制服を着ないからな。妹の制服も、夏の間ずっとクローゼットの奥で埃ほこりをかぶっているよりは、誰だれかに着てもらった方が幸せかもしらんね。虫とかに食われないで済むしな。


    　そしてこの制服姿が、これまた似合っていた。


    　白地のブラウスに白はく銀ぎん色の髪の毛が、茜あかね色の夕日を浴びて輝き、涼しげなブルーのチェック柄のリボンとスカートとの色合わせが映はえている。スカートから覗のぞく太ももは柔らかそうだ。パチパチパチと俺はスタンディング・オベーションした。最高のパフォーマンスには、最高の賛辞を。それが紳士ってもんよ。


    「何を満足そうな顔をして拍手している。練習が終わったのなら、さっさと新聞部に乗り込むぞ」


    　そう言う雪せつ花かは、周りの剣道部員たちからの視線を感じるのか、偉っそうに腕組みしながらも何やら面おも映はゆそうである。雪花の白はく銀ぎん色の髪の毛と真っ白な肌は、学校のような日常空間の中ではやけに目立つ。俺はいい加減見慣れた感はあるが、初見の人間からしてみればさぞや物珍しかろう。


    「おう。着替えてくるから、もう少しここで待っていてくれ」


    「うむ」


    　俺は雪花にそう言い残して、更衣室に入った。更衣室に入ると、俺の後ろからぞろぞろと続いた剣道部員たちが矢継ぎ早に「おい、誰だれだ今の子は！」「お前とはどういう関係だ！」「なんだ、あの綺き麗れいな髪の毛は！」などと言いながら俺をもみくちゃにしてきた。ただでさえ芋いも洗あらいのような男子更衣室の中で、四方八方から人に囲まれた日にはむさ苦しいことこの上ない。


    　改めて説明するまでもなくなんとなく空気で察してくれていることとは思うが、一応ハッキリと断っておくと、剣道部は万年女日照りである。女子部員の数なんて微々たるものだし、マネージャーという天使も存在しねーし、野球部やサッカー部のようにグラウンドで女子たちの耳じ目もくを集めるでもねーし、まったくうちの剣道部は手段と目的を履き違えているとしか思えねーよ！　男はなぜ腕っ節を鍛きたえるのか。それは、惚ほれた女を守るためじゃねーのかよ！　しかしその肝心の女との縁が、こと剣道部に在籍している限り絶望的に薄く、画が竜りよう点てん睛せいを欠くの感は否いなめない。俺は、「誰だれかを守るために強くなれる。それが、人間の強さ……！」みたいなセリフを言いたいだけなのに、宮みや辻つじ高校剣道部では、そんなささやかな夢すら叶かなわんわけよ。まったく、どうなっとるんだね。話に聞いていたバラ色の高校ライフとは大分様子が違うよ～。このままでは卒業式の日に伝説の樹の下で沖おき田たが（略）。
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    　とまぁそのような感じに、剣道部員たちは日々ストイックに過ぎる環境に身を置いているため、一度女とのスキャンダルが発覚しようものなら、蜂はちの巣を突いたような騒ぎになるのである。うっとうしいったらありゃしない。


    「え～い、止やめろや。むさっ苦しい！」


    　俺は群がってくる野郎どもを引き剥はがしながら叫んだ。


    「あいつは、ただの親しん戚せきだ。お前らが想像しているような、やましい関係など一切ない！」


    「あいつはただの親戚」とは、人外の女と行動を共にするときのクラシカルな言い訳である。この弁明を聞いたら日本男児たる者、多少不自然さを感じたとしても「なんだ、親戚か～」と納得するのが礼儀作法エチケツトであり、暗黙の了解クール・ジヤパンである。ところが、「そんな訳ねーだろ」「彼女からは、お前のＤＮＡを微み塵じんも感じねーわ」「鏡を見ろ」などと、その言い訳は即座に周りから嘘うそだと看破されたため、俺は「う、うるせぇ！　死ねよ、バーカ！」とブチ切れたふりをしてごまかさざるを得なかった。やれやれ、男所帯ってのはなかなか世せ知ち辛がらいものですな。暮らしにくい世の中だぜ。


    「ところで、あの子は新聞部に乗り込むとか言ってたけど？」


    　横合いから、沖田がしゃしゃり出てくる。


    「色々あってな。新聞部をシメることになった」


    「なんだそりゃ」


    　沖田は笑った。こいつが笑うと更衣室のむさ苦しさは少し薄れ、空気が清浄になったような気がするのが腹が立つ。


    「でも新聞部に行くなら、俺も一緒に行っていいか？　あいつらには、試験前に借りた漫画を返さなくちゃならないんだ」


    　おいおい、試験前に新聞部から漫画を借りるとか、追試フラグびんびんじゃねーか。なのに、沖田は追試を免まぬがれやがった。まったく、こいつはイケメンのくせにフラグの回収も満足にできねーのかよ！　世の中不公平よのう！


    「フン、勝手に返しに行けば!?」


    「いや、なに怒ってるんだよ……」


    　呆あきれる沖おき田たを後ろに従え、俺は竹刀しないと防具が入ったズダ袋を肩に引っさげて更衣室から外に出た。


    「よし、行くとするか」


    　更衣室から出てきた俺に雪せつ花かは頷うなずき、そして俺の後ろにいる沖田にも目をやった。


    「その子も、一緒に来るのか？」


    「ああ、頼んでもいねーのに付いてきやがった」


    「あはは、そう言うなよ」


    　沖田はなよなよと微笑ほほえむ。


    「出発地と目的地が同じなんだから、一緒に行けばいいじゃないか」


    「ぁんだ、その雑な理屈は!?　それならマラソンランナーだって、出発地と目的地は同じなんですけど～!?　だけど皆で仲良くお手々つないでゴールってわけにゃあいかねーんだよ！　ゆとり教育じゃねーんだからな！」


    　沖田の言動に対しては、俺は常つね日ひ頃ごろから厳しく突っ込むことにしている。どんな些さ細さいな論理のほつれも見逃さねーぜ。


    「まあまあ、よいではないか」


    　そんな俺を、雪花がなだめにかかる。


    「戦力は多いに越したことはなかろう。キミは孝こう介すけの友達か？」


    「はい、沖田といいます。君は？」


    「私の名は雪花だ。孝介とは、まぁ遠い親しん戚せきのような関係だな。キミは若いのに、しっかりとしていそうだな。今後とも、孝介をよろしく頼むぞ」


    「ははは、お任せを。なかなか手のかかる奴やつだけどね」


    「うるせーよ！」


    　そんなほのぼのとした会話を交わしつつ、俺たちは夕日に濡ぬれる剣道場から第二校舎へと向かう。新聞部の部室は、第二校舎の三階にあるのだ。


    　道すがら俺は雪花に、例のビラを作った黒幕はどうやら新聞部の外にいるらしいという、昼に武たけ田だから聞いた情報を伝えた。


    「それはまた、妙な話だな」


    　雪花は首を傾かしげる。


    「あのビラには、そんな来歴があったのか」


    　隣で、沖田も首を傾げた。


    「まあなんにせよ、新聞部の奴らが重要参考人であることには変わりがない」


    　俺は話を続けた。


    「二人とも、新聞部をぶっ潰つぶすくらいの心積もりで乗り込むぞ！」


    「うむ。奴らのようなふざけた手合いには、きちんと仕置きをしてやらねばな」


    「なんだか、穏やかではないなぁ……」


    　詳しい事情を知らない沖おき田たをどさくさ紛れに討ち入りの頭数に入れつつも、俺たちは歩を進め、やがて第二校舎へと辿たどり着いた。


    「あ、ちょっとタンマ」


    　第二校舎に入り、一階から二階への階段を昇りきったところで、俺は二人を呼び止める。


    「む。どうした？」


    「一回職員室に寄って、追試の結果を確認してきてもいいか？」


    　職員室は第二校舎の二階にあり、もうそろそろ追試の採点も終わっている頃ころ合あいであろう。手ごたえからして四五点以上は確実に取れているとは思うが、一応念には念を入れて点数の確認をしておきたい。俺は悪を成敗する前に、後こう顧この憂いを断っておきたかったのだ。


    「あぁ、それは気になるだろうな。行ってこい」


    　頷うなずく雪せつ花か。


    「なるほど。追試で部活に来るのが遅れたのか」


    　頷く沖田。


    　ち、畜生！　藪やぶ蛇へびに沖田の前でいらねー恥を晒さらしちまったじゃねーか！　俺は自分の軽けい率そつな発言に悔し涙を流しながらも、走ってはいけない廊下を駆け抜け、一人職員室の前に辿たどり着いた。


    「失礼しやす！」


    　腹立ち紛れに職員室の扉を開け放つと、今日も今日とて職員室の内部は書類やプリントでとっちらかった机と、不景気なツラをした教員たちが並んでやがるぜ。相変わらずシケた空間よのう！　思えば、職員室にはロクな思い出がない。だいたい俺が職員室に足を踏み入れるときなど、日直の仕事やら、掃除の報告やら、説教で呼び出しを食らうやら、とかく面倒事ばかりなのだ。そのため俺は職員室に入ると条件反射的に気分がかったるくなったり、バイタルが低下したり、焼却炉にゴミを捨てに行きたくなったりするのだ。負のパワースポットかよ。これ以上余計なトラウマがよみがえる前に早々と用件を済ませるべく、俺は職員室を見渡し、お目当ての英語教員、田た中なか先生の姿を捜した。


    「先生！」


    　やがて田中先生を見つけた俺は、先生の机に歩み寄りながら声をかける。


    「おう、立たち花ばなか」


    　机の上に並べていた書類から顔を上げ、こちらに顔を向ける先生。


    「追試は、追試は大丈夫だったんですか!?」


    　オペ後にクランケの容体を尋たずねる家族のように、俺は先生にすがりついた。


    「ああ、よく出来てたよ」


    　田中先生は机の上から答案用紙を探し出し、俺に手渡した。点数は八六点だった。


    「お前、それだけ出来るんなら、初めからその点数を取ってくれよ」


    　先生は軽く肩を竦すくめながら、もっともな小言を言った。


    「先生、期末試験の科目は英語だけじゃないんすよ？　初めからこれが出来るなら、誰だれも苦労はしませんよ」


    「ま～、それは分かるけどな～」


    　田た中なか先生は呆あきれ顔である。思えば、宮みや辻つじ高校の学生たちの定期試験成績が今一つ振るわないという相談を、ホームページ上で白はく狼ろう神社に持ちかけてきたのはこの先生だ。さぞかし追試を受ける生徒の数の多さには心を痛めていることだろう。


    「先生も大変っすね。出来の悪い生徒たちの面倒を見て」


    「お前が言うなよ。そもそも、それが俺の仕事だし、別に構わんよ」


    　寛大な先生である。


    「しかし、ご安心を。うちの高校の生徒たちの成績を下げている原因は、もうそろそろ分かりそうですよ」


    　俺は終業式の日にまで追試の採点なんぞで学校に足止めを食らっている先生の労に報いるべく、そう報告した。


    「うん？　原因？」


    　しかし、そんな俺の言葉に対して、田中先生はきょとんとする。


    「なんの話だ？」


    　どうも先生の反応は不穏である。「あれ？」と思った俺は、


    「うちの学生たちのテストの点数が悪いって、誰かに相談したりはしませんでしたか？　テストの点数分布が変だとか、何か外的な原因がありそうだとか」


    　と先生に尋ねてみた。


    「いや、特にそんな相談を誰かにした覚えはないなぁ」


    　先生は首を傾かしげる。


    「俺はこの学校に赴任してきたばかりだから、そんなに事情に詳しくないしな。確かにテストの採点をしてると、お前みたいに出来るなら初めからやれよと思うような生徒は多い気がしたけどな」


    「う～ん、そうですか……」


    「どうした？　何か気になることがあるなら、相談に乗るぞ」


    　不審な表情を浮かべて立ち竦む俺の顔を、先生は下から心配そうに覗のぞき込む。


    「あ、大丈夫っす。こっちの勘違いだったみたいです」


    　俺は田中先生に一礼して、首を捻ひねりつつも職員室を辞した。


    　何やら狐きつねにつままれたような気分である。田中先生がとぼけているのでなければ、白狼神社のホームページに相談を寄せてきたＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんと彼とは別人物ということになる。そしてよくよく考えてみれば、確かに最初から違和感はあったのだ。Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんはチャットで、宮みや辻つじ高校生徒たちの定期試験の点数分布についてやけに詳しげに語っていたが、田た中なか先生は今年の春に宮辻高校に赴任してきたばかり。つまり先生が採点したテストは、目下のところ一学期の中間試験だけのはずなのだ。それは、何年もの間宮辻高校のテストデータを見てきたかのようなＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんの語りぶりと矛む盾じゆんしないだろうか。


    　そんな疑念にとらわれながら、俺は二階の階段前に帰還した。険しい表情を浮かべる俺の顔を見た途端、雪せつ花かと沖おき田たは何を勝手に覚さとったのやら、


    「残念だったな。だが、まだ次があるぞ。諦あきらめるな」


    「立たち花ばなはやれば出来る奴やつだと思うよ。次頑張れよ」


    　などと、まるでそれが既定路線であるかのように紋切り型の言葉で慰めてきた。失礼な奴らよのう。この俺が追試ごときに、そうそう不覚を取ると思うてか。「オラ！」と俺は先ほど田中先生から受け取った答案用紙を奴らの鼻先に突きつけてやった。


    「なんだ。よい点数ではないか。なんでそんなシケた面つらをしているんだ？」


    　雪花が尋たずねてきたので、俺は沖田を放置し、先ほど職員室で話してみた限り、どうやら件くだんのＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんと田中先生とは別人物のようだということを説明した。


    「ふ～～む」


    　三階への階段を昇り終え、夕日が斜めに差し込む廊下を、新聞部へ向けて歩を進めながら、雪花は腕を組んで考え込む。大分事態が紛糾してきたな。今日学校で得た情報をまとめてみると、試験前にビラをばら撒まいた一件に関しては新聞部の外に真の黒幕がおり、なおかつ宮辻高校の生徒たちの成績が悪いということを白狼神社のホームページで相談してきた人物は自みずからの素性を偽っていたということになる。


    「どうするよ？」


    「まぁＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんが、その田中先生とは別人物だとしてもだ」


    　雪花は答える。


    「新聞部を使って宮辻高校の生徒たちの成績を下げようと画策している奴がおり、そのことで迷惑を被こうむっている人々がいることには間違いない。ならばその黒幕は、どちらにせよとっちめるべきだろうよ」


    「それもそうだな」


    　雪花の見解に、俺は同意した。元々俺がこの事件に臨むモチベーションは二つ。一つは田中先生の手助けをするためであり、もう一つは俺が追試を受ける羽目になった黒幕への私し怨えんである。したがって、未いまだモチベーションの片翼は失われていないわけだ。こうして改めて心を決めたところで、俺たちは新聞部部室前に辿たどり着いた。俺は怒りの赴くまま、


    「ハイヤァアアアアアア～～～ッッッッ!!」


    　と気勢を上げてドアを蹴けり開けた。突然の無法者の乱入に、部室の内部からは「何なに奴やつだ！」と鋭い声が上がり、一番ドアの近くにいた部員が素早く部屋の電気を落とす、などという鋭敏な反応はもちろん返ってこず、部屋の中で思い思いにくつろいでいたダメ人間たちは「んあ？　何々？」とのんびり顔を上げた。おうおう、四方八方に敵がいる割りには、随分と平和ボケよのう。こんな奴やつらでも枕まくらを高くして寝ていられる、そこが日本のいいところだな。


    　新聞部部室の内部は、ドアの位置から見て左の壁かべ際ぎわにスチール製の書架が並び、右の壁際にはデスクトップパソコンやプリンタなどの機材が並んでいた。部屋の中央にはパイプ机が四脚、中央の空間を挟んで正方形に向き合うように設置されており、机に面したパイプ椅い子すに数名の男子生徒が思い思いにたむろしている。室内のフェミニン度は当然のように限りなくゼロに近く、部室に雪せつ花かが入ると掃きだめに鶴となった。


    　肝心の武たけ田だはというと、闖ちん入にゆう者の気配にも反応すら見せず、右の壁際のデスクトップパソコンに向かって一心にマウスをカチカチと動かしている。うむ、どうやら真ま面じ目めに仕事をしているようだな。感心、感心。そう思った俺が野郎の肩越しにパソコンの画面を覗のぞき込んでみると、永えい安あんに和睦の使者として出向いた諸しよ葛かつ亮りようが激げつ昂こうした劉りゆう表ひように追い返されている絵が目に入った。なるほど、外交は国の大事ですからな、疎おろそかにしてはなりませんぞっておい、これパソゲーじゃねーか！　しかも英雄集結シナリオ!!


    「何をやっとるか、貴様ァア～～～～～ッッッ!!　汝なんじ、会かい稽けいの恥はじを忘れたるか！　俺たちを追試に追い込んだ黒幕を暴あばくんじゃなかったのかよ！　三国志で遊んどる場合か～～ッッッ!!」


    　劉表ばりに激怒した俺は、武田の背中を激しく揺さぶった。


    「おう、立たち花ばなじゃないか」


    　俺の怒気を特に意に介する様子もなく、武田はのんびりとこちらを振り向いた。そしてデータをセーブして三国志のブラウザを閉じ、パソコンのメールソフトを立ち上げる。


    「結局デスクも、メールが誰だれから送られてきてるかは知らなかったんだけどさ。メールの内容はパソコンに残っていたから、とりあえず見てみる？」


    　さすがに仕事の早い男よ。俺と雪花とついでに沖おき田たは、武田の背中越しに、新聞部に送りつけられてきたというメールの内容を覗のぞき込んだ。


    「拝啓　例年にない炎暑が続く今日この頃ごろ……」


    　本文には、例のふざけた文章が書かれている。「こんなビラもあったなぁ」と隣で沖田は笑い、雪花は不機嫌そうに眉まゆをしかめた。しかし今注目すべきは本文ではなく、このメールの送信元である。


    　送信者のメールアドレスには、次のように書かれていた。


    「Ｒａｉｓｉｎｇ‐Ｓｏｕｌ＠××××」


    　俺と雪花は、思わず顔を見合わせた。　Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌさんというのは、宮みや辻つじ高校の生徒の成績が悪いと、白はく狼ろう神社のホームページに相談を寄せてきた人のハンドルネームである。しかし新聞部を扇せん動どうした黒幕のメールアドレスにも、またその名は使われていたのだ。メビウスの輪を一周回ったら裏面に辿たどり着いてしまったような、なんともわけの分からん状況になってしまった。


    「このメールは、俺たちの七代前の時代から始まって、代々新聞部に送られてくるようになったらしいんだけどね。誰だれから送られてきているのか、今となっては誰も分からなくなってしまったんだ。それにしても、Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌなんて、随分と中二病なメアドだよな～」


    　武たけ田だは、武田にしては至極まっとうな感想を述べた。


    「Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌか～」


    　このように事態が混迷を深める中、沖おき田たが何か思うところでもあったのか、なよなよと唸うなる。


    「どうした、沖田。何かあるんだったら、さっさと言え。どーせ大したことでもねぇだろ」


    「いや、本当に大したことじゃないんだけどさ」


    　沖田は言葉を続けた。


    「たしか笹ささ塚づか先輩の作ったペットボトルロケットの名前が、そんなんだったよ」


    



    　　　　　８


    



    　結局新聞部で得られた目ぼしい情報は、アジ・ビラの原文を送ってきた人物のメールアドレスだけだった。その後は、


    「へ～、ペットボトルロケットか～。夏の風物詩って感じだな～」


    　と武田が沖田の話に食いつくのを尻しり目めに、デスク（新聞部部長）のもとに俺と雪せつ花かは話を聞きに行ってみたのだが、


    「このメアドには返信してみても、全然反応が返ってこないんだ。このメールが送られてくるようになったのは、俺たちの七代くらい前かららしいんだけど──引き継ぎ資料にも送信者の情報は載っていないし、正体はさっぱり分からないんだ」


    　とのことであり、捗はか々ばかしい回答は返ってこなかった。というわけで事ここに至り、真相に迫るために俺たちに残された蜘く蛛もの糸は、もはや笹塚先輩のペットボトルロケットのみとなってしまったのである。


    「仕方ねぇ……」


    　デスクに礼を言ってから、俺と雪花は新聞部の部室を辞した。廊下に出た俺は、短く溜ため息いきをついた。


    「笹塚先輩の家に行って、何か心当たりがないか尋たずねてくるか……」


    　昨日の今日で押しかけるのも微妙に気が引けるのだが、他ほかに手がかりらしい手がかりもない以上、否いやも応おうもあるまい。


    「ふ～む……」


    　そんな俺の言に、雪せつ花かは首を傾かしげた。


    「しかし、その笹ささ塚づか君とやらが作ったペットボトルロケットの名前がＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ号だったとしても、彼が新聞部に怪文書を送りつけてきた犯人だということになるのか？　たまたまメールアドレスとペットボトルロケットの名前が、被かぶっただけなのではないか？」


    「いや、俺も笹塚先輩が犯人だと思って、家を訪ねるわけじゃねーぜ」


    　笹塚先輩は、どちらかといえば内省的な性格の持ち主である。その内へ内へと向かって自己を研けん鑽さんしてゆく姿勢を我われ々われ後輩は尊敬しているのであって、新聞部に怪文書を送りつけるようなふざけた行為は、どうも笹塚先輩の為なすところではないように思われる。


    「だけど、先輩が宮みや辻つじ高校に在籍していたのは、多分今から七年前くらいの時期だからな。それは、新聞部に謎なぞのメールが届き始めた頃ころと一致する。それにＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌなんてご大層なネーミングが、そうそう被ったりもしねぇだろ。


    　だから、先輩が怪文書を送りつけてきた犯人ではないにしろ──何か犯人と関かかわりがある可能性は、十二分にあるだろ」


    「そうか」


    　夕日が差し込む廊下を歩きながら、雪花は首しゆ肯こうした。


    「ならばキミは、その笹塚君とやらの家を訪ねてくれ。私は私で、七年前の宮辻高校の様子を知っていそうな氏うじ子こさんを訪ねてみよう」


    「氏子さん」とは、土着神が守護している地域に住まう人々のことである。


    「分かった。それじゃ、終わったら家で落ち合うとするか」


    「うむ──」


    　こうして俺は雪花と別れ、笹塚先輩のアパートを訪れたのだった。


    



    「というわけで、何か心当たりはありませんでしょうか」


    　午後七時。


    　学校を出た俺は笹塚先輩のボロアパートに立ち寄り、事の顛てん末まつを説明した後、先輩に助言を仰あおいだ。


    「心当たりと言われてもな──」


    　先輩は珍しく真ま面じ目めに、卓ちや袱ぶ台だいの上に置かれたノートパソコンに向かって、難しい数式や図形が書かれたレポートを作成していた様子だった。しかし俺の話を聞き終えると画面から顔を上げ、しばらくの間思案に暮れる。


    「ふ～む……」


    　そのまま先輩は唸うなりながらレポートを保存し、ノートパソコンの画面を閉じて、卓ちや袱ぶ台だいの前から立ち上がった。そして部屋の隅っこに打ち捨てられている、ペットボトルロケットの残ざん骸がいへと歩み寄る。


    「Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ号か……」


    　先輩は呟つぶやく。


    「Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ号です」


    　俺は頷うなずいた。先輩がＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ号だと言うのならば、それはＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ号なのである。他ほかの何物でもない。俺の瞼まぶたの裏側には、在ありし日のＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ号が空を翔かける姿がありありと浮かぶようである。決して、資源ゴミは毎週水曜っすよ！　などとは思っていない。


    「黒歴史だ」


    　先輩はＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ号の残骸を床から持ち上げて、しげしげと眺めながらそう呟いた。先輩ほどの大人物にも黒歴史はあるものなのかと、俺は驚いた。というかＲａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ号を黒歴史だと認識するのならば、現在の先輩の体ていたらくもまた現在進行形で黒歴史真まつ只ただ中なかなのではなかろうかとも思った。しかしそんな非情な突っ込みをかませるほど、俺は人でなしではない。


    「黒歴史です」


    　と、先輩の言葉に追従しておいた。


    　そのまま先輩はしばらくの間思案に暮れていたが、やがて甚じん平べいのポケットから携帯電話を取り出した。


    「実はＲａｉｓｉｎｇ‐Ｓｏｕｌ＠××××というメールアドレスには、心当たりがある」


    「本当ですか!?」


    　思わず卓ちや袱ぶ台だいから身を乗り出す俺に対し、先輩は「ああ」と頷きを返した。


    「旧知の仲だ。おそらく俺がメールを送れば、返信はくるだろう」


    　先輩は、ポチポチと携帯に文面を打ち込み始めた。


    　最後に中央の決定ボタンを押して、メールを送信する。


    「…………」


    「…………」


    　アパートの一室に、一〇秒ほど沈黙の時間が流れた。


    　すぐに返事が来る気配はない。


    「……返事が来るまで、特にやることもないな──」


    　先輩は携帯の液晶から顔を上げ、こちらに視線を向けた。


    「立たち花ばな、飯でも食いに行くか？」


    「行きましょう」


    　部活終わりで腹も減っていたことだし、俺は先輩の提案に乗った。もしかしたら飯を奢おごってくれるのではないかという微かすかな期待もある。


    「飯代は先輩が奢ってくれるんですか？」


    「人間、後輩に飯を奢おごるようになったらお終しまいだ」


    　しかし先輩は、断固たる態度でそう告げた。


    「日本国憲法第一四条には、すべて国民は法の下に平等であって、人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、いかなる政治的、経済的、社会的差別も受けてはならないと、きちんと定められている。当然俺は日本国民の一人として、その精神を遵じゆん守しゆするものである。したがって、後輩に飯を奢るなど笑止千万だ。人間は後輩に飯を奢るとき、その実自分の権勢に奢っているのである」


    「ですよね～……」


    　こういう屁へ理り屈くつをこねさせたら、先輩は天下無双である。少しでも期待した俺が馬ば鹿かだったとしかいいようがねーぜ。俺は部屋を出る先輩の背中に続きながら、妹に夕飯は外で食ってくるというメールを入れた。


    　こうして笹ささ塚づか先輩と俺は、連れだって五月雨さみだれ庵あんを出立した。清流荒川の川べりを一〇分ほど歩くと、商店街に到着する。時刻は既すでに七時を大幅に回り、商店街の大半の店は店仕舞いの作業をしたり、シャッターを下ろしたりしている。宮みや辻つじ町で七時を過ぎて開いている店は、コンビニか居酒屋くらいしかないのである。沿道に設置された雪ぼん洞ぼりが、ぽつりぽつりと橙だいだい色に灯ともっている。


    「祭りが近いなぁ」


    　先輩が呟つぶやいた。甚じん平べいを着込んだ先輩の姿は、祭り化粧をした街の風景に溶け込むようである。


    「先輩、珍しく勉強してましたね」


    　俺は柄にもなくノートパソコンに向かっていた先輩の様子を思い出し、尋たずねてみた。


    「ああ。実は大学院に進学することになってな。長年の懸案だった卒業論文を仕上げなければならなくなった」


    「へ～！　院に進学するんですか！」


    　寝耳に水の話に、俺は驚いた。まあ俺は大学と大学院の違いもよく分からんが、なんとなく人生の一大事だという気はしたのだ。


    「なんだか、寂しくなりますね」


    　それは本来、祝福すべき事態なのかもしれなかった。しかし俺は、先輩がどこか遠くの世界に行ってしまうような気がして、思わずそんな言葉を呟いてしまっていた。


    「寂しいことはないよ。院に進学するだけだ。俺が変わるわけじゃない」


    　先輩はそんな言葉を言って、俺を慰めた。


    「──まぁ、その先は就職して、どこか別の都市に飛ばされることもあるかもしれないけどな」


    「あ～あ、先輩はあのボロアパートでずっと燻くすぶってくれているものだとばかり思ってたのにな～」


    「そんなわけにもいかないさ。人間いつまでも変わらないままではいられないんだ。いつかは、どこかに出発しないとな」


    　なんだか少しだけ湿っぽい空気になりつつも、先輩と俺は商店街の蕎そ麦ば屋の暖簾のれんをくぐった。この店は蕎麦屋だが、二階部分は座敷になっていて、夜になると居酒屋へと早変わりするようだ。二階部分では宴会でも開かれているのか、階段の奥から賑にぎやかな騒ぎ声が聞こえてくる。俺たちが入った一階部分にも、晩酌をする仕事帰りのおっさんたちの姿が見えた。こういう普段行かないような場所に連れてきてくれるあたり、先輩は俺たちに比べて大人である。


    　先輩は席に着くと、コップに水を入れて持ってきてくれた女将おかみさんに天ざるを注文した。俺も竹刀しないと防具の入ったズダ袋とスクールバッグを脇わきに置きながら席に着き、先輩と同じものを頼む。いつもより、少しだけ豪勢な夕食である。


    「ところで、立たち花ばなの家は確か神社だったな──」


    　女将が立ち去るのを見送った後、先輩は顔をこちらに向けた。


    「ふと疑問に思ったんだが、神社の人間から見て、実際に神さまってのはいるもんなのかい？」


    　なかなかナイーブな質問である。


    「そこら辺は、よく分からないですね」


    　俺は、正直なところを答えた。


    「神前でお祈りしたり、境けい内だいで竹刀の素振りをしたりしてると、時々ふと向こう側に神さまがいるような気もするんですが──まぁ、確証はないっていうか」


    「なるほど、そういうものか──」


    　先輩は得心したように呟つぶやき、コップの水をチマチマと飲んだ。


    　こうして先輩と他愛たわいもない話をしているうちに、注文した天ざるを女将さんが持ってきてくれた。部活帰りですっかり腹が減っていた俺は、すぐに蕎麦を麺めんつゆに浸してすすり込む。


    「ところで立花。もし神さまというのが、この世にいるとしてだ」


    　先輩は麺つゆにネギとワサビを混ぜ込みながら、話を振ってきた。


    「その神さまが好む人間っていうのは、一体どういう奴やつだと思う？」


    「う～ん、そうですね～……」


    　俺は一いつ旦たん蕎麦を食う箸はしを止め、先輩の質問に対して考え込んだ。


    「頭がよかったり、性格がよかったり、力が強かったりする人間じゃないですか？　社会に貢献する人材とか、歴史に名を残すような英雄とか。そういう人間じゃないと、なかなか神さまの目には留まらないんじゃないでしょうか」


    「もちろん、そういう人間が目に留まりやすいということはあるだろう。そして目に留まりやすいということは、それだけ神さまの助力も得やすいということになるのかもしれん」


    　先輩はエビ天の先っぽを麺つゆに浸しながら、俺の返事に頷うなずいた。


    「しかし、そういう優れた人間だけを依え怙こ贔屓ひいきするような神さまというのは、少し狭量だとは思わんか？　何かに優れている人間を好むなど、言ってしまえば当たり前のことだ。もし神さまがいるのなら、優秀な奴やつとも駄目な奴とも分け隔へだてなく接してくれると思わないか？」


    「そうですね──」


    　先輩の言葉に対して、俺は相あい槌づちを打った。


    「そういう神さまの方が、好感が持てるかもしれないですね。俺みたいなアウトローにとっては、そういう世界の方が暮らしやすそうです」


    「ふむ」


    　先輩はエビ天にかぶりつく。


    　それから、俺たちは二人でチュルチュルと蕎そ麦ばをすすった。


    　食後。


    「祭りってのは、大抵賑にぎやかなものだ」


    　二階の座敷から降りてきて店の外に出てゆく団体客を見送りながら、先輩は祭りの話をしだした。


    「神み輿こし担いだり、市中をだんじり引きまわしたり、ドンドンと太鼓を叩たたいたり、花火を打ち上げたり。その行為に何か実益があるのかといわれれば、そんなものは何もないわけだ。ただ大騒ぎがしたいだけだ」


    　先輩は話しながら、麺めんつゆに蕎麦湯を注ぐ。


    「でも神さまも、案外その大騒ぎを人間と一緒に楽しんでいるのかもしれない。神というのは、悠久のときを生きている。悠久のときを生きるということは、永遠に変わらないということだ。完全、不変、安定。それが、神の性質だ。一方で、神が造った世界は、不完全で、目まぐるしく変化して、その様さまは不安定だ。もし神がいるのなら──」


    　先輩は、蕎麦湯を一口すすった。


    「世界のそうした不安定さをこそ、愛するのかもしれない」


    　先輩の甚じん平べいのポケットから、携帯のバイブ音が聞こえてきた。先輩は「失礼」と断ってから携帯を取り出し、液晶に目を走らせる。


    「立たち花ばな、返事が来たぞ」


    　先輩は、俺に携帯を手渡す。俺が液晶画面を見てみると、「Ｒａｉｓｉｎｇ‐Ｓｏｕｌ＠××××」というメールアドレスから受信したメールの本文には、次のように書かれていた。


    「白はく狼ろう神社の息子むすこくん。明日午後六時、千せん谷たに神社境けい内だい前の鳥居まで、竹刀しないを持って一人で来られたし」
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    　七月一九日（日曜日）。時刻は、もうそろそろ午後の六時。


    　夕焼けでオレンジ色に染まる空の下、千谷駅から歩いてすぐ、千谷神社鳥居前にて、俺は制服姿に竹刀しないが入ったズダ袋を肩から引っさげ、一連の騒動の黒幕である人物を待ち構えていた。


    　今日は千せん谷たに神社の祭りの日である。駅から神社、そして神社の北側に位置する北きた山やまの麓ふもとにかけて、沿道には屋台が並び、千谷中から祭りの見物客が集まっていた。


    　千谷神社の祭りの夜には、北山の頂上から花火が打ち上げられる。そのため人の流れは全体的に、駅から北山麓の北山公園へと向かっていた。北山公園には小高い展望台や広場があるので、花火を見物するには格好のロケーションなのである。


    　駅前には出陣の準備を終えた神み輿こしがスタンバイしており、半はつ被ぴを着込んだ地元の青年団や、赤いジャケットの千谷防犯協会のおっさんたちが周りを囲んでいる。


    　千谷神社の境内からは、ドドドドドドドドンコココココココドドドンドドドンコココココピ～ヒョロロピ～ヒョロロと、腹の底が震ふるえるような和太鼓と笛の音が聞こえてくる。こうして祭まつり囃ばや子しに耳を傾けていると、改めて祭りと夏休みが始まったのだなあという実感が胸に込み上げてくる。


    　されど待ち人はなかなか来たらず、俺は先ほど駅前で防犯協会のおっさんから貰もらった団扇うちわで首周りを扇あおぎながら、駅から北山の麓へと流れてゆく人波を何となく眺めて時間を潰つぶした。


    



    　昨晩俺は笹ささ塚づか先輩から話を聞いた後に家に帰り、黒幕から一人で呼び出されたということを、縁側で雪せつ花かに報告した。


    「一人で呼び出されたか……」


    　縁側に腰かけていた雪花は、難しい顔をして腕を組んだ。


    「キミ一人で大丈夫か？　私も付いていった方がいいのではないか？」


    「いや、要求通り俺一人で行かねーと、あちらが姿を見せないかもしれんだろ。せっかく手がかりをつかんだのによ」


    「しかし竹刀を持って一人で来いとは、不穏な要求だな。まるで、果たし合いの申し込みのようではないか」


    「う～ん……でも先輩の口ぶりだと、そこまで危険な相手でもなさそうなんだよなぁ」


    　雪花の意見に対して、俺は首を捻ひねる。


    「そんなに危険な相手なら、そもそも先輩は俺に紹介したりはしないだろう。あの人は、人を見る目だけはある。何せ利害関係で人間を計らないからな」


    「そうか。まぁ危険がないのなら、それに越したことはない。祭りの日は人通りも多いし、向こうもそうそうよからぬことは出来ないだろう──それに、先日キミが剣道の稽けい古こをしているところを見たがな」


    　俺が部活から持ち帰っていた竹刀の袋へチラリと視線を走らせ、雪花は言葉を続けた。


    「キミは少々ムラッ気こそあるが、剣の腕前はなかなかある。万一荒事になったとしても、学生をたぶらかすような小事で喜んどるような輩やからに、そうそう後おくれは取らんだろう」


    「おう。任せろや」


    　俺は男らしく、ドンと胸を張った。


    「悪い奴やつだったら、きっちり成敗しといてやらぁ。お前は妹と一緒に、北きた山やま公園で花火の場所取りでもしとけ」


    「うむ。頼んだぞ」


    



    　こうして雪せつ花かから剣の腕前にお墨付きを貰もらい、俺は今千せん谷たに神社鳥居前に立っているというわけよ。時刻はまもなく、午後六時。花火大会が始まるのは、午後七時四五分からである。それまでには、先に北山公園に入ってアリーナ席を押さえてくれているはずの雪花と妹に合流したいものだ。さぁさぁ鬼でも蛇でも、さっさとかかって来いや！　千谷の平和を乱す不届き者め！　この俺様直じき々じきに、刀の錆さびにしてくれるわ！　俺は全身に闘気をみなぎらせ、見えざる敵とのリアルシャドーを脳内で繰り広げながら、その場で和太鼓のリズムに合わせながらタタタンタタタンとアリ・ステップを踏んだ。


    　──踏んでいた、のだが。


    　ふと、違和感。


    　チリ……と首筋が帯電する。緊張が、即座に全身を走った。


    　剣気。


    　──例えばオヤッさんのような強者から発せられるような、まごうことなき強い剣気を感じた。


    　顔を上げて神社の方を見ると、ゆっくりと参道を通ってこちらへと近づいてくる、一人の人影がある。


    　女。おかっぱ頭。整った目鼻立ち。年の頃ころは一七、八。シャツブラウスに七分丈のカーゴパンツ。右手には、どこかの屋台で買ったのか、ヤキモロコシを握っている。


    　女は右手を前に差し出し、そのヤキモロコシを小こ太だ刀ちのように構えている。


    　剣先から発せられる闘気に、考えるより前に体が反応した。俺はズダ袋から竹刀しないを抜き放ち、左足を半歩後ろに引いて正せい眼がんに構えた。世界からあらゆる音が消え、全神経が女へと集中する。


    　竹刀を構えた俺を見て、おかっぱ女はニィ……と口の端を吊つり上げた。笑ったようだった。牙きばをむいたようにも見えた。


    　そのまま女は悠然と歩を進め、こちらとの間合いを詰めてくる。すり足で近づきつつも、重心がまったく動いていない。体は移動しているのに、ヤキモロコシの切っ先はまったくぶれることなく、ずっと俺の喉のど元もとを突いている。


    　構えは、右半身を前に出した、やや防御的なものだ。正眼で構えている俺の方から見ると、女の体は横を向いているような態勢であり、正中線が隠れてしまっている。なおかつ前に突き出された右手が邪魔で、攻撃を打ち込みにくい。


    　半面、おかっぱ女が繰り出せる攻撃も前に突き出した右手から派生するものだけだろうから、意識を相手の右手に集中していれば、防御は容易にも思える。


    　しかし、そんな防御的な構えを取りつつも、女はこちらとの間合いを詰めてきている。


    　──すなわち、こちらの攻撃を誘っているのだと見てよかろう。


    　さて、どうしたもんかと、女が間合いを詰めてくる数瞬の間に、俺は思考を巡らせた。


    　女は防御的な構えを取っているが、リーチは圧倒的にこちらの方が長い。だから意を決してこちらから先に打ち込めば、面にも胴にも小手にも、攻撃は打ち込み放題な気はする。女は右半身を前に向けているので、左側にステップすれば容易に背後を取れそうな気もする。


    　だが、いくら喧けん嘩かを吹っ掛けられているとはいえ、さすがに女の体に本気の斬ざん撃げきを叩たたき込むのは躊躇ためらわれた。その非情になりきれぬ甘さこそが、俺の剣士としての致命的弱点であり、同時に人間的魅力でもある。となると、体に攻撃を打ち込めないのなら、必然武器を攻撃するしかないわけだが──


    　女が手に握っている武器は、困ったことにヤキモロコシである。


    　食い物に向かって本気で竹刀しないを叩き込むのは、それはそれで非道徳的な行為な気がした。冷静になって考えてみれば、そもそも何をヤキモロコシ相手にマジになってんのという感もある。だが、現実問題としてヤキモロコシを小太刀のように突きつけられて勝負を吹っ掛けられている以上、それには真ま面じ目めに対処せざるを得ないのだ。バナナの皮でも、使い方次第では立派な凶器になろう。
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    　以上のことを考慮した結果、俺はおかっぱ女への迎撃プランを頭の中でまとめた。


    　まずは、竹刀しないで女の小手を、傷にならない程度に軽く叩たたく。そうすれば女は得え物もの（ヤキモロコシ）を地面に落とすだろう。これで女の戦力は無力化される。あとは地面に落下するヤキモロコシを気合いでキャッチする。以上である。


    　口でいうだけならば簡単だが、いざ実行に移すとなるとかなりの離れ業だ。最終的には気合じゃねーかという説もある。まあ、その方が燃えるけどな。俺は武士だから。


    　そんなことを考えている間に、女はとうとう俺の間合いにまで踏み込んできた。


    「ハ──ッッッッッ!!」


    　俺は気勢を上げ、おかっぱ女の小手に竹刀を叩き込んだ。


    　ところが。


    　その斬撃を、女はヤキモロコシを持った右の手首をくるりと返し、水のように受け流した。


    「!?」


    　女は左足を一歩踏み込み、空いていた左の手の平を俺の胸に押し付ける。次いで右足を一歩踏み込み、俺の膝ひざ裏うらに回した。


    　瞬間──


    　女は左手で胸を押し、右足で後ろ足を払った。


    　上半身を後ろに、下半身を前にと同時に崩された結果、俺の体は易やす々やすとバランスを失い、宙を舞う。


    「ウワァアアアアアア～～～～～イッッッッッ!!」


    　俺は叫び声を上げながら、参道に背中から叩きつけられた。


    「うぐっ……」


    　思わず呻うめき声を漏もらしたのと同時、ふわりと前髪に空気を感じた。ポンと、ヤキモロコシが俺の額ひたいを叩く。


    「一本です、ＮＩＮＪＡくん」


    　世界に音が戻り、再び周囲の人々が動く気配を感じた。ドドドンコココピ～ヒョロロという、和太鼓と笛の音。ザワザワと周りを囲む、人々の喧けん騒そう。


    「なっ……」


    　一瞬の出来事に言葉を失う俺に向かい、おかっぱ女はにっこりと微笑ほほえんだ。


    「リアルでお会いするのは、これが二度目ですね」


    　言いつつ、地面に倒れた俺に、女は手を差し延べる。


    「──私はこの神社の祭神、コノハナサクヤヒメです」


    　その声はネット世界で慣れ親しんだＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんのものであり、その顔はよくよく見てみれば、先日笹ささ塚づか先輩とエロＤＶＤを借りに行ったレンタルビデオショップ店員のお嬢さんだった。
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    　千せん谷たに神社から北きた山やま公園へ、祭りの屋台で賑にぎわう沿道を、俺とＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんは歩いてゆく。Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさんはおかっぱ頭に目鼻立ちの整った顔立ちをした女性であり、その清せい楚そな印象は見み目め麗うるわしい女神と伝承されるコノハナサクヤヒメ神のイメージと合致していた。しかし服装はシャツブラウスに七分丈のカーゴパンツ、足元はぺたんこのショートブーツと、顔の見た目に反して随分と活発そうな印象を受ける。


    　時刻は午後六時を回って、祭りは大盛況であり、屋台の行列が車道にまで溢あふれていた。


    「相変わらず、千谷祭りは賑わっていますねぇ」


    　マテさんは呟つぶやきつつ、俺の二の腕を掴つかんで体を寄せてきた。


    「マテさん、近い。近いです！」


    「はい。近くなくては、はぐれてしまいますからね──」


    　慌てる俺とは対照的に、マテさんは落ち着き払って、ニコニコと人好きのする笑顔を浮かべている。一緒にネトゲをしていたときにも、彼女は実によく笑う女性だという印象だったが、実際に会ってみても、その印象は変わらなかった。


    　見ているこちらまで、楽しくなってくるような──。


    　そんな、無邪気な笑顔である。


    



    　北山公園までの道すがら、マテさんは事のあらましを語ってくれた。


    　──事のあらましは、俯ふ瞰かんしてみれば案外単純なことであった。


    　彼女──コノハナサクヤヒメ神は、自身が祀まつられている神社の一つ、千谷神社のある千谷市に、毎年夏、祭りの日が近づくと逗とう留りゆうすることにしていた。そして市中をフラフラと散策してみたり、怪しげなレンタルビデオショップでバイトをしてみたり、期末試験が近いはずの宮みや辻つじ高校の生徒たちにちょっかいをかけてみたりと、自由気ままに人間と交わりながら過ごしていたのだそうだ。


    　──そして白はく狼ろう神社の祭神、雪せつ花かはもとはコノハナサクヤヒメ神の眷けん属ぞくである。


    　その雪花が白狼神社のホームページを立ち上げているのを、ある日ネットサーフィン中に発見したコノハナサクヤヒメ神は、ふと親心を起こした。


    　果たして雪花は、神社に寄せられた相談を、きちんと解決することが出来るのかしらん？　と。


    　そこで彼女は、毎年新聞部に怪文書を送っていた「Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ」というハンドルネームを使って、白狼神社に「宮辻高校の生徒たちの成績がなぜか振るわない」という相談を寄せ、ちゃんと黒幕である自分まで辿たどり着くことが出来るかどうか、テストしてみたのだという。


    　それが、この事件の全ぜん貌ぼうであった。


    　なお「Ｒａｉｓｉｎｇ　Ｓｏｕｌ」というハンドルネームの由来は、やはり笹ささ塚づか先輩のペットボトルロケットであったらしい。七年ほど前の夏、例年のごとく千せん谷たに市に逗とう留りゆうしていたコノハナサクヤヒメ神と笹塚先輩はひょんなことからすっかり意気投合し、北きた山やま公園でペットボトルロケットを飛ばしたりして遊んでいたのだそうだ。そのとき、当時の笹塚青年が「試験期間中になると皆目の色を変えて、普段はしてもいない勉強に躍起になるせいで、クラスの空気が淀よどんで嫌いやになっちゃいますよ。何かエスプリの効いた冗談で、場を和なごませることは出来ないものでしょうか」などとぼやいたがために、コノハナサクヤヒメ神はそれ以降七年もの間、律りち儀ぎにも期末試験前になると新聞部に怪文書を送りつけるようになったのだそうだ。ありがた迷惑とはまさにこのことであろう。


    　ちなみに俺とコノハナサクヤヒメ神がオンライン上で知り合いだったのは、純粋に偶然だったらしい。ただ単に「ＮＩＮＪＡ　ＩＮ　ＳＥＮＴＡＮＩ」という阿あ呆ほみたいなハンドルネームに惹ひかれたのだそうだ。そういわれてみると、彼女のような阿呆な人間、いや神と知り合ってしまった原因の一端は、そんな阿呆みたいなハンドルネームをネット上で名乗ってしまう俺の性せい癖へきにあるのかもしれなかった。


    　それはそれとして、「リアルでは初対面なのに、なんでいきなり勝負を吹っ掛けてきたんですか」という、当然の疑問はあった。しかし俺の抗議に対し、マテさんは、


    「私の眷けん属ぞくを祀まつる白はく狼ろう神社の神官が弱いようでは、話になりません。私は強い男が好きなのです」


    　と、澄ました顔をして答えた。なんと、神官には知力だけでなく、武力も必要なのか。しかしそれでは、今し方マテさんに惨敗を喫してしまった俺は、神官失格ではないか……。


    「ＮＩＮＪＡくん。そうへこまないでください」


    　だが、そんなふうに落ち込む俺の腕を、マテさんはぎゅっと引き寄せた。


    　人懐なつっこい笑顔を浮かべ、まじまじと顔を覗のぞき込んでくる。


    「ＮＩＮＪＡくんの強さは、その年にしてはなかなかのものですよ」


    「だから、近いっす！」


    　面と向かって褒ほめられた照れくささと、面が近すぎる気恥ずかしさから、俺は心持ちマテさんの顔から目を逸そらしながら叫んだのだった。


    



    「──つまりは、全部マテさんの自作自演だったんですか？　新聞部に怪文書を送りつけてきたのも、白狼神社のホームページに相談を寄せてきたのも」


    　道すがら、俺はマテさん──本名はコノハナサクヤヒメ神らしいが、俺は彼女のことをネット上でずっとマテさんと呼んでいたので、実際に顔を合わせて喋しやべるときも、自然とその呼称を用いていた──が奢おごってくれたヤキモロコシにかぶりつきながら確認する。


    「その通りですが、自作自演という言われ様ようは心外です」


    　俺の言に対し、腕を組みながら隣を歩いていたマテさんは、きりりと眉まゆをひそめた。


    「自作自演などと人聞きの悪い……マッチポンプと言ってください」


    「どっちも同じ意味だよ！」


    　マッチポンプは、マッチで火をつけて自みずから消火するの意。ちなみに俺は人様に突っ込みを入れるときは目上にもタメ口をきいてしまうことがあるが、そこは広い心で受け入れていただきたい。人間、礼節よりも突っ込みの鮮度が大事なときもあるのだ。


    「意味は同じでも、意義は異なるのです」


    　そんな突っ込みを入れる俺に対して、マテさんはしたり顔で講釈を垂れた。


    「なんでも横文字にすればもっともらしく聞こえるというのが、黒船来航以来の日本国の風習なのです。手前勝手はイニシアチブ、底辺はフリーライダー、灰色の倫理規定はコンプライアンス、独裁制はトップダウン、衆愚制はボトムアップ、八方美人はダブルスタンダード……」


    「枚挙に暇いとまがないな！」


    　びっくりである。昨今の日本語の乱れに対する、彼女の心の闇やみは相当に深いようだった。それにしても、こうして屁へ理り屈くつをのたまっているときのマテさんはとても楽しそうだ。そこら辺は、新聞部の連中や笹ささ塚づか先輩へと脈々と通ずる竜の血脈を感じることが出来る。


    「それにしても、マテさんは意外とアクティブに人間と関かかわっているんですね」


    　俺は歩きながら、首を傾かしげた。


    「雪せつ花かは、神と人間があまり関わり合いすぎるのはよくないと言っていましたが」


    「ふ～む……」


    　お面を売っている屋台を横目に眺めながら、マテさんは考え込むような素そ振ぶりをした。


    「──ではＮＩＮＪＡくん、なぜ神と人間が関わり合いすぎてはならないのか、その理由が分かりますか？」


    「理由、ですか」


    　マテさんの視線に釣られるようにして屋台の店先のお面を眺めながら、俺は今までの雪花の言動を思い返してみる。


    「たしか──神と人間は住む世界が違うのだから、あまり交渉しすぎるのもよくないと、雪花は言っていた気がしますが」


    「そうですねぇ……」


    　俺の返答に対して、マテさんは頬ほおに手を当てて思案顔をした。


    「その理由は嘘うそではありませんが、本音を語ってもいませんね。もう一歩踏み込んで考えてみるならば、なぜ神と人は住む世界が違うからといって、交渉しすぎてはいけないのでしょうか？」


    「それは……神さまが人前に現れすぎると、悪い人間が利用しようとするから、とか？」


    「う～ん、その答えは微妙ですねぇ。何が善よくて何が悪いのかというのは、時代や地域によって変わる流動的な価値観ですし──まぁ、仮に絶対的な善悪の物差しがあったとしてもです。悪い人間が神を利用できるというのなら、同様に善い人間もまた神の恩恵を受けられるのではないですか？　それならば神が人前に現れていようと現れていなかろうと、善悪合わせてプラマイゼロです」


    　確かにその通りである。それではなぜ、神さまはめったに人前に姿を現さないのか──俺は残り少なくなったヤキモロコシの粒を噛かみながら考え込んだ。そんな真ま面じ目めな思索に耽ふける俺の服の袖そでを、


    「あ、ＮＩＮＪＡくん、ＮＩＮＪＡくん」


    　とマテさんは突如引っ張った。


    「あそこに、金魚すくいの屋台がありますよ。やりましょう」


    　いや、今俺たちはとても真面目な話をしていて、金魚ごときに構っている場合ではないのでは……と思ったが、しかし祭りといえば金魚である。


    「いいですよ。幼き頃ころは金魚すくいの孝こうちゃんとまで謳うたわれた、俺の剛腕が唸うなりを上げますぜ！」


    　俺はマテさんの腕を解ほどいてから、食い終わったヤキモロコシの芯しんを手近にあったゴミ箱にぶち込み、店主のおっちゃんに三〇〇円を支払ってポイとおわんを受け取った。そして水面から金魚をぶっこ抜くべく、生いけ簀すの前で構える。鮭さけをすくおうとする熊くまのような中腰の体勢である。不動心。俺は逃げる金魚のケツを追いかけるような不ぶ様ざまはしねぇ。相手がこちらの懐に飛び込んでくるのを静かに待つのだ。来るもの拒まず、去るもの追わずの精神である。こうして満を持して待ち構える俺のもとに、やがて命知らずの琉りゆう金きん野郎が呑のん気きに口をパクパクさせながら水中から浮かび上がってきやがった。来た、見た、捕った！　俺はそう思った。しかし、その琉金野郎と目が合った瞬間、俺の脳裏には幼き頃、祭りの屋台で捕獲した金魚を水道水で飼ってしまったがために全滅させてしまい、そいつらを泣きながら裏庭に埋めたという苦にがい思い出がよみがえった。俺はアイスの棒を墓標として立て、もう二度と金魚は飼わねぇ、本当にすまぬ……と心に誓ったのだ。そんなトラウマが突如としてよみがえったため、俺の右腕はイップスにかかったガラスのエースばりに縮こまり、ポイの膜は金魚の命の重さに耐えきれずにぶち破られた。


    「ＮＩＮＪＡくんは口ほどにもないですねぇ……」


    　そんな俺の失態をマテさんはナチュラルに罵ば倒とうしつつも、屋台のおっちゃんに優雅に一礼して三〇〇円を支払い、生簀に向かってポイを構えた。


    「私がお手本を見せて差し上げましょう。この出で目め金きんをすくいますよ」


    「大丈夫っすか？　出で目め金きんは普通の金魚より、すくうのが難しいんですよ」


    「ふふふ、大丈夫ですよ。私の手にかかれば、金魚をすくうも衆生を救うもお手の物です。えいっ！」


    　掛け声と共にマテさんのポイは空中を一いつ閃せんし、すくい上げられた出目金は勢い余って俺の顔面に直撃した。いやいやいや、支点・力点・作用点がどのように働いたらこんな事態になるんすか。まったく何やってんですか、も～。金魚の命をあんまり粗末に扱わないでくださいよ。俺は額ひたいに張り付いた出目金君を恭うやうやしく生いけ簀すの中に返して差し上げ、店主のおっちゃんから対価として飴あめ玉だまを一つ貰もらった。


    　さて、下らねー閑話休題はここらで終わりだ。


    「それで、なんの話をしていましたっけ？」


    　おっちゃんから貰った飴玉をコロコロと口の中で転がしながら再び北きた山やま公園への道のりを辿たどり始める俺に続きながら、マテさんは首を傾かしげた。自分から話を飛ばしたくせに、話の本筋を見失う。話を飛ばす人にままある現象である。


    「なんで神さまはめったに人前に姿を現さないのかって話ですよ！」


    　俺は親切にマテさんに教えてあげた。


    「そうでした、そうでした」


    　マテさんは、ポンと手を打つ。


    「なぜ神はめったに人前に姿を現さないのか──それは、神が永遠のときを生きているからです」


    「永遠のときを生きているから、ですか」


    　俺は首を傾げる。なぜ神はめったに人前に姿を現さないのかという問いと、神は永遠のときを生きているからという答えが、頭の中で噛かみ合わなかったのだ。


    「神は永遠のときを生き、人は有限のときを生きている以上、互いが出会ってもいつかは別れなければなりません」


    　今一つピンときていない俺の様子を見やり、マテさんは言葉を続ける。


    「別れのない出会いはないのです──そして誰だれかと別れるということは、神にとっても人にとっても辛つらいことです。愛情が強ければ強いほど別離の痛みは耐えがたく、それならばいっそのこと初めから出会わない方がいい──」


    「あー、なるほど……」


    　俺はようやく、マテさんが言いたかったことが分かった気がした。


    「だから神さまは初めから人間とは一定の距離を取る、と」


    「ええ、神を全員一ひと括くくりには出来ませんが、そういう考えの持ち主は多いでしょう」


    　マテさんは頷うなずく。


    「初めから神と人とは住む世界が違うのだと天界に留とどまったり、人前に姿を現すにしてもお面で顔を隠したりして、一定の距離を保とうとするのです」


    　滔とう々とうと話を続けるマテさんの声に混じり、屋台に並ぶ人たちのざわめきが耳に入る。遠くの方からは、神み輿こしを担かつぐドンドンピッピという笛の音ねが聞こえてきた。旅館の屋上や民家のベランダには、神輿を見物したり花火を待ったりして空を眺める人々の姿が見える。千せん谷たにの空は薄紫色に染まり、沈んでゆく太陽の反対側からは、仄ほの白じろい下か弦げんの月が昇ってきた。


    「しかし、悲しいという心を麻ま痺ひさせてしまうということは、同時に楽しいという心を麻痺させてしまうということでもあります」


    　マテさんは言葉を継ぐ。


    「心は生きています。ですから、悲しみだけを器用に麻痺させることは出来ません。悲しいと思う心を麻痺させるのなら、楽しいと思う心や喜ぶ心も麻痺させなければならないのです──しかし、そんな風に心を失くして生きるということは、本当に生きているといえるのでしょうか？　それは、永遠に死んでいるようなものではないでしょうか？」


    　確かに、そうなのかもしれなかった。たとえ永遠の命があったとしても、心が生きていなければ、それは永遠に死んでいるのと同じこと──。


    「ですから、私はお祭りが好きなのです。余人から見たら下らないことにも、意味がないことにも、馬ば鹿か馬鹿しいことにも、全力投球するのです」


    　それがＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓｐｉｒｉｔさん──コノハナサクヤヒメ神なりの、人間との付き合い方なのかもしれなかった。


    　俺は「ハァ……」と息をつく。


    「マテさんの考え方は分かりました。だけど、オイタをするのもほどほどにしてくださいよ。新聞部が配ったビラの内容を真に受けて、留年してしまう人だっているかもしれないんですよ」


    「そうはいいますが、ＮＩＮＪＡくん」


    　俺の諫かん言げんに対して、マテさんは反論する。


    「あのビラの内容を真に受けてしまうような子は、そもそもが社会不適合なのだと思いますよ？　私が引導を渡すまでもなく、そういう子は人生のどこかしらで社会が敷いたレールからドロップアウトするものです。そしてどうせドロップアウトするのならば、人生の早い段階でドロップアウトした方が傷口が浅くてすむとは思いませんか？」


    「そんなもん、人それぞれですよ！　ドロップアウトせずに頑張っていれば、拓ひらける道もあるかも分からんでしょうが！」


    「そういうものですかねぇ……」


    　マテさんは惜しそうな顔をしながらも、しぶしぶと頷うなずいた。


    「新聞部の子たちに怪文書を送りつけるのは、私のお気に入りの定例行事だったのですが……ＮＩＮＪＡくんがそう言うのなら、今後は自重いたしましょう」


    　どうやらマテさんは倫理観こそ滅茶苦茶なものの、筋を通して話せば分かってくれるタイプではあるらしかった。とにかく、これにて漸ようやくこの一件は落着したのである。


    　話をしているうちに、俺たちは北きた山やま公園の入り口に辿たどり着いた。


    「それでは、ＮＩＮＪＡくん」


    　そう言うと、マテさんは公園の入り口で立ち止まった。


    「私はそろそろ、千せん谷たに神社に戻らなければなりませんので──ここでお別れです」


    「そうなんですか」


    　マテさんの言葉に頷うなずきながらも、俺は少しだけ意外な気がした。てっきりマテさんは、雪せつ花かに会っていくものだとばかり思っていたのだ。


    「はい」と答えながら、マテさんは俺の顔にじっと視線を注いだ。まっすぐな視線が、俺の意識を捉とらえる。周囲を行き交う雑踏の声が、まるで潮が引くように遠のいていく、不思議な感覚がした。


    「ＮＩＮＪＡくん。貴方あなたはこれから白はく狼ろう神社の神官として、たくさんの人たちと関わることになるでしょう。たくさんの人たちを助け、神と人とを繋つないでいくことになるでしょう。それは決して、簡単な仕事ではありません」


    　ですが──と、マテさんは言葉を継ぐ。


    「貴方と雪花が手を携たずさえれば、どんな困難も乗り越えられるでしょう。互いに足りないところを補い助けあう、神と神官になれるでしょう」


    「なれますかね……？」


    「なれますよ、きっと」


    　俺の言葉に、マテさんは浅く頷き返した。そして再び、人好きのする表情で微ほほ笑えむ。


    「それではまた、リアルかネットでお会いしましょう──ごきげんよう」


    　マテさんは、俺に向かって一礼した。


    「さようなら！」


    　俺もマテさんにお辞儀を返す。


    「Ｓｅｅ　ｙｏｕ　ａｇａｉｎ～！」


    　踵きびすを返して去ってゆくマテさんの背中に、俺は手を振った。


    「Ｈｏｏ～～！」


    　マテさんは振り返り、適当な英語を喋しやべりつつも手をひらひらと振った。
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    　マテさんと別れて北山公園に入った俺は、妹に携帯で連絡を入れた。妹は雪花と一緒に、公園中央広場の一隅に場所を確保したと言っていたので、そちらへと向かう。人々がそぞろ歩く遊歩道を抜け、俺は中央広場に辿り着いた。「公園入り口から真まっ直すぐ一〇〇メートル、向かって右に一〇〇メートルくらいのところにいるよ」という妹のアバウトすぎるナビゲーションに苦しめられつつも、なんとか人ごみの中から、お揃そろいの浴衣ゆかたを着てビニールシートの上で談笑する二人の姿を発見した。


    「うぃっす」


    　俺が二人に声をかけると、朝顔柄の浴衣を着た妹はこちらを見上げ、


    「お兄ちゃん、遅～～い」


    　と第一声で不平を垂れた。


    「うるせぇ！　お前が場所を説明するのが下へ手ただから、こんなに遅くなったんだろうが！」


    「え～、私はちゃんと説明したよ？　ここは公園入り口から真っ直ぐ一〇〇メートル、向かって右に一〇〇メートルで間違いないから。陸上部の私は、一〇〇メートルの距離感だけは誤またないからね」


    「ぁんだ、その汎はん用よう性が低すぎる物差しは！　お前はそのセリフ、伊い能のう忠ただ敬たかの前でも言えんのかよ！」


    「言えます～。絶対距離感です～」


    「何が絶対距離感だよ。そんな日本語、ありそうでねーからな！　……いや、ないよね？」


    「さぁ？」


    　額ひたいと額を押し付け合わんばかりにギャーギャーと言い合いをしていた俺と妹は、最終的に議論の方向性を見失い、二人して首を傾かしげた。


    「まあまあ、顔を合わすなり喧けん嘩かするでない」


    　そんな俺たちの間に、雪せつ花かが割って入る。


    「孝こう介すけも、無事でよかったではないか。首尾はどうだった？」


    「ああ、事件なら無事解決したぞ」


    　俺は妹から雪花へと、視線を転ずる。


    「新聞部に怪文書を送りつけていた犯人には、もうそんなことをしないよう、俺の人徳できっちりと説得しておいた──まぁ、詳しい話は、後で聞かせてやるよ」


    「そうか」


    　それ以上は何も聞かず、雪花は頷うなずく。


    　それから俺たちはビニールシートの上に座り、時折り空を仰あおぎ見つつ、花火大会が始まるのをまだかまだかと首を長くして待った。花火大会は、七時四五分から八時二〇分にかけて開催される予定である。


    「花火が始まるまで、まだ一時間くらいあるな」


    　俺は携帯で時刻を確認した。


    「今度は俺が番をしていてやるから、お前ら屋台に行ってきてもいいぞ。存分に千せん谷たに祭りを楽しんでこいや」


    「いや、なんでお兄ちゃんがそんなに偉そーなのかな」


    「主催者ホスト気取りか」


    　純粋な善意に対する反応がコレだよ。まったくこんなんだから、最近の日本の道徳教育はなってねぇみたいな風潮が、世の中にはびこることになるんだよな。古きよき日本の心が失われてゆく様さまを目まの当たりにし、俺はこいつらの不徳の致すところに胸を痛めた。そんな傷心の俺を無情にも一人置いてけぼりにして、雪せつ花かと妹は祭りの屋台を梯はし子ごしに行ってしまった。


    　約三〇分後。


    　妹は左手にじゃがバターの舟皿とチョコバナナ、右手にかき氷とラムネのビンを抱かかえ、右手の人差指からはヨーヨー風船をペッタンペッタンしながら戻ってきた。お前はアラブの石油王か。質素倹約という発想がないのかよ。一方、雪花は右手に綿わた飴あめを持ってチマチマ食っている。


    「まだ花火は始まらないの～？」


    　妹はビニールシートに座りながら、チョコバナナを雪花に、じゃがバターを俺に押し付けて、余った手でかき氷を食いながら群ぐん青じよう色いろの夜空を見上げた。


    「もうそろそろ始めちゃってもいいんじゃない？」


    「分かってねーな、妹よ」


    　妹が押し付けてきたじゃがバターを無断でぱくつきつつも、俺は奴やつの浅はかな考えを諫いさめた。


    「花火っていうのは、真っ黒な夜空とのコントラストで最大限に映えるものなんでぃ。大人しく、日が暮れきるまで待ってなさい」
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    「そんなものなのかな～」


    　どうも妹は風ふ情ぜいを解していない様子。やれやれ、こいつは今までの花火大会を見物するときも、鼻水をたらしながら「あわわ～、花火キレイれす～、ラムネのビー玉を呑のみ込むと死ぬれす～」みたいな大おお雑ざつ把ぱな観賞態度だったからな。この調子では、俺のような違いの分かる大人になるのは、まだまだ先の話かもしれんのう。


    「まぁ、それについては私も孝こう介すけと同じ意見だよ」


    　雪せつ花かは右手に綿わた飴あめ、左手にチョコバナナを抱かかえつつ、珍しく俺の意見に賛同した。


    「花火はやっぱり、闇やみと烏からすの見分けがつかないくらい真っ暗な中で見るのが一番綺き麗れいだ。動物の五感というのは、真っ暗闇の中で一番研ぎ澄まされるものだからな」


    「へ～、そうなんだ～」


    　妹はかき氷をスプーン付きストローですくいながら、感心したように呟つぶやいた。


    　さて花火が始まるまで、特にやることもない。俺はじゃがバターの舟皿を横に置き、ビニールシートの上にゴロンと仰あお向むけに寝そべった。太陽の光はわずかに地平線の向こう側に残るのみとなり、群ぐん青じよう色いろの夜空には星が瞬き始めている。


    　そうして夜空を見上げながら寝転がっているうちに、連日の試験疲れのためか、俺は不覚にもウトウトとしてしまった。薄桃色の靄もやがかかったような、曖あい昧まいな時間が過ぎてゆく。夢と現うつつの境界があやふやになるような、穏やかな夢見心ごこ地ちだった。


    　体感時間としては、一瞬のことである。


    　ふと、誰だれかが俺の瞼まぶたの上を撫なでる気配がした。


    「孝介」


    　目を開くと、真っ黒な夜空が見えた。視界の端で、さらりと白はく銀ぎん色の髪の毛が流れる。


    「起きろ。もうそろそろ、花火が始まるぞ」


    　顔を横に向けると、雪花と妹がこちらを覗のぞき込んでいる。


    「まったく、もうそろそろ花火が始まるというのに、何を呑のん気きに眠りこけてるの？」


    　いつの間にかじゃがバターとチョコバナナとかき氷を完食していた妹は、それらのゴミをビニール袋にまとめながら、寝そべる俺を見て呆あきれたように言う。


    「お～、もうそんな時間か」


    　俺は体を起こして、視線を北きた山やま山頂へと移す。俺が寝ている間に、空は地平線から天てつ辺ぺんにかけて真っ黒に染まり、下か弦げんの月が金色に輝いている。


    「月が綺麗に出たなぁ」


    　色を深めた月を見て、俺がそう呟いたのとほぼ同時。


    　時刻は、どうやら七時四五分に至ったらしい。


    　前触れもなく北山山頂からヒュルルルル……と光の玉が上がり、夜の闇に溶ける。皆の視線が空に向いた、その瞬間。


    　夜空に銀色の火花が散り、千せん谷たに中に轟ごう音おんが木こ霊だました。「おお～～」と観衆から感嘆の声が漏もれ、パチパチパチと自然に拍手が沸き起こった。


    　光の粒子が、明滅しながら夜空に消えていく。


    　間髪いれずに次の玉が打ち上げられ、続々と色とりどりの大輪の花が夜空に咲いた。光が弾はじけるたびに、後ろの北きた山やまのシルエットが黒く浮かび上がる。


    　俺たちの目は、空に釘くぎ付づけとなった。


    「ね～ね～雪せつ花かさん、どの色が好き？　私は、緑が一番綺き麗れいだと思うな～」


    　花火を見ながら、妹がはしゃぐ。


    「そうだな、私は黄色が一番好きかな」


    「黄色もいいね～。あ、紫も綺麗」


    　妹と雪花は、花火が打ち上がるたびに、コロコロと意見を変えた。その気持ちは、分からんでもなかった。誰だれしもが、今見ている花火を一番綺麗だと思うものだ。


    　それからしばらくの間、俺たちは無言で夜空を見上げていた。キラキラと赤色の花火が空中で輝き、青色の土星型の花火が弾ける。花火が弾けるたびに、腹の底に響くような轟音が、辺り一帯に木霊した。


    



    　あっという間に、時間は過ぎ去っていった。


    　やがて最後の花火玉がヒュルルルル……と夜空に上がり、パッと弾けた。一拍遅れて、ド──ンという轟音が辺りに響く。不思議なもので、それが最後の花火だということは、特別な花火というわけでもなく、時計とにらめっこをしているわけでもなく、自おのずと分かるのだった。


    「ほぉ～～」という溜ため息いきのような歓声の後、広場で花火を見物していた人々の間から、パチパチパチと万ばん雷らいの拍手が上がった。広場にビニールシートを敷いた家族連れも、歩道を歩く祭り客も、警備のおっさんも、皆余韻を楽しむように夜空を見上げている。


    「終わったなぁ」


    　俺は呟つぶやいた。


    「そうだね～」


    　妹が頷うなずく。


    　上映が終わった後の銀幕のように、空は真黒である。


    　そこかしこで、ざわざわと人波がほつれてゆく。


    　花火が終わったのと同時に、祭りも終わったのだ。公園を囲むクスノキの上から、思い出したようにアブラゼミが鳴くジ──という声が聞こえてきた。


    　花火で興奮した肌を、生なま温ぬるい夜風が撫なでてゆく。


    「雪花、祭りは楽しかったか？」


    　俺はふとマテさんや笹ささ塚づか先輩が言っていたことを思い出し、雪せつ花かに話しかけた。


    　──そんな風に心を失くして生きるということは、本当に生きているといえるのでしょうか？


    　と、マテさんは言っていた。


    　──もし神がいるのなら、世界のそうした不安定さをこそ、愛するのかもしれない。


    　と、笹塚先輩は言っていた。


    「なんだ、藪やぶから棒に」


    　そんな俺の質問に対し、雪花はいぶかしげな視線を返した。


    「いや、人間は祭りを楽しんでいるが、神さまの方はどうなのかと思ってな」


    「ふ～む」


    　俺の問いかけに対し、雪花は腕を組んで考え込む。


    　数秒の思考後。


    「──まぁ、なんだかんだで、こうして皆でワイワイと騒ぐのは楽しいな」


    　夜空を見上げながら、雪花はそう答えた。


    「そうか」


    　雪花の返答に、俺は浅く頷うなずきを返す。


    　それから俺たちは、ざわざわと騒がしい人波に乗って、帰途に就くべく千せん谷たに駅を目指した。橙だいだい色の雪ぼん洞ぼりが、点々と駅まで続いている。


    「お祭りが終わった後って、なんだか少し寂しいね」


    　夜道を歩きながら、ふと妹が呟つぶやく。


    「祭りは終わったが、夏は始まったばかりだぜ──」


    　俺はそんな男前なセリフを言い、千谷祭りの有終の美を飾った。
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    　祭りの、翌日のことである。


    　本格的に夏休みも始まったところで、俺は自室で悠々と惰だ眠みんを貪むさぼっていた。


    　しかしなぜか妙に寝苦しく、ふと気が付くと、何やら遠くの方から銃声のような音が聞こえてくる。うっすらと目を開くと、薄暗い部屋の天井がチカチカと明滅していた。


    　机の方に目を向けると、妹がノートパソコンを開き、『Ｗｏｒｌｄ　Ｗａｒ　Ⅲ』をやっている姿が目に入った。おまけに妙に暑苦しいと思ったら、扇風機の首の向きまで机の方に変えられている。


    　開け放しの窓からは、今日も元気に合唱するアブラゼミの鳴き声が聞こえてきた。


    「おい、何やっとるんだ」


    　俺が妹の背中に声をかけると、奴やつは「あ、お兄ちゃん起きちゃった？」と、こちらを振り返りもせずに返事した。


    「起きちゃった？　じゃねーわ！　てめーが騒がしいから、目が覚めちまったんだよ！　なんでわざわざ俺の部屋でゲームをしとんのじゃい！」


    「だって、リビングを捜してもノーパソがなかったから。お兄ちゃんの部屋にあるのかな～、と思って」


    「ノーパソが欲しかったんなら、自分の部屋に運べばいいだろうが！」


    「え～、でも一人で遊ぶより、どうせなら二人で遊んだ方が楽しいでしょう？」


    　いや、俺がベッドで鼾いびきをかいている横でお前がＦＰＳゲームに興ずるというこの構図を、「二人で遊ぶ」と形容するのは少し無理があると思うのだが……。


    　しかし、目が覚めてしまったものは仕方がない。


    「おい、今何時？」


    　俺はベッドから身を起こしながら、妹に尋たずねる。


    「一大事～♪」


    　コントローラーをカチャカチャさせながら、妹が答える。そーゆーことじゃねーよ！　阿あ呆ほか！　俺は枕まくら元もとの目覚まし時計を引き寄せ、現時刻が午後の三時であることを確認した。


    　確かに、一大事といえば一大事なのかもしれなかった……。


    　俺はそそくさと服を着替え、いつまでもＦＰＳゲームなんぞに興じている妹を部屋に放置して、一階へと降りた。


    「お袋、飯～」


    　リビングに入り、お袋に声をかける。


    「あらあら、今日はまた随分と遅いのねぇ」


    　リビングでワイドショーを見ていたお袋は、俺の方に視線を向けると呆あきれたような声を上げた。ただひたすらに、面めん目ぼくないです！


    　お袋に朝食兼昼食のそうめんをゆでてもらい、食う。


    　その後。


    　俺は目覚ましと腹ごなしがてら、神社の境けい内だいに出て竹刀しないの素振りをすることにした。妹のせいで、今日は最悪の目覚めである。そのため俺は竹刀の素振りをすることにより心身を引き締め、頭をシャッキリとさせたかったのだ。


    　外に出ると今日も今日とて千せん谷たにの空は澄み渡っており、エネルギッシュな陽光が燦さん々さんと地表へと降り注いでいる。俺は本殿の前に行き、ス──と竹刀を構え、振った。


    　四方を囲む鎮ちん守じゆの森からは、セミたちの大合唱が響いている。


    　こうしてしばらくの間、素振りを続けていると。


    「孝こう介すけ──」


    　不意に、石段の方から雪せつ花かの声が聞こえた。そちらに目を向けると、スイカが入っているビニール袋を腕に提げた雪花が、参道を歩いてこちらへと向かってきている。


    「剣道の稽けい古こか。精が出るな」


    「うむ」


    　真しん摯しに己おのが剣と向き合いながらも、俺は雪花の呼びかけに頷うなずきを返してやる。そんな俺に対し、雪花はスイカの入ったビニール袋を掲げて見せた。


    「氏うじ子こさんからもらったスイカだ。なんならキミも一緒に食うか？」


    　天　孫　降　臨──俺は「え、いいんすか？」と即座に素振りを中断し、雪花の方に向き直った。


    「ああ。キミにはこの間、夕飯をふるまってもらったからな。その礼だ」


    　なんとまぁ、あの至極適当に作った夕飯が時を経て旬のスイカに変化するとは……錬金術師アレッサンドロ・ディ・カリオストロもびっくりの超展開ですよ。まったく情けは人のためならずとはよくいったものよ。


    　俺たちは社務所の裏側へと回り、家の縁側に出た。「台所を借りるぞ」と言いつつ雪花は屋内に上がり、やがて手の平サイズに切り分けられたスイカの皿を持って戻って来た。その間に俺は応接間から縁側へと、扇風機を引っ張り出しておいた。


    「「いただきます」」


    　両手を合わせてから、スイカを食う。ガタガタと音を立てて首を振る扇風機の風が、汗に濡ぬれた肌に心ここ地ちよい。


    「うむ、美う味まい！」


    　俺はスイカを頬ほお張ばり、農家の皆さんが見たら泣いて喜びそうな会心のリアクションを取った。


    「大地の恵みだな」


    　スイカをモグモグと咀そ嚼しやくしながら、雪花も頷く。なんだかんだで始めの頃ころと比べると、こいつとの距離も縮まってきたような気がするのう。重ちよう畳じようなことよ。


    「そういえば、マテさんがお前のことを心配していたぞ」


    　俺はふと祭りの日の夜のことを思い出し、雪花にマテさんの話題を振ってみた。


    「む？」


    　そんな俺の言葉に対し、雪花はスイカの種をプププッと地面に飛ばしながら首を傾かしげる。


    「なんだ、そのマテさんというのは……」


    　そこで俺は、コノハナサクヤヒメ神が先日の事件の裏で糸を引いていたということを、簡潔に雪花に説明した。


    「そうか。サクヤヒメさまが、そんなことをな──」


    　説明を聞き終えた雪花はスイカを食うのを一時中断し、どこか遠くを見るような目をした。


    「マテさんが心配していたが、実際のところお前は人間と関かかわりすぎるのを避けているのか？」


    「そうだな──」


    　俺の問いに対し、雪せつ花かはしばしの間目を瞑つぶる。


    「私は今まで、様々な人間に会ってきた。優しい人間もいればずる賢い人間もおり、強い人間もいれば弱い人間もいた。そいつらは皆、鬼き籍せきに入ってしまったが──」


    　そこまで言ってから、雪花は一度言葉を区切る。


    「しかし、だからと言って彼らと出会わなければよかったとは思わん。つまりは、そういうことなのだろう」


    「左様か」


    　雪花の言葉に、俺は浅く頷うなずき返した。


    　しばらくの間、黙々とスイカを食う。軒下の風鈴が、リィンと音を立てて鳴った。


    　食後。


    「なぁ」


    　俺は皮だけになったスイカを皿に置き、雪花に問いかけた。


    「俺はお前の神官として、ちゃんとやれているか？」


    「あん？」


    　俺の問いかけに対し、雪花も食い終わったスイカを皿に置き、いぶかしげな視線を返す。


    「なんだ。キミにしてはやけに殊勝な質問だな。何か悪いものでも食ったのか？」


    　いや、俺が今しがたまで食っていたのは、お前が差し入れてくれたスイカなわけだが……。


    「ま、夏休みに入ったところで、時間も出来たしな」


    　と、俺は言葉を継ぐ。


    「一応白はく狼ろう神社の跡取りとして、そこら辺のことはハッキリさせておかんとな」


    「ふむ──」


    　俺の言葉を受け、雪花は顎あごに手をかけて考え込んだ。


    　やがて。


    「……まぁ、どのような神官が一番いいのか、などという決まった型はないからな。キミはキミらしく、精いっぱいにやればよいのではないか？」


    「なんだそりゃ。どうもハッキリとせんなぁ」


    「フフフ……」


    　不満の意を表明する俺に対し、雪花は手の甲でトン、と俺の胸を叩たたいた。


    「ま、そういうわけだからな──これからも、よろしく頼むぞ神官殿」


    　そう言うと、雪花は声を上げて笑った。その笑顔は、俺にはやけに機嫌がよさそうに見えたのだった。
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